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第一章　おねだりクロハ







　みんなは『おののイモコちゃん』を知っているだろうか？

　イモコちゃんは大昔の政治家かつ冒険家である。得物のソプラノ・リコーダーソードで迫り来る淫魔を退治しながら、うわばき形の船に乗って当時の中国に向かったと伝えられている。

　ちょっとマイナーな人物だけど、漢字の名前に「妹」とつくらしく、それが決め手となって今年の大河アニメの題材に抜擢された。

　現在、イモセ家の全員がリビングに集まり、『おののイモコちゃん』を鑑賞中である。




「これが　わたしの　おぱんちゅだ！　くらえ　ケンズイ・Ｃシーフラッシュ☆」




　ヤッター！

　さすが『おののイモコちゃん』！　テレビいっぱいに映し出だされる虹にじ色いろおぱんつ！　今週も劇場版なみの作画クオリティで、淫魔にトドメを刺さす必ひつ殺さつ技わざケンズイ・Ｃフラッシュを披ひ露ろうしてくれたぞ！

　僕ぼくだけでなく、テレビを囲んでいるみんなが大興奮だ。

　日曜日の夜、リビングでの一家団らんといったら、やはり国営放送の大河アニメを見るに限るぞ。

「お義と父うさん、お義か母あさん。見てくれましたかね？　ケンズイ・Ｃフラッシュは、わたくしのアイディアなんですよ。番組のスタッフに意見を求められましてね。文学的見地でいくとまずは残ざん尿によう感が欲ほしい、とコメントしたのです。尿にようと言ったら、ＣＣのＣですから、ケンズイ・Ｃにしようとなりまして――」

　ソファにちょこんと座すわった女の子姿のオオダイラ先生が、得意げに胸を張る。両りよう隣どなりにいるお父さんとお母さんは感心しきりだ。

　しかし、ソファの端はしに座るクロハは、

「残尿感って……またそういう下品かつ意味不明なことを……。だいたい、なんで当たり前のようにオオダイラ先生が座っているのよ……」

「せっかく先生が遊びに来てくれてるんだぞ！　本来なら、パンツを万ばん国こく旗きのように飾かざって歓かん迎げいしなきゃいけないところだぞ」

「パンツを口につっこんで窒ちつ息そくさせろ」

　ミルが横から口をはさむと、先生はにこにこと嬉うれしそうに目を細めた。

　クロハははぁ、とため息をつき、

「……。『おののイモコちゃん』の呆あきれかえる歴史改変ぶりも、オオダイラ先生の貴重なアドバイスのせいなんでしょうね……」

「え？　歴史改変なのか？　うわばき形の船っていうのは、史実から逸いつ脱だつしているかもとは思ったけど……」

「そもそも小野妹子って男だから」

「ええーっ。妹なのに？　なんだそれ。家庭裁判所に訴うつたえられなかったのか!?」

　すると、僕たちのやりとりを聞いていたユズさんが、

「あの、私の兄も、歴史上の人物が女の子になっているという作品が好きだったようなんです。特にお気に入りだったのは、女王の卑ひ弥み呼こが読者を罵ののしるというものです」

「女王ってところがいかにもドＳっぽいですもんね。まさに歴史ロマンだ！」

「何が歴史ロマンよ！　それに、卑弥呼はもとから女でしょ」

　クロハが僕に突つっこむと、お父さんやお母さん、先生が弾けるように笑った。

　いやあ、和気あいあいとした一家団らんタイムだ。現代では個人主義がすすんだため一家団らんをする家庭は減ったというけど、イモセ家はとても仲が良い。ほのぼのしていて、とても良いことだと僕は思う。

　しばらくして番組が終わると、ユズさんが席を立った。

「お茶を入れてきますね」

　うっ……。キッチンに向かうユズさんの後ろ姿にドキっとしてしまった……。ユズさん、お母さんお下がりの部屋着――ピンクのＴシャツにショートパンツ姿――なんだけど、これがタイトフィットで、体のラインが生々しいほどにわかるのだ。

　僕はお父さんゆずりの下半身派だから、つい、まるっとしたお尻しりとか、むっちりしたふとももに目がいってしまう。

　すると、お父さんとお母さんがにやにや笑いながら僕を見て、そのあとにふたりでうなずいている。

　うわ、あの顔。絶対、僕たちをからかうつもりだぞ……。

「みなさん、煎せん茶ちやでよろしいですか？」

　ユズさんがトレイにお茶を載のせて戻もどってくると、案の定、

「ギン、ほら、正妻のお帰りだぞ」とお父さん。

「まあ。正妻って、そんな……」

　も、もう。正妻ってなんだよ、正妻って。ユズさんも困ってるだろ。それに、そんな言い方をするなんて、僕に愛人でもいるっていうのか？

　お父さんとお母さんは、さんざん僕とユズさんをからかった。早く結けつ婚こんしろとか、孫の顔が見たいとか。ふたりは僕とユズさんがつきあっていると勘かん違ちがいしており、仲を認めてくれているのだ。

　完全完かん璧ぺきな誤解である。

　一ヶか月げつくらい前に、ユズさんから「好き」と告げられたけど、僕が自分の気持ちになかなか答えを見つけられないせいで、僕たちの関係は相変わらずなのだった。

　しかし、こんなふうに煽あおられたら、当然、意識してしまうわけで……。

　ちらっとユズさんのほうを見ると、立たち尽つくすユズさんとばっちり視線がぶつかった。

「……あ」

「まあ……」

　……。ふたりとも顔が火ほ照てってしまい同時にさっと目をそらす。

　あらためて思うけど、ホミュラそっくりのユズさんは、僕にとってこれ以上ない可か憐れんなルックスを持つ女の子である。見た目だけじゃなく、性格も素す晴ばらしい。そんな女の子に「好き」と言われているのに、自分の気持ちがどうこう迷うなんて、贅ぜい沢たくすぎて死んでから地じ獄ごくに落ちそうな気がする……。

「ギン君とユズ君が結婚すると、ミルちゃんと結婚するわたくしはユズ君の義ぎ弟ていになるわけかね。いや、この姿の場合は義ぎ妹まいかな？　自らが義妹になるなんて、人としての終着点だねえ」

「じじいはとっくに終わっている」

　先生まで煽るから、僕とユズさんはますます照れてしまう。はにかんでいるユズさんを見ていると、甘あま酸ずっぱくて、ほわんとあたたかい気持ちに、胸が満たされていく――。




　そのときだった。




　頬ほおのあたりに、じゅじゅじゅという焼けつくような視線を感じる。

　熱すぎて痛つう烈れつですらある……。

　僕はおそるおそる――でもまあ、やっぱりという気持ちを抱いだきつつ――視線をたどった。

　向こう側のソファに座るクロハと目が合う。

　クロハは苦々しく顔をゆがめ、眉まゆと唇くちびるをぴくぴくさせていた。

　これは――来るぞ。

　最近、こういうシチュエーションのときクロハは必ずある行動を起こすのだ。

　クロハは僕めがけて非難がましい視線をしばらく射込んだあとに、人差し指でトントン、とテーブルを軽く叩たたいた。

　来た。サインだ。

　ほらな。絶対こうなると思ったよ……。

　僕はクロハにだけわかるよう、ほんのわずかにうなずいた。すると、僕の挙動を見て取ったクロハがすうっと立ち上がり、

「私、自分の部屋で翻ほん訳やくの作業をするから」

　早口気味でそう言い、廊ろう下かへ出て行った。僕やクロハの部屋がある二階に向かうんだろう。ユズさんが「お茶を差し入れしましょうか？」と尋たずねていたけど、クロハはお礼を言いつつ「集中したいから」と断っていた。

　僕はちらっと時計を見た。

　現在時刻は――二十時四十五分。

　じゃあ……ちょうど二十一時にするか。十五分もあければ、大だい丈じよう夫ぶだろう。『十分以上はあける』というのがクロハの決めた『ルール』なのだ。

　僕とクロハがこのあと何をするかというと、それは――。

　僕は時間をつぶすためしばらくみんなと雑談した。今週のイモコちゃんの感想とか、ユズさんが僕と同じ学校に入学したから、学校の話とか。

　話に夢中になってしまい、ふと気づくと二十一時半になっていた。

「…………やばい……」

　僕は慌あわてて立ち上がる……のはこらえて平静を装よそおう。いかにも、たったいま思いついたというふうに、みんなにこう告げる。

「あれえ、もうこんな時間か……。お風ふ呂ろは入ってるし、今日は部屋で小説を書こうかな。集中したいから、できたら放っておいて」




『ほんやくさぎょうちゅう　こえかけないで』

　二階に上がると、クロハの部屋のドアノブに、プレートがかかっていた。

　クロハは古典の翻ほん訳やく家かとしてデビューすることが決まっている。その作業に集中したいから、邪じや魔ましないでくれ――という意思表示だ。仕事への真ま面じ目めなとりくみを知っている家族は、このプレートがかけられたときは、クロハをそっとしておくのである。

　しかし、この内容は、真っ赤な嘘うそだった。クロハの部屋に、クロハはいない。

　だって、クロハがいるのは――。

「お兄ちゃん、遅おそいっっっっっ！」

　僕が自分の部屋に入るなり、鋭するどい声がつぶてのように投げかけられた。声のしたほうに視線を向けると――むんずと腕うでを組み、黒ストに包まれた足を組んで僕を睨にらみつけるクロハがいた。

　うわ……、いらいら感たっぷりだぞ。

「四十分以上たってる。そんなにあける必要はないでしょ。十じゆつ分ぷんルールはあるけど、四十分もあけるってどういうこと？」

　ごめん。みんなと話していたら、つい時間を忘れちゃったんだよ……。

　クロハは不満そうにしていたが、一転、拗すねたような顔になると、小声で言う。

「……まあ、あっちには、正妻がいるものね……」

「え？」

「な、なんでもないわ」

　クロハはぷいっと横を向くと、ほんのりと頬を染めて、




「まあいいわ。始めましょう、いつもの。お兄ちゃん………………こっち来て」




　クロハがベッドをつんつんと指でつつく。

　毎晩のことなんだけど、その……誘さそわれる瞬しゆん間かんっていうのは、どうにも慣れない。

「……お兄ちゃん、な、なんだかいやらしいこと考えてないでしょうね？」

「まさか。ただ、ベッドに誘ゆう惑わくされるのって、まだ緊きん張ちようするなって」

「ゆ、誘惑って……!?　なんでそんな言い方するのよ！」

　クロハは真っ赤になって「は、恥はずかしいからやめてよ……」とかぼそい声で続ける。

「ほ、ほら。は、早く始めるわよ」

「ああ、わかったよ」

　僕は机の引き出しから『しっぴつちゅう　そっとしておいてね』というプレートを取り出し、ドアの外側にかける。家族に声をかけられないようにするためだ。

　ドアに鍵かぎをかけクロハの隣となりに座ると、クロハはベッドにうつぶせになった。

「どうぞ……」

　クロハはささやくように言うと腰こしに手をまわし、白いブラウスをまくり上げた。きれいなカーブを描えがく、すべらかな背中が目の前にあらわれて、どきん、とする。

「……じゃ、始めるぞ」
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　僕はクロハのお尻にまたがった。体重をかけるわけにはいかないので、ひざで重心を支えつつ、腰を落とす。お尻の柔やわらかさを内うち股またに感じ、またしても心臓が高鳴る。

　うつぶせになって背中をさらけ出した妹と、それにまたがる兄――。

　僕たちがこれから何をするのかというと――身辺録『かんじよむ　いもうと』の執しつ筆ぴつだ。夏休みの途とち中ゆうにクロハから、毎晩、『にくたいにかきっこ』をしようと提案され、僕はクロハの背中に小説を連れん載さいすることになったのだ。

　――みんなには、内ない緒しよで。

　ふだんは家族が眠ねむったあとの深夜にやっているのだけど、クロハはときどき、みんなが起きている時間帯に「しよう」と誘ってくるようになった。決まって、両親が僕の前でユズさんを褒ほめたりしたときだ。

　かわいいヤキモチ、とも思うけど……。

「…………」

「お兄ちゃん……？　書かないけど、どうしたの？」

　僕はクロハの背中に、そっと人差し指を――降ろさなかった。

　まくれあがった服を、元に戻す。

「…………え？」

　クロハがベッドにひじをつき、上体を少し浮うかせて、首を僕のほうに向ける。

「クロハ……。毎晩、毎晩、みんなに内緒で、お前の肌はだに触ふれている……。兄と妹なのに、な。さすがに思うことがあるんだよ」

「……全部、私が望んだことよ。それをお兄ちゃんは受け入れた。今さらやめるっていうの？　嫌いやになったの……？」

　クロハが怒おこるような、すがるような顔になる。

「嫌ではないよ。でもな、毎晩、背中はどうかと思うんだ。モラルがどうとか気にするお前らしくないだろ？」

「そ、それは……お兄ちゃん、文章の原点は私の背中だって言うから……」

　小さい頃ころクロハと一いつ緒しよにお風呂に入っていたとき、僕は自分らしい文章表現に目覚めた。クロハの言うことは間ま違ちがいではない。しかし……。

「やっぱり、毎晩背中は良くない」

　僕はクロハにはっきりと告げる。




「――だから、今日は下でしよう」




「……え？」

　ぽかんとするクロハ。

「もう一度言うぞ。下でしよう」

「し、下でする？」

「下半身に書くんだよ」

「ああ、そういうこと……。下でするなんて言うから、もう……」

「毎日、クロハの背中っていうのも、その、ちょっと飽あきたかなって。たまには違ちがうところでしないか？」

「飽きる……？　それじゃあ仕方ないわね……」

　クロハはしぶしぶといった様子で、ベッドから降りて床ゆかに立った。僕もあとを追ってベッドを降り、クロハの前にひざまずく。

　黒ストに包まれたふとももが目の前にあって、僕は一いつ瞬しゆん意識をもっていかれる。なんと素晴らしい。肌が露ろ出しゆつしないことで布地の向こうへの妄もう想そうがかき立てられるし、レッグラインが強調されることで素す足あしよりも艶なまめかしく感じる。これぞ人類の神秘だろう。

「なあ、クロハ。僕はよりアグレッシブに神秘と向き合いたいんだ。『黒ストやぶりっこちゃん』していいか？　弁べん償しようするから」

「ええっ……!?　破るってどうして？」

「『にくたいにかきっこ』は素す肌はだにするのが原点なんだぞ。破かないと駄だ目めだろ」

「だ、だからって、なんで『破る』に直結するのよ。本当に変態脳なんだから」

「褒めるなって」

「……。もう、好きにして……」

「よし。じゃあいくぞ……」

　びり、びりびりっ。

　僕は指に力をこめ、黒ストを引ひき裂さく。クロハのふとともを包つつむ布地に、楕だ円えん形けいの裂け目めができあがる。

　僕はその裂け目の中からのぞく、クロハの素肌に、「イモコちゃん　の　パンチラ　さいこう」と執筆した。

「く、くすぐったいわね……。相変わらずの内容だけど、文章は私のアドバイス通りまともになってきたわね」

「毎晩、添てん削さくされてるからな。…………たださ、以前、僕がオオダイラ先生を見習おうと言ったら、『コピーじゃなくオリジナルを目指して』ってクロハは言ってたけど、オリジナリティがなくなっていってる気もするんだよな」

「……。いつも言っているように、独創性と独りよがりは違うのよ。自分のために書いちゃ駄目。読者のために書いて」

「読者のため、か……」

「私はお兄ちゃんに成功してほしいのよ」

　クロハは、本気で僕のことを考えてくれているようだ。

「……わかったよ。ありがとう」

「それにしても……ストッキングを破られて、こんなことを肌に書き込まれて……それを受け入れてる私って……」

　クロハが自分の肩かたを抱いて身をよじったが、不快という感じではなかった。

　……もしかして、ぞくぞくしている？

「駄目よ……。変な道に目覚めちゃいけない……まだ高校生なんだし……」

「いや、オオダイラ先生も高校生のときにはすでに自覚していたと言っていたぞ。同級生の女の子にまったく興味をもてなかったらしい」

「わ、私は知らないわよ。何も自覚していないから……」

　何かが目覚めそうだというなら、いいことじゃないか。よし、協力してあげよう。

　僕はクロハの背後にまわりこみ、がーっと視線を下げ、右足のくるぶしに顔を寄せる。

「お、お兄ちゃん？　なんでそんな頭を下げるの？」

「クロハがどんどん新しいものに目覚めるといいと思うんだ。こういうのはどうだろう？　黒ストを破るのは指じゃなくて……かぶっ」

　口で破りたくなったのだ。

「ちょ、いいかげんにっ……」

　クロハは僕がかじりついた右足をとっさに跳ね上げる。

　左足一本で立ったクロハは、バランスを崩くずしてしまう。

　ぐらっと体が揺ゆれて――。

「きゃああっ」

　え？　と思ったのも束つかの間ま、床に這はいつくばった僕めがけクロハが倒たおれ込んでくる。

　顔面に迫ってくる、黒ストに包まれたクロハの――お尻。

　どしん！

「ぐ、むぐっ……」

　まぶたの裏にお星さまが飛び、目を開けると真っくら、というか真っ黒だった。

　ああ、なるほど。この視界いっぱいの黒は、ストッキングだろう。ややざらっとした感かん触しよくが顔中に広がっているし。

　どうやら、クロハのお尻を顔面でキャッチしたようだ。

　それはつまり、鼻と口をクロハのお尻にふさがれてしまったわけで……。い、息ができない……くるしい……。

　僕がばたばたとあがくと、ちょうど、ふたつのまるみの合間にはさまった鼻先が、弾だん力りよく性せいのあるお尻の肉をかきわけてしまう。これはもうお尻と鼻のけんかだぞ。

　クロハは、僕の顔上で、波間に浮かぶヨットみたいに揺れ動うごいているようで、

「あんっ。こ、こらっ。変態、変態、変態、変態っ！」

　変態、変態と僕のことを褒めちぎってくれるのはいいんだけどさ……。そんなに大きな声を出だしたらみんなに聞こえるぞ。

　そういえば、オオダイラ先生が七十歳さいを超こえてから、脳内の妹二十人全員に、顔面に座ってもらうことがあるって言ってたなあ。椅い子す取りゲームの椅子役らしく、動かなくていいのが老骨には楽なんだよ、と笑っていらっしゃった。

　図らずも、僕は文学を体現したのだった。




「下半身に書くなんて無理があるのよ！　もっと真面目にやって！」

「わかりました。真面目にやります。黒ストは行ぎよう儀ぎ良くハサミで切り込みますし、切り取った布地は残さず食べます」

「そうじゃないでしょっっ！」

　すみません。

　僕ぼくは涙なみだ目で怒るクロハに土下座をした。

　結局、いつも通りクロハの背中に『かんじよむ　いもうと』を書き、文章や内容の添削をされて、執筆タイムは終わった。




　数時間後。

　電気を消して、真っ暗になった僕の部屋。

　ベッドに横たわる僕の隣で――クロハが眠っていた。

　執筆が終わったあと、クロハはわざわざパジャマに着き替がえてから僕の部屋にやってきて、いつの間にか僕のベッドで眠ってしまったのだ。現在、僕の隣で軽く胸を上下させ、すうすうと安あん眠みん中だ。

　クロハは『かんじよむ　いもうと』を書いたあと、こうして僕の部屋で眠ってしまうことがよくある。決して意図的ではなく、うっかり眠ってしまっているとクロハは言うけど……どこまで本当かはわからない。

「……んっ……」

　クロハが喉のどを鳴らしたので目を向けると、唇が無防備に半開きだった。

　あどけない。

　起きているときはまず見せないその表情に、うっかり、本能がくすぐられてしまう。

「……」

　……眠れないので、頭の下で手を組み、天てん井じようを見上げる。

　家族がリビングで一家団らんをしているとき、兄と妹が部屋にこもって『にくたいにかきっこ』をする。その夜、同じベッドで寝ねる――。

　どきっとしてしまうし、ぞくっともしてしまう。

　こんなことをしていていいんだろうか、とも思う……。

　クロハと一緒に小説を創つくること自体は、悪いことではないだろう。クロハが作品へ口を出してくることは、正直ちょっとうるさいと思ったけど、最近はだいぶすんなり受け入れられるようになった。書いたものはクロハがＰＣにまとめてくれているので、形としても残っている。

　問題は……みんなに黙だまって、クロハの肌に執筆していることだ。妹の背中に小説連載なんて、めちゃくちゃだと思う……。正統派文学ならともかくリアルな兄きよう妹だいがすることじゃないだろう。




　たぶん、このままいったら、僕とクロハはただの兄妹ではなくなる。




　クロハが僕をどう思っているかは、もうなんとなくわかるけど、クロハはいまだ最後の一歩を踏ふみ出してこない。僕も、情けないが悶もん々もんとするばかりで、この一ヶ月、現状維い持じのままだった。

　クロハのことは好きだけど、でも……。脳のう裏りにユズさんのふんわりした笑え顔がおが浮かぶ。

　ユズさんとクロハ――。ふたりの顔がルーレットみたいにぐるぐる回る。

　僕はどうすればいいんだ……？

　すると、そのときクロハがむにゃむにゃと寝ね言ごとを漏もらした。

「……お兄ちゃんの……せいなんだから……」

　な、何が僕のせいなんだよ？　そんなこと言われたらどきっとするだろ……。

「……お兄ちゃん……」

　クロハは目を閉じたまま、クスクスとほほ笑んだ。素す直なおな気持ちが聞けたりするかもと淡あわい期待をしたけど、それ以上は一言も漏らさなかった。

　僕はふう、と息を吐はき、ふたたび天井を見上げる。

　いつまでこの関係が続くかはわからないけど、もう、なるようになれだ。先走って決断しても、きっとロクなことにならない。誰だれかが許さないと言ってるわけじゃないんだし、流れに身を任せてみよう。

　とりあえず、今はふたりで小説を創ろう。

　かわいい妹が、そうしようと言うのだから――。





＊






　＊＊＊――※■◎□２３★☆▼▼――＊＊＊




　オヒサシブリです。観察者のカブゥロです。




　……ナンカ、『偉い大だいなる父』イモセ・ギンとイモセ・クロハが、コーンナ、仲になっちゃってますよ。毎晩、体に小説を書いてるんですよ。

　キャーですよ、キャー。ナンテやらしい。

　イモセ・クロハが超ちよう絶ぜつ本気なようで……。いつの時代も恋こいはステキですから、イモセ・クロハの恋自体はいいとしましょお。




　問題は――『偉大なる父』の小説です。

　最初の一行が「イモコちゃん の　パンチラ　さいこう」――記号文がなく、ひらがなとカタカナだけなんて、今までの『偉大なる父』ではあり得なかったのです。

　ソウデス。イモセ・クロハの影えい響きようを受け……『偉大なる父』の小説が、いちじるしく変化しているんです。

　……。

　ウン、傍ぼう観かんはここまでですね。

　イヨイヨ、本格的にワタシが動かないと、いけないようなのです……。

　☆□♭♀∞◆▼▼





＊






　マイペースな言動で、人を面食らわせるタイプの人間がいる。

　ミルやオオダイラ先生はそうだし、僕もそういうところがあると言われる。

　もうひとり、僕の周りに割とマイペースな人物がいる。誰かというと、日本の頭脳と呼ばれる天才少女、チョウマバヤシ博士である。

　ある朝起きると――なんの前まえ触ぶれもなく博士から小包が届いていた。小包の表面に、でかでかと「おくりもの☆」と書かれている。

　贈おくり物ものというけど……僕の誕生日というわけでもないので、プレゼントをもらう理由がわからない。

　首をひねっていると、博士から電話がかかってきた。

「やあイモセ君おはようなのだ。アタシからの宅配便は届いたかな？」

「ええ。届きましたよ。中身はなんですかこれ？　また触しよく手しゆがらみですか？」

「あはは、違うのだ。ええと、中身の話の前にだな、いっこ、訊きたいことがあるのだ。…………イモセ君、クロちゃんとはどんな感じなのだ？」

「どんなって……普ふ通つうの兄妹ですよ」

「『おとしどころ』として、毎晩あんなことをしているのにか？」

「――!?　どうして博士がそのことを……」

「あはは。アタシはなんでもお見通しなのだ。で、クロちゃんとはどうなのだ？」

　博士、僕たちの事情に精通しているっぽい。たぶん、クロハが相談したりしてるんだろう。

「どうって言われても……。その……」

「なんだはっきりしないな。まったくこの恋れん愛あい音おん痴ちめ。いいか、クロちゃんはな、イモセ君のほうから決定的な行動を起こしてくれるのを待っているのだぞ？」

「そ、そうなんですかね？」

「当たり前なのだ！　毎晩毎晩、指先だけでじらされてる身にもなるのだ……クロちゃん、そのうち爆ばく発はつするんじゃないか？」

「ばくはつ……」

　博士はクロちゃんの欲求をかなえろとか、クロちゃんの望みをくみ取れとか、さんざん僕を煽あおった。

　やたらと熱心なんだけど、博士はなんでこんなに僕たちのことを気にしているんだろうか？　博士は二次元愛にあふれた人だから、三次元の、それも他人の恋れん愛あいなんて興味なさそうなのに……。

「博士……どうしてそんなに僕とクロハのことを煽るんですか？　その……不自然なんですけど……」

「……」

　僕の問いに、博士は一いつ瞬しゆん黙だまり、空気を飲み込むような息づかいをした。

　ちょっとの、沈ちん黙もくをはさんで――。

「そろそろ……全部、言ってもいい頃ころ合あいなのだ」

　あれ？　博士の声こわ色いろがそれまでとぜんぜん違う。

　声のトーンが、低い。

　電話の向こうにいる博士は、かなり深刻な表情をしているような気がした。

「……イモセ君。なんでアタシが君たちのことを気にするのか。それはな、アタシはクロちゃんを友達と思っている。だから、友達の身を案じるのは当然のことなのだ」

「身を案じる？」

　博士は一拍ぱくおいて――にわかには信じられないことを僕に告げた。あまりの内容に我わが耳を疑ってしまったけど、冗じよう談だんを言っているのではないとわかった。

　博士らしくない、底冷えのするような声だったから。




「君がクロちゃんと結ばれないと――クロちゃんが消されるのだ」





＊






　――二十三世紀、某ぼう日じつ。クロハの部屋。




「クロハ、二百年続く伝統あるショッピングサイトを見ているんだけど、クロハはあのサイトで、カスタマーレビューのコメントをつけたことってあるか？」

「いえ、ないけど」

「今度、レビューのコメントをつけてみようかと思うんだ。例えば……ほら、こんなふうだぞ」




『A●AZONレビュー』







◆レビュー対象商品　　女子児童向け　マカロン柄がら　ふでいれ




Ｏさんが書き込んだレビュー

★★★★★

　義ぎ妹まいのために購こう入にゆうしたところ、クラスでこんな愛らしいふでいれを使っている子はいないらしく、「かわいい、かわいい」と大評判だったそうだ。わたくしにとても感謝してくれて、嬉うれしかったよ。あまりの人気ぶりに、妹たちの間で取り合いになってしまったので、あと十九個ほど買うよ☆




Ｈさんが書き込んだレビュー

★★★★☆

　実じつ妹まいのために購入したところ、喜びのあまり、目を潤うるませ頬ほおを赤くしていたのですぞ。実の兄と妹という間あいだ柄がらなので、自分たちに未来がないことは知っている……。だけど――。少し切なくなったので星ひとつマイナスですぞ。







◆レビュー対象商品　《女児向け》水玉ショーツ二枚組




Ｏさんが書き込んだレビュー

★★★☆☆

　履はき心ごこ地ちやかぶり心地は問題ないのだが、色合いがやや大人びていることと、水玉がやや大きいことはいかがなものだろうか。デザインにはきっちりとこだわってほしいねえ。




Ｈさんの書き込んだレビュー

★★☆☆☆

　濡ぬれると微び妙みように透すける、と聞いていたのでわくわくしつつ水をかけたが、ほとんど透けないのですぞ。不良品？　あんまりなのですぞ。







◆レビュー対象商品　いもうと　すた☆あ　オオダイラ・ガイ著




Ｏさんが書き込んだレビュー

★★★★★

　さすがホミュラ賞受賞作。わたくし、感動して十回は失禁したよ。この作品を読まない人間は非国民といっていいね。




Ｈさんが書き込んだレビュー

★☆☆☆☆

　これに星五つをつけてるやつは絶対に関係者なのですぞ。どう考えても駄だ作さくなのですぞ。正義のために、星ひとつですぞ。

　なお、まだ読んでいません。







◆レビュー対象商品　走れメロス　太だ宰ざい治著




Ｏさんが書き込んだレビュー

★★☆☆☆

　メロスと同居していた妹が十六歳というのがなんとも残念。




Ｈさんの書き込んだレビュー

★★☆☆☆

　Ｏさんのレビューに同感ですぞ。




「………………。あの人たち、意外とヒマなのね……」

「？？？」







第二章　太陽と月







「ギンさん、起きてください。遅ち刻こくしちゃいますよ、ギンさん」

「うーん、むにゃむにゃ……」

「ギンさん、小学生のときから学校は皆かい勤きん賞しようだって聞いてますよ。起きてください、ギンさん！」

「……うーん」

「もう……仕方ないですね。だったら」

　……あれ、近くからしゅるしゅるという音がするぞ……。

　この音は……。

「――っ！」

　僕はがばりと飛び起きた。

　すると、にっこり笑ったユズさんが縄なわを取り出しているところだった。

「まあギンさん、おはようございます。なかなか起きないので、兄の好きだった縄によるアップダウンを楽しんでもらおうかと思っていました」

「大変素す晴ばらしいですね。ただ、寝込みを襲おそわれるのはどうなんでしょうね」

「兄はそれも好きだったんです。不意打ちしてくれと言うので、わたしはときどき、兄が眠ねむっている夜よ更ふけに、兄の部屋に忍しのび込んで、ぐるぐる巻きにして、窓から放ほうり投なげました。兄は『夢のなかでドＳ女子に包囲され、蔑さげすまれたんだけど、どういうことだろう？』と言っていました」

「なるほど。眠っている間に天国へ行っていた、というわけですね」

　兄妹のふれあいは聞いているだけで心がなごむぞ。

　ほほ笑えむユズさんにつられて僕も笑っていたが――ふと、真顔に戻もどってしまう。

　……ゆうべクロハが『かんじよむ　いもうと』を執しつ筆ぴつしたあと、僕のベッドで眠っちゃっていたはず……。

　僕が眠りに落ちたときは、まだ隣となりにクロハが横になっていた。

　じゃあ今は――？

「く、クロハっ」

　大おお慌あわてで隣を見ると……からっぽだった。

　ホッとした。そうか、クロハは僕が起きる前に自分の部屋へと戻ったんだ。

「まあ、クロハさんがどうかしましたか？」

「あ、いや、なんでもないですよ。夢にクロハが出ていたんで、寝ぼけたみたいです」

　するとユズさん、羨うらやましそうな顔をして、

「まあ……。わたしは夢に出ていなかったんですか？」

「え？　クロハだけでしたね」

「……」

　ユズさん、ほんのちょっとだけ頬を膨ふくらませている……。

「今夜は、ユズさんの夢を見ますから！」

「はいっ。お願いします」

　ユズさんは笑って、「朝ご飯の支し度たくしますね」と廊ろう下かに出て行こうとする。キッチンのある一階に向かうんだろう。

　しかし――。ドアの前でぴたりと足を止めた。

「……？」

「ねえ、ギンさん……」

　ユズさんはくるりとこちらを振ふり向むき、

「何か、隠かくしている……なんてことないですよね？」

　ぎくり、とする。

　とっさに頭をよぎったことは、




　――君がクロちゃんと結ばれないと――クロちゃんが消されるのだ。




　僕ぼくは昨日の朝、博士からクロハにまつわるとんでもない話を聞いた。

　それは――クロハはもちろん、ユズさんも関かかわることなのだった。

　つまり、僕は、ユズさんに対して隠しごとをしているわけだ……。

　しかし、ユズさんの言う「隠している」とは、そのことではないらしかった。

「最近、ずいぶん小説を書くことにせいを出だしてますけど、もしかして内ない緒しよで新人賞に応おう募ぼするつもりなんですか？　気になりますけど『しっぴつちゅう　そっとしておいてね』とお札がかけられているから声もかけられなくって……」

　またまたぎくりとする。

　そうか、そっちか。クロハと『かんじよむ　いもうと』を書いていることか。

　僕は、昨日の朝博士から聞いた話と、『かんじよむ　いもうと』のこと。二つもユズさんに隠しごとをしているのだ……。

　心苦しいが、秘密を貫つらぬくしかない。

「内緒で応募するってことはないですよ。なかなかうまくまとまらないだけです」

「そうですか。あの……わたしじゃあまり力になれないかもしれませんけど、もし協力できるようなことがあったらなんでも言ってくださいね。お夜食なら喜んでつくりますし、小説を読んで感想を言うこともしますから」

　ユズさん、僕の力になりたくて仕方がないらしい。

　……はぁ、罪悪感で胸が痛いぞ。ユズさん、本当にごめんなさい……。

「朝ご飯つくって、下でお待ちしていますね。食べ終わったら、クロハさんも一いつ緒しよに学校に行きましょうね」

　ユズさんはほほ笑みながら、僕の部屋を出て行った。

　ユズさん。いつか真相を話せるときがきたら、あなたには、何もかも打ち明けたいと思います。だから、今は内緒にすることを許してください。

　下手に話せる内容じゃないんです。うっかり口を滑すべらせて、それが広まったりしたら、あまりにも大きなことを左右してしまうから――。

　僕は、昨日の朝のことを思い出す。

　博士が語った内容は、驚おどろくべきものだった。




　……――。

「――クロハがパンス党に狙ねらわれている？」

　説明を求めると、博士はいきなりそう切り出してきた。

「パンス党ってなんですか？　パンスト好きの集まりですか？」

　誰だって普通はそう思うだろう。僕はつい、パンストをかぶったおじさんたちが、わっせわっせと踊おどりまくる、愛らしい絵面を想像する。

「パンス党はパンスト型の生命体なのだ。未来から現代にやって来ているのだ」

「博士……。僕はパンストが主役の小説を書いてましたけど……。それはあくまで小説の話ですよ。さすがにそんなめちゃくちゃなことは信じませんよ」

　そう苦く笑しようしたけど、僕は、数十秒後には意見をひるがえすことになる。

　なぜなら、全すべて、思い出したからだ。

　博士が送ってきた小包の中身は、女子用のパンツで、

「そのパンツはパンス党用の対たい抗こう物質アイテムなのだ。パンス党の干かん渉しようを防いだり、記き憶おく操作などの効果を解除したりできるのだ。まずは、それをかぶるのだ」

「はあ……」

　博士があまりにも真しん剣けんなので、仕方なくパンツを頭に装着すると――その瞬しゆん間かん、パンス党に封ふうじられた記憶が頭の中に流れ込んできた。

「……!?」

　――僕の部屋で、クロハが僕に好きと言った瞬間、パンス党のカブゥロさんがあらわれる――みんなで海に行ったとき泊とまったホテルの部屋で、未来の総理大臣だというイジィロさんがあらわれる――パンス党や、未来の言語である「○あーしゆ」は、僕の小説がきっかけで生まれたと説明される――アマネコちゃんの姿を消され、僕が激げき怒どしている――。

「思い出したか？」

「……ええ……」

　パンス党。

　三十八世紀の地球を支配する異形のもの。

　彼かれらは確かに存在しており、僕たちの時代にやって来ている……。

「思い出しましたけど……どうしてクロハが狙われなきゃいけないんですか!?」

「……それはな。本当に申し訳ないのだ。全て、アタシの軽けい率そつさのせいなのだ」

　博士は時間移動マシュマロを使い、何度か未来を見に行っていたらしい。

「アタシも最初は未来の世界を肯定的にとらえていたのだ。アニキとやりあったときも、未来の日本語をネタにアニキを諭したりしたしな」

　しかし、何度か行くうちに、未来では博士の愛する「あるもの」が消え去っていることに気づいた。

　二次元文化だ。

　博士はアニメやゲームが生いき甲がい斐で、二次元に移動するため科学者になったほど二次元を愛する人だから、当然こう思った。

「なんとか、未来でも二次元文化を残せないか、とな」

「それとクロハが狙われることにどう関係があるんですか？」

「二次元文化を残すということは、パンス党たちの未来にならなければいいと思ったのだ。彼らが生まれるきっかけは、なんだかわかるだろう？」

「……僕の小説です」

「そうなのだ。だから、アタシは女友達の恋こいをかなえると同時に、君の小説に影えい響きようを与あたえる、一挙両得の方法を思いついてしまったのだ」

「……。クロハをたきつけたんですね？　僕と接近するように」

　クロハの影響によって僕の小説が変容し、結果として未来が変わる――。

　博士の、その狙いは間ま違ちがっていないようだった。

　現在、歴史が変わりかけている……らしい。

「もういちど訊ききます。なぜクロハが狙われるんですか？」

「クロちゃんは歴史を変えるかもしれない危険因子となった。まだ歴史の改変は『確定』していないが、その可能性が高まっている。『正しい歴史』にこだわるパンス党にとっては、見過ごせなくなったのだ」

　僕は怒ど鳴なってしまった。

「そんな!?　クロハは何も悪くないんですよ！　それなのに狙われるって……。おかしいよそんなの！　あんまりだ。どうにかできないんですか！」

「すまない……。アタシもまさか、こんな事態にまでなってしまうとは思ってなかったのだ……。だが、こうなったら、全力でクロちゃんを守るのだ。そのための方法はひとつしかない。未来が変わることを『確定』させるのだ」

「……それでクロハは助かるんですね？」

「ああ。未来が変わり、パンス党たちは消えるはずなのだ」

　未来が変わることを『確定』させる方法は？

　そう訊こうとして、あっと思い出した。

　博士はこう言っていた。




　――君がクロちゃんと結ばれないと――クロちゃんが消されるのだ。




　つまり……僕がクロハと結ばれれば、未来の変化が『確定』し、パンス党たちが消えクロハは安全になる……。逆に言うと、未来の変化が『確定』しない限り、クロハは危険にさらされ、場合によっては消される……。

「君が考えていることがわかるのだ。その通り、結ばれれば良いのだ」

「……結ばれるって、具体的にはどうすればいいんですか？」




「決まってるだろう。クロちゃんと肉体的な行こう為いに及およぶのだ」




　焦あせって携けい帯たいを落としそうになった。

「は、はあ!?　……そんなことで未来の変化が確定するんですか？　とうてい信じられませんよ！　じゃあ僕がオオダイラ先生（女の子）とアレなことしたら、僕と先生が結ばれる未来が確定するっていうんですか？　そりゃ僕は金きん髪ぱつ好きですし先生のことは尊敬していますけど、あり得ないですよ！」

「今、君は自分でオオダイラ先生は『あり得ない』と言っただろう？　クロちゃんと先生の違ちがいはそこなのだ。クロちゃんとは『あり得る』だろう？」

「……。恋れん愛あい的な意味だったら、確かにあり得ます」

　博士はゲームに例えて、先生はルートになり得ないが、クロハはルートになり得る、と説明した。僕の行動で、早めにルートを『確定』させる必要があるという。本当はもっと複雑なようだけど、それを僕に説明しても混乱するだけらしい。

「……なんとなくわかりましたけど……でも、だからといって肉体的に結ばれる必要まではないんじゃないですか？　僕が決心すればいいだけでは？」

「それだけでは弱いのだ。未来を『確定』させるには、わかりやすい形がないといけないのだ。イモセ君の性格だと、女の子に対してそこまでのことをした場合、たぶん、一生愛し抜ぬくだろうしな」

「……。僕はそんなに一いち途ずなんですか？」

「未来にはそう伝わっていたのだ」

　僕は半信半疑だったけど、博士は本気のようだった。

　なんだか話がややこしくなってきたので、最低限、押さえなきゃいけないポイントをまとめてみよう。




一　クロハが未来人・パンス党に狙われている。

二　クロハを守るには、パンス党のいない未来を『確定』する必要がある。

三　そのためには、僕とクロハが肉体的に結ばれるべき、と博士は言う。




　まだまだ疑問はたくさんあった。

　このことをクロハや、周囲の人に言ってはいけないのか、とか。

　未来を変えるだけなら、僕が書く小説の内容を変えればいいだけでは、とか。

　――そもそも、この話は本当のことなのか、とか。

　クロハが狙われているなんて博士は言っているけど、証しよう拠こはない。博士、一世一代の冗じよう談だんという可能性だってある。

　ただ、僕は信じてみようと思う。博士の話だけなら信用できなかったけど、封じられていたパンス党の記憶と、対パンス党用の発明品が決め手となった。パンス党は確実に存在するし、博士がわざわざパンス党に対抗する発明品をつくっているのだ。嘘うそや冗談とは考えにくい。

　ならば僕の使命は――クロハを守ることだ。

　そうだ。クロハはなんとしても守らなきゃいけない。大切な妹なのだから。

　ただ、その……アレなことをする決心は、すぐにはできないだろうけど……。

「……他に訊きたいことはあるか？　イモセ君」

　僕は少し考えた。……ああ、これは訊いておきたいな。

「博士の話だと『正しい歴史』ルートの場合、僕はクロハ以外の誰だれかと結ばれるんですか？　そうだとしたら、それは誰でしょう？」

「知りたいか？　誰だと思う？　パッと思おもい浮うかべてみるのだ」

　とっさにイメージしたのは――。

　ユズさん。アマネコちゃん。そして意外にも、博士。

「――この三人でしたけど、この中に正解は？」

「……いるのだ」

「だ、誰です!?」

　博士はちょっともったいぶったタメをつくってから、告げた。

「それはな――」
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　……――。

　日常が非日常に塗ぬり替かえられようとしている、らしい。

　はるけき彼方かなたより、魔ま手しゆが迫せまってきている、らしい。

　らしい、というのは僕の周囲が平へい穏おんに見えるからた。パンス党は、しっぽをあらわしていない。

　そりゃあ、あんなことを言われたら心配になるし、焦りも感じるけど……ただ、今のところ目につく実害はないので、僕は具体的な行動は何も起こしてはいなかった。

　そう、まだ何もしていない――。

「……？　お兄ちゃんなに？　私、寝ね癖ぐせでもついてる？」

「あ、い、いや」

　登校前、玄げん関かんで靴くつをはいているクロハの後ろ姿に、うっかり視線が吸い寄せられていた。

　見とれていたのだ。我わが妹、クロハに。

「な、なによ……？　なんだか目つき、違わない？」

　不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せるその表情も、以前より色っぽく思えてしまって……。

　だって仕方ないじゃないか。肉体的に結ばれろだなんて言われたら、クロハの見方も変わっちゃうぞ。

　ちなみに、この話を聞いた僕はちょっと動揺し、ゆうべ、博士にあるメールを送りつけてしまった。

「イモセ君、いきなりなんなのだ、あのメールは？　『‡』『〃』『[image: ]』『●●』『▽△』『[image: ]』……こんな記号、無数に送られてきてもな。実妹ちゃんならともかく、アタシじゃ意味がわからないのだ……」

「それはですね。その……。肉体的に結ばれる際、とても重要なことで……。どれも、記号がふたつ重なってますよね。それがポイントなんです」

「…………。今回の件はアタシのせいだし、友達のクロちゃんのためなら協力を惜しまないが、アタシもそこまで暇ひま人じんではないのだ……」

「じゃあ率直に質問します！　クロハと結ばれるときの体位は問わないんでしょうか」

「……もしかして、この記号は体位の数々なのか？」

「はい」

「…………」

「…………」

「アタシも乙女なのだが……。ちょっと君をぶっ殺していいか？」

「ギャー。それ歴史が変わります」

　めちゃくちゃ冷たく電話を切られた。

　そのあと、なんとなくアマネコちゃんにこのメールを送ったら、とんでもなく話が盛り上がった。こういう話大っ好きだからね、アマネコちゃん。

　……話がそれたので本筋に戻そう。

　博士にはああ言われたけど、クロハとそういうことをしたからといって未来が確定するとは限らないし、すぐそういうことをできるほど、僕とクロハの関係は熟していなかったのだ。

　だから、クロハを守るためパンス党を警けい戒かいしつつも、僕は日常生活を遂すい行こうする。

　毎日の生活で、多くの時間を過ごすのは――学校だ。

　夏休みが終わり新学期がスタートしてから、僕の登下校ライフはグンと華はなやかさを増していた。圧あつ倒とう的てきなオーラを放つ、あの子がそばを歩くようになったからだ。

「体位、体位……」

「まあギンさん、ぶつぶつ大たい尉いがどうとか言ってますけど、軍人さん好きなんですか？　兄も軍服の女性が大好きだったんです。特に『軍服』『眼帯』『鞭むち』の三種の神器を崇すう拝はいしていて、それだけのために横田基地に侵しん入にゆうして血祭りにあげられていました」

「お兄さんの、透とう徹てつなまでのブレなさは尊敬にあたいします。お兄さんの存在そのものが日本の祭りです」

「お兄ちゃん、まったく意味がわかんないんだけど……」

　ユズさんが、僕やクロハと同じ高校に通うことになったのだ。

　ユズさんは偶ぐう然ぜんにもクロハと同じクラス、一年△組になった。友達の少ないクロハにとっては、ありがたいことだろうけど……。

「……」

　僕はつい考えてしまう。

　夏休み、僕はクロハに好きと言われ、ユズさんにも告白された。

　クロハと僕はああいう仲になり、ユズさんは両親が僕の婚こん約やく者しやと決めつけている。

　クロハは確実にユズさんを意識しているし、ユズさんも、クロハのことをそれなりに意識しているんじゃないだろうか？

　表面的には、クロハとユズさんはなんの問題もない。僕の目にはべつだん緊きん張ちよう感もなく、今まで通りの関係に見える。女の子は、男子と違って関係をとりつくろうのが上手らしいけど、それにしても、今のところピリピリしたものは見受けられない。

　しかし、それはあくまで表面の話である。内心は、お互たがいがお互いを複雑な目で見ており、爆ばく弾だんを抱かかえているかもしれない……。

「クロハさん、今日のお弁当はイカン・ペペスを作ってきましたよ。一緒に食べましょうね」

「……そ、そう。聞いたことのない料理ね。さすがユズさん、レパートリーが広いわ」

　……まあでも、とりあえずクロハとユズさんはうまくやっている。笑い合って、波風をたてずに並んで歩いている。ふたりともいい子だから、大だい丈じよう夫ぶだ。

　そう思っていた。

　僕はまだまだ世の中を知らないと痛感することになる。僕の考えは間違いではなかったんだけど――ふたりの間には、ふたりだけじゃなくて、ふたりを取り巻くものがあるのだった。




　最近、昼休みはますます一年△組に足を向けるようになった。

　クロハだけでなくユズさんもいるのだから、当然だろう。

　あまりに何度も一年△組に遊びに行っているため、僕はちょっとした有名人になっており、生徒たちも気さくに声を――かけてこない。僕を見ると、さっと道をあける。

　クロハが言うには、僕は道を譲ゆずりたくなる空気があるんだそうだ。あんまり褒ほめられると照れるぞ。

　まあそれはいいとして、クロハとユズさんはいるかな――？

　教室を見み渡わたすと、まず目に入ったのは、教室の真ん中あたりに座すわっているユズさんだった。何人もの生徒が壁のように取り囲んでいるから、顔はかろうじて確かく認にんできるくらいなんだけど、それでも、一いつ瞬しゆんで視線をもっていく存在感がある。

　ユズさんはもとから人目を引く美少女だけど、ここ一ヶか月げつくらいで、いっそうキレイになった。お母さんから二十三世紀ふうのメイクを教わったというのもあるけど、体の内側から充じゆう実じつ感のようなものが発散されており、それが全身を輝かがやかせているのだ。

　例えるなら――太陽だろう。

「……!?」

　びっくりしたのは、遠巻きにユズさんを拝んでいる男子が数人いることだ。

　現代で拝むものと言えば一いつ般ぱん的てきにはパンツだが、ユズさんはこのクラスにおいて、パンツに匹ひつ敵てきする――ご神体と化したのだった。

　さらにである。ユズさんを慕したうのは男子だけではない。

「ミロクインさん、この前教えてくれた『亀きつ甲こう縛しばりωγオメガンマ』なんだけどね、兄さんに試ためしてみたら、気絶してたまに心臓が止まるんだけど、どうしたらいいのかな？」

「もちろん電気ショックですよ。わたしの兄も電流大好きでしたから」

「そうなんだ。もし電気ショックで心臓が動かなかったらどうすればいいの？」

「まあ。そのときは、とりあえず地中に埋うめてみることをおすすめしますね」

　ほほ笑えましいガールズトークからもわかるように、ユズさんは女子にも大人気なのだった。

　二百年も昔の人なのに、あっさりこの時代に馴な染じんで、クラスにも余よ裕ゆうで溶とけ込むなんて……順応性や社交性が凄すごい。

　ユズさんって、自分からガツガツ行かなくても、自然と人が話しかけてくるらしい。それ、わかる。おっとりしていて親しみやすいんだよな。で、ユズさんが誰かと話している様子を見ると、他の人も声をかけやすくなるから、あとは芋いもづる式しきに人気が出ていく。

　僕ぼくが感心してユズさんを見ていると、聞き覚えのある声がした。

「……ミロクインさん…………こんど遊び行こう……」

「そうそうっ。恋の話とか、聞いてくれると嬉うれしいなっ」

　あれ？　あのメガネをかけているちょっとぼうっとした感じの子と、短たん髪ぱつのハキハキした子って、クロハの仲良しさんだよな。メガネの子はクロハと休みの日に遊んだことがあるし、短髪の子はクロハに恋愛相談をしたことがあるらしい。

　気むずかしいクロハが、友達と認めた女の子たちだ。







　そのふたりが、ユズさんの取り巻きみたいになっているんだけど……。




　…………。

　そういえば、クロハはどこにいる？

　ユズさんの近くにいないので、視線を巡めぐらせると――。

「……あいつ……」

　クロハはひとり、窓まど際ぎわの席で読書をしていた。表紙に漢字が使われているから、近代文学だろう。翻ほん訳やくの仕事をしているのではなく、趣しゆ味みで読んでいるっぽい。

　机に本を置いて、顔をややうつむきかげんにし、静かにページを繰くっている。

　これという表情はうかがえないけど……。

　気になって声をかけようとすると、クロハは不意に顔を上げ、教室の真ん中にいるユズさんたちを見た。二、三秒視線を向けたあと、思うことがあるのか、やや寂さびしげに目を伏ふせる。

「…………」

　クロハはすぐ元の顔に戻もどって、読書を再開したけど……一瞬の表情に気持ちがまざまざとあらわれていた。

　僕は、賑にぎやかな空気に囲まれるユズさんと、ひっそりとたたずむクロハを見比べてしまう。

　まったく……。なんてくっきりとしたコントラストだろう。

　ユズさんは決して意図的にクロハの友達を奪うばおうとしているんじゃない。ただ、人は自然とあたたかいほうに流れてしまうだけだ。

　人を惹ひきつけるユズさん。

　孤こ立りつするクロハ。

　陽と陰。持てる者と、持たざる者。

　――太陽と月。

　クロハは翻ほん訳やく家かとしてデビューすることになって、クラスメイトと少し打ち解けたと聞いていたけど、本質が変わらなければ、結局、大差なしってことか……。

　こんなふたりを見た僕が、どちらに近づくか。

　それは――。

「ギンさん！」

　その方向に向かおうとして、僕は足を止める。

「まあ、いらっしゃってたんですね。今日もお弁当つくってますから、一いつ緒しよに食べましょうね」

　ユズさんは嬉しそうに笑うと、手さげのランチバッグを胸の高さに持ち上げつつ、僕のほうに寄ってくる。

　つられて、取り巻きのみんなも僕のほうにやってきた。

「ほら……この人がイモセさんのお兄さんで……ミロクインさんの……彼かれ氏し」

　そんな話し声が漏もれてきて、

「……ま、まあ。それは誤解ですよ。私とギンさんは、その……」

　ユズさんが赤くなって否定している。

　僕も「そういう仲じゃない」と否定する。あんまり強く否定するとユズさんに悪いから、自分にはもったいないとか、そういう表現をした。

　取り巻きのみんはは、僕とユズさんを囲み、あれこれ質問してくる。ふだんなら僕にまず話しかけてこない子まで楽しそうに声をかけてきて驚おどろく。その子、僕と廊ろう下かですれ違っても完かん璧ぺきに無視するのに……。うーむ、これがユズさん効果か。ユズさんといると、僕まで知り合いが増えそうだ。

　僕は、ついユズさんの顔をまじまじと見てしまう。

「……？　ギンさん、どうしましたか。そんなにお腹なかすきました？」

「あ、いえ。なんでもないです」

　ユズさんの麗うるわしい姿を見ていると、次し第だいに胸が熱くなっていく。こみ上げてくるものがある。

　初はつ恋こいのキャラであるタイテイ・ホミュラのモデルになったユズさん。『おにあか』の元になる『あにマジまにあ』を執しつ筆ぴつしたユズさん。

　それだけで、僕にとっては言葉で言い表せないほど運命的なものを感じるんだけど……実際、僕にとって運命のひとだったらしい。

　だって博士が言うには、『正しい歴史』では――。




　僕はユズさんと結ばれるのだから。




　僕とユズさんは結けつ婚こんし、子供をたくさんつくって幸せに暮らしたという。

　全すべてを知った上で、ユズさんとの未来を選せん択たくする。それも決して、間ま違ちがったことではないと思う。

　しかし――ことはそう単純じゃなくなってしまった。

　クロハがパンス党たちに、危険因子として認にん識しきされてしまっている。パンス党が存在し続ける限り、クロハの身が危ない。『正しい歴史』ルートではパンス党が存在し続けるわけで……。

　……。

「――あ」「あ」

　はっとなって、僕とユズさんは顔を見合わせてしまう。

　ユズさんお手製のお弁当は三人ぶんある。僕のぶんと、ユズさんのぶんと――。

「クロハ」「クロハさん」

　同時に窓際の席に視線を向ける。




　――クロハの姿はなくなっていた。





＊






　＊＊＊――※■◎□２３★☆▼▼――＊＊＊




　イモセ・クロハよ。

　恨うらまないでくださいね。

　ワタシたちも――もう黙だまっているわけにはいかないのですよ。




　……………………。

　………………。

　…………。

　……。




　アレ？

　おかしいのです。これは、どういうことです？

　精神操作のやり方を間違ってはいないはずですが……。




　――！

　……っ。

　そうか、そういうことなのですかっ。

　まさか……こんなことを仕し掛かけてくるとは！

　マズイのですっ。早く離はなれないと！

　ああっ。う、うわっ。




　……きゃあああああああああああああっっっっっっ。

　☆□♭♀∞◆▼▼





＊






　心臓が止まる思いだった。

　だって、クロハはパンス党に狙われているのだ。目を離したスキにいなくなっていたら、パンス党に何かされたんじゃないかと思ってしまう。

　昼休みじゅうクロハを探していたけど見つからず、僕は焦あせったが、クロハは午後の授業開始直前に教室へ戻ってきたらしい。

　あとで尋たずねたら「お腹を壊こわしてトイレにこもっていた」と言っていたけど……。本当かどうかはわからなかった。「確認のためそのトイレの個室をチェックしていいか？」と尋ねたら、クロハの手にする辞書が一いつ閃せんし、僕は星の世界へと旅立った。

　夜になって、いつものように『かんじよむ　いもうと』執筆タイムがやってくる。

　部屋の床ゆかに座ってクロハを待っていると、クロハがなかなか姿をあらわさない。いつもこの時間には来るんだけど……。どうしたんだろ？

「……ああっ！」

　ハッとなって、自分の瞳どう孔こうが開いていくような感覚があった。

　姿をあらわさないのは、まさかパンス党に何かされたからでは？　パンス党は肉体操作とかいう、対象の体を消す能力を持っているから――。

「クロハっ！」

　弾けたように立ち上がり、廊下に飛び出てクロハの部屋に向かうと、ドアに『ほんやくさぎょうちゅう　こえかけないで』のプレートがかかっている。

　本当に翻訳作業をしているのか？　だとしたら邪じや魔ましちゃ悪いけど……今はそんなこと言ってられない！　逸はやる気持ちでドアをノックする。

　すると、部屋の中から、

「……お兄ちゃん？」

「な、なんだよ。いるのかよ……」

　安あん堵どして肩かたから力が抜ぬけていく。

「僕だよクロハ。今日のぶん、しないのか？　しないならしないでもいいけど、ただ、それならそのことを言ってくれないか？　その……待ってるから」

「……」

　ドアの向こうで、わずかに逡しゆん巡じゆんする気配があったものの、

「そうね、お兄ちゃんの言うことはもっともだし、私から提案しておいてしない、なんて言ったらわがままよね……」

　やや沈しずんだ声のあとにすーっとドアが開かれる。

　半開きになったドアの向こうに、パジャマ姿の物もの憂うげなクロハがいた。

「今日は……私の部屋でしましょう。とりあえず、中に入って」

　招かれてクロハの部屋に入る。念のため部屋の様子を確認すると、特に変わったことはない。整せい理り整せい頓とんされた、いつものクロハの部屋だった。

「……」

　クロハはベッドに腰こしかけると、僕を見ず白い壁かべに視線を向ける。

　少しうつろな目で、顔全体にやや生気がない。どん底とまではいかないけど、元気か元気じゃないかと言ったら、明らかに後者だ。

「えっと……無理しなくてもいいぞ？」

「ううん……。始めましょう」

　クロハがベッドにうつぶせになり、背中をさらす。僕はクロハの悄しよう然ぜんとした様子に戸と惑まどったものの、本人がやろうと言っているから……。クロハの横に座り、執筆を始めることにした。

　今日の出来事を、朝から順番に、クロハの背中に書いていく。

　登校して、授業を受けて、昼休みにユズさんたちと話していたら、いつの間にかクロハがいなくなって――。

「……。ねえ、お兄ちゃん……」

「ん？」

「……」

「どうした？」

　クロハはちょっと迷っていたようだけど、

「……私の話、聞いてくれる？」

「ああ。いいよ」

　僕は指を止めて、クロハのパジャマを元に戻した。

　うつぶせになっているクロハの横に、自分もうつぶせになって並ぶ。

「あのね……先のことを考えちゃう習性って、私は愚おろかだと思うの。先のことなんてわからないでしょ？　でも、人間の特性として、自分自身の未来像とか、そういうものに思いを馳はせてしまうのは、仕方ないと思う」

　ずいぶんもって回った言い方だけど、要するに、これから未来のことについて話す、という前置きだろうか？

「い、今から言うことは一いつ般ぱん論ろんとしての話だから、私がどうこうとか、誰だれかがどうこうじゃないから、それを前提として聞いて」

「わかった。一般論だな？」

「ええ。あのね……子供を産んだら、ほら、公園とか連れていくでしょ？　そういうとき、母親が社交的なほうが、子供も他の子と仲良くしやすいと思うのよね……。母親が人見知りだと、子供が他の子と絡からみづらいというか」

「そうかなあ？　子供の性格次第だと思うけど……。例えば母親が社交的でも、子供が引っ込み思案だったら、なかなか他の子と仲良くはならないと思うし」

　僕が何気なくそう言うと、クロハはしょげた感じで、

「それって、小さいときの私？」

「え？　……あ、違ちがう違う！　特定の誰かなんて想定してないって」

「……。ならいいけど」

　クロハは気をとりなおしたようで、話を続ける。

「母親の影えい響きよう力りよくって子供にとって大きいと思うのよね。で、子供のことは夫ふう婦ふ両方にとって、大きなことだから……。社交性のない妻をもつっていうのは、夫にとってもマイナスなのかもしれない……って」

　正直びっくりした。

「クロハお前、そんな将来のことをずいぶん現実的に考えてるんだな……」

「……わ、私のことでも誰のことでもないって言ったでしょ！　一般論って言ってるじゃない。誤解しないでよ」

　クロハは首をぶんぶんと横に振ふってから、言葉を続ける。




「それで……ね。奥おくさんにするなら人見知りせず明るい人のほうがいいのかしら……？」




　大して悩なやんでるわけではないですよ、とでも言いたげな、ぽつりとした言葉だった。

　クロハの言葉の頭に「お兄ちゃんは」とついていたら、僕はもう少し考えて返答したかもしれない。だけど、クロハが一般論というから、深ふか掘ぼりせずに、あっさりとこう答えてしまった。

「そりゃ、そうじゃないかな」

「…………」

　とたん、クロハの顔にありありとショックの色が浮うかぶ。

「……やっぱり……そう、よね……」

　クロハはまたたく間に、しゅんとなってしまう。花の一生を早送りしたみたいに、みるみるしおれていく。

「なんで……こんなに違うのよ……」

　かなり小さく、ささやくような声だったけど、そう言ったのが聞こえた。

　その様子を見て、僕は――自分が選せん択たく肢しを間違えたことに気づく。

　しまった……。ちょっと考えれば、わかるだろ！　クロハは、一般論なんて言っていたけど、自分のことを話していたんだ。

「社交性のない妻」はクロハで、それと対になる「人見知りせず、明るい人」というのは、おそらく、ユズさんのことで……。

　家にユズさん。

　学校にもユズさん。

　クロハの空間に、どんどんユズさんという太陽がのぼっていく。太陽があたたかい光で周囲を照らしつければ……月は隠かくれるしかない。

　では、そのとき、お月さまは何を思う？

　せめて、「これだけは」というものにすがりつこうとするんじゃないか？

　クロハにとって、「これだけは」と思うものは――。

　奢おごりかもしれないけど、僕とこうして過ごす時間じゃないのか？　ふたりだけで小説を創つくる時間じゃないのか？

　そう思ったのだけど、クロハは意外なことを口にした。

「……お兄ちゃん、私、いろいろ考えたんだけど……。もし、『かんじよむ　いもうと』を普ふ通つうにＰＣに書きたい、と言うなら……。やっぱり、それでもいいかなとも思う。だから、遠えん慮りよなく言って」

　今まで、クロハのほうから『かんじよむ　いもうと』をこっそり書くことについて、やめようと言ってきたことは一度もなかったのに……。

　クロハはうつぶせのまま壁のほうを向き、僕を見ようとしなかった。

　そうか……ユズさんの存在が、そんなにもお前を思おもい悩ませてるのか。

　僕の両親に支持され、周囲とも上手に折り合いをつけるユズさん。自分よりもユズさんのほうが僕にふさわしい……そう思ってしまうのは、仕方ないことなのかもしれない。

　だけど！

「いいか、クロハ。これはほぼ僕の独り言だぞ。だから、お前がどう受け取るかは任せる」

「…………」

「僕はさ、人は人だと思うんだ。あたたかみがあって、自分の周囲を幸福感で包つつむような人もいれば――虫メガネで光を集めて点を焦こがすみたいに、一点集中する人がいてもいいだろ」

「……何よ、それ。一点集中って……意味がわからないわ」

「特定の相手に一直線で、他はさっぱりだったとしても、それはそれでありなんじゃないかということだよ」

「……」

「もちろん、それぞれの良さがあるから、どちらが上とか下とは言えないぞ」

「……」

　何を言いたいかというと、お前にはお前の良さがあるってことだよ、クロハ。じゅうぶん魅み力りよく的てきな女の子なんだから、そんな引け目を感じるなって。

　クロハは黙って僕の言葉を受け止めていたが、

「……ほんと、柄がらでもないこと言って……」

「柄ってなんだ。パンツか？」

「……もう」

　クロハが僕ぼくのほうを見た。はにかんでいて、ちょっと照れたような表情だった。くっきりとした切れ長の目が僕をまっすぐ見ていて、少し潤うるんでいるのがわかった。

「ねえ、お兄ちゃん」

　クロハはまた壁のほうを向くと、すっとパジャマをまくり上げて、いきなり白い背中を僕にさらした。不意打ちが僕の心臓を直ちよく撃げきし、ドキリとしてしまう。

「さっきはああ言ったけど、あの、その、ね……」

　クロハは気き後おくれしたように、口ごもっている。気のせいかかすかに体をもじもじさせているような……。

「やっぱり……その、私やめたくないわ……」

「ああ」

　クロハから『かんじよむ　いもうと』の提案を受けて、毎晩、ふたりきりでこうすることになって。戸惑うことも多かったし、こんなことをしていいのか、家族に隠しごとをしていいのか、と悩んだ。

　今も、完全に、すっきりした気持ちというわけではない。

　でも、今みたいに悩んでいるクロハの姿を見ちゃうと、僕はやっぱりどうしようもなくお兄ちゃんなんだと実感する。僕との時間が、クロハにとって「これだけは」と思えるものだとしたら、喜んで受け入れたくなる。

　それに――。

「じゃあ、お兄ちゃん。途と中ちゆうだったから続きをしましょう」

　僕はクロハの背中に指を這はわせつつ、思う。

　それに、僕もだんだん『かんじよむ　いもうと』への意識が変わりつつある。もともとは二十一世紀へ行ったときに始めた見聞録で、あの頃ころは、完全に自分ひとりのものだった。でも、タイトルに『かんじよむ　いもうと』とつけ、お前の体に書くようになってからは、なんだか、僕だけのものではなくなってきてるんだ。

　これは僕とお前で、創っているものなんだよな。

　そうだよ。――兄きよう妹だいで創るものなんだ。




　執筆が終わったあと、僕は自分の部屋に戻もどることにした。

　クロハはほんの一いつ瞬しゆん、寂さびしそうな顔をしたが、さすがに追いかけてはこなかった。今夜は別々に眠ねむることになりそうだ。

　パンス党に狙われているとはいうけど、まあ、博士のアレがあるから大丈夫だろう。

　僕はほほ笑えみ、「おやすみ」と挨あい拶さつをして部屋に向かう。

　そこそこ和なごやかな空気だったけど。

　ドアに向かう途中で、僕は真顔に戻ってしまった。

　――クロハに、博士から聞いた話を伝えるべきか。

　博士は「教えるな」と言っていた。

　僕は話を聞いてから、ずっとそのことを迷っていたんだけど、今の様子を見ると……やっぱり、伝えちゃまずい気がする……。

　クロハは両親の反対とか、クラスでのユズさんを見ただけでもだいぶ葛かつ藤とうしている。

　そんなデリケートさを持つクロハに「僕は『正しい歴史』でユズさんと結ばれる」なんて教えたら、百パーセント僕から身を引くだろう。

　すると未来が変化せず、パンス党たちが存在し続けるかもしれない。

　結果、クロハは狙われ続けるのではないだろうか。クロハが身を引く決断をしたとしても、すでに危険因子と認識されてしまっているのだから。

　もう一度確かく認にんする。

　――クロハに、博士から聞いた話を伝えるべきか。

　答えは、否いな。

　知らせるのはまずい。

　クロハを守るためにも、クロハには内ない緒しよで問題を解決しよう。




　クロハの部屋から出ようとしたときだった。

「……ん？」

　クロハの机の下に、くしゃっと丸まった黒ストが落ちているのが見えた。

　こんなところにストッキングを脱ぬぎ捨すてているなんて、几き帳ちよう面めんなクロハらしくないな。机の下という死角だから、クロハも目が届いてないのかも。

　ちなみにイモセ家では十五歳さい以上の女子は黒ストをはくべしという家訓がある。先祖代々のものらしく、なんでそういう家訓があるかはよくわかっていない。

　誰かに吹ふき込まれてできた家訓かもしれない。無類の黒ストマニアとかね。

　とりあえず僕は片付けてあげようと思い、何気なくその黒ストを拾った――。




《ぎゃああああっ。助けてえっっっ》




　――!?

　頭に響ひびく、つんざくような女性ボイス。

　僕はとっさにクロハのほうを振り返かえった。

　クロハはもう寝ねるらしく、ベッドに横たわって布ふ団とんをかぶっている。

　あんな大きい声だったのに、反応するそぶりはない。

　声が聞こえたのは僕だけ……？

　だとすると、この黒ストは……。

「！」

　僕は慌あわてて黒ストをひっつかむと自分の部屋めがけ駆かけ出だした。興奮して心臓がどくどく脈を打ちはじめている。

　――狙い通りだ！

　博士、博士！　あなたのトラップに、見事、パンス党がひっかかっていましたよ！

　僕は、クロハがパンス党に狙われていると知っていたけど、比ひ較かく的てき冷静だった。なぜなら、クロハはすでに博士の発明品で守られていたからだ。

　パンス党用の対たい抗こう物質アイテムとかいう例のパンツである。クロハには、僕からのプレゼントだと言って、渡わたしてあったのだ。

　一度身につけると、パンス党が記き憶おく操作や肉体操作で干かん渉しようしようとしたとき、逆に、パンス党の能力を封ふうじる効果があるという。

　部屋に戻った僕は、急いでポケットから携けい帯たいを取り出し、電話をかけた。

「もしもし、博士ですか、捕つかまえましたよ、パンス党！　どうしますか、次の一手――」





＊






　――二十三世紀、某ぼう日じつ。クロハの部屋。




「クロハ、オオダイラ先生が『ぶんげいっこ』で妹キャラの出産ものを書いているぞ」

「しゅ、出産!?　最高に嫌いやな予感しかしないんだけど……」

「道を歩いていて思いついたらしい。アイディアはどこに転がっているかわからないぞ」




■特別掲けい載さい　『ぶんげいっこ』２２０２年９月号

『オオダイラ・ガイ　わたしのあかちゃん』




でたひと→じはんき（いもうと）

でたひと→きゃく（おにいにゃん）

きゃく「さむいから　ホットコーヒー　のもう」

チャリン☆

コイン　いっこ　はいる

じはんき「や　やめてえ　おにいにゃん　もうはいらないよお」

きゃく「おかね　もうひとつ　いれる」

チャリン☆

じはんき「ああ　だから　もうはいらないってば」

きゃく　ホットコーヒーの　ボタンを　おす

じはんき「あ　あ　あ　そんなことされたら　うまれる！　うまれちゃう！」

ガシャン　ゴロゴロ

かんコーヒー　でてくる

じはんき　ほうしん　じょうたい

じはんき「ああん　うまれちゃった」←めでたい◎

きゃく　たちさる

じはんき「もっといっぱい　おにいちゃんの　あかちゃん　うみたい！」




「…………………………。な、なにこれ。悪趣味すぎる」

「感動した。『おにいちゃんの　あかちゃん　うみたい』……見逃すくらいさらりと、あの名作をリスペクトしているぞ！」

「何がさらりよ。思い切りわかるわよ……」

「先生はこの作品で、子供を生み、文化を伝えていくことの大切さを説いているんだ。そうとしか読めないね」

「……。信者ってある意味幸せな生き物よね……」







第三章　お兄ちゃん！







　パンス党とは、未来の支配者である。

「党」とついているが種族の名めい称しようであり、ややこしいのは未来にも政党があって、それも「パンス党」と言うらしい。

　よっぽどパンストとパンス党というダジャレにこだわりたいんだろう。

　もちろん、これは現代の言語に意訳した表現であり、未来の言語である「○あーしゆ」では――「■[image: ]」や「▼[image: ]」といったふうに表現される。

　ちなみにパンス党たちにも宗教があるという。その名も、

　ヒンヌー教

　何もかも脱だつ力りよく系のダジャレのようだ。

　彼かれらは自然発生した生命体ではなく、未来の科学者によって開発されたいわば人工生命体である。初めは人間の手によってつくられていたが、現在はパンス党自身の計画にもとづいて、特とく殊しゆな繊せん維い工場で生産――誕生しているらしい。

　パンス党の外がい貌ぼうや触しよつ感かんは現代のパンストとなんら変わらず、指で布地をつかんで引っ張ると、みょんっと伸のびる。

　繰くり返そう。パンス党は未来の支配者である。――が、しかし、力を封じられたら、ただのパンスト同然となる。

　現在、僕の目の前で博士がパンス党を絶賛いじくり中だった。




「あはは、見た目はほんっとうに普通のパンストと変わらないのだな。それそれ」

《いやっ、やめて、陵りよう辱じよくしないでえええええっっっ》

　トウキョウのカンダにある、博士の研究所。

　その客間に、僕と博士、そしてとらえたパンス党――僕にとっては三度めましてとなるカブゥロさん、がいた。

　博士がテーブルの上に置いたカブゥロさんをつついたり、引っ張ったりしている。

　僕は次の一手について、博士と話し合うために来たんだけど――。博士は科学者だけあって好こう奇き心しんが強いのか、捕まえたカブゥロさんに興味しんしんになってしまったのだ。

「こうなるとこいつらも、脳内会話ができるただのパンストにすぎないのだ」

　パンツの効果で、カブゥロさんはほとんどの能力を失っている。記憶操作や時間移動はもちろん、動くことも声を出して話すこともできない。

　ただし、唯ゆい一いつ――「ふれあい会話」という能力だけは残っていて、直接触ふれた相手とは、半径数メートルの距きよ離り内であれば脳波での会話ができるらしい。

　僕にカブゥロさんの声が聞こえ、クロハに聞こえなかったのは、触さわったか触らなかったかの違いである。

　この能力だけ封じることができないのは――生命体として最も根源的なチカラだからだそうだ。なんだか難しくて僕にはよくわからない。

「博士、カブゥロさんを楽しそうにいじってますけどね。今はそんなことやってる場合じゃないですよ。次の一手、どうするんですか？」

　運命はまわりはじめてしまったんだ。いくらパンツの効果でガードされているとはいえ、クロハは狙ねらわれているんですよ。どうにかしなきゃいけないんです。

「次の一手、と言われてもなあ……。あとはこいつらのいない未来をつくるしかないのだ。それには――さっさとイモセ君がクロちゃんを抱だけばいい。違う未来を『確定』すればいいのだ」

「だ、抱けって……生々しいですね」

「むしろアタシから質問したいのだが、なぜクロちゃんと決定的な仲にならない？　進展してないだろ？」

「それは……」

「ユズっちのことか？　『正しい歴史』のことが気になっているのか？」

　おっしゃる通りです。

　クロハは守らなきゃいけない。だけど、『正しい歴史』で僕と結ばれるというユズさんのことも、もちろん気になる。

　端たん的てきに言うなら、僕はクロハとユズさんのどちらにも、絶対的なまでは気持ちが傾かたむいていない。より密度のある関係になっているのは間ま違ちがいなくクロハだし、クロハのことは愛いとしいとも思うけど、ユズさんのこともずっと頭にある。

　複雑な生おい立たちで、実はいろいろ悩んでいたらしいユズさん。この時代にひとりやってきて、頑がん張ばっているユズさん。ユズさんには幸せになってほしい……。

「選べないというのか？　いい身分なのだ、まったく」

　博士がちょっと呆あきれたように言う。いや、そう言いますけど、悩みますよこれは……。

　それに、僕はこの話を聞いてからずっと感じていた疑問があるんです。これは、誰だれもが思うことです。

「――未来を変えるだけなら、僕が書く小説の内容を変えればいいだけでは？」

「まあな。ただな、その場合、未来が変わるという『確定』が遅おくれるのだ。だって、イモセ君が絶対そういう小説を書かないとは言い切れないからな。クロちゃんと決定的な関係になるというのは、未来を変えるのに、それだけ強い作用となり『確定』を早めるのだ」

　博士の言っていることは、あくまで仮定にすぎない。僕がクロハとそういう仲になっても、もしかしたら何も変わらないかもしれない。

　だけど今は、博士の言葉を信じるしかない。それしか、頼たよれるものがないのだから。

「とにかく、早く決断するのだ。クロちゃんとアレした瞬しゆん間かん、こいつらが消えるのだ」

　言って博士はカブゥロさんをつまみあげた。ぎゃー、やめてー、とカブゥロさんはわめき散らす。

　次なる一手を求めて博士を訪問したけど、結局、僕ぼく次し第だいということか……。

「わかりました……」

　僕が、そううなずいたときだった。

　ピンポン、と玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「あ、来たみたいだな」

「……誰です？」

「きっと、かわいい女の子なのだ」

　博士はもったいぶってそう言うと、玄関に向かう。

　すると、玄関から女の子らしいソプラノボイスが響いてきた。

　博士と一いつ緒しよに、客間にあらわれたのは、ぴょこんと垂れたサイドテールがかわいらしい、僕の実じつ妹まい――。

「兄さま！」

　アマネコちゃんだった。




　博士とアマネコちゃんは、たまに連れん絡らくを取り合う仲になっていたようだ。博士はクロハやユズさんと違ちがって「兄さまを目で姦かん通つうしないから」仲良くできるという。

「まあ、わたしはさっさと兄さまに貫かん通つうしてほしいのですが……」

　今日は、僕が博士の研究所を訪おとずれると聞いて、大急ぎで遊びに来たという。

「博士、おみやげなのですっ」

「お、頼たのんでいたアレか！」

「はい！　せっかく兄さまもいるし、あとで使ってみるのですっ」

　アマネコちゃんが博士に紙かみ袋ぶくろを渡している。

　そのとき、ふたりして僕のほうを見てニヤっと笑っていたけど……なんなんだ？

　僕は正直、クロハのことが気になって、ふたりと遊んだり話をしたりする気分ではなかった。どうにかしなきゃと気が逸はやる。もしかしたらこうやって離はなれている間にクロハに何かあったら、なんても思ってしまう。

　だけどせっかくアマネコちゃんが来たわけだから、退散するのも悪いよな……。

　ちなみにカブゥロさんは、別室に置いてある。アマネコちゃんにはカブゥロさんの声は聞こえないけど、僕と博士には声が聞こえるので騒がれるとうるさいからだ。

　さて、僕とアマネコちゃんで楽しくやりとりするといったら――。

「アマネコちゃんこれはなんでしょう？　…………○†」

「丸と十字……。どう見てもニンテ●ドー３ＤＳのスライドパッドと十字キーなのです」

「なんで実妹ちゃんそんな大昔のゲーム機について知っているのだ!?」

「じゃあこれは…………mm□」

「おばさんパーマをしたドＭ男の顔面なのです。おそらく、ビザールクラブの入り口（地下一階）でわくわくしているところなのです」

「ドＭって、単にｍって書いてあるからではないのか？　あとビザールクラブってなんなのだ!?」

「じゃあこれは？　…………♪」

「もちろん音おん符ぷなのです」

「…………。き、基準がわからないのだ……」

　さすがアマネコちゃんだ。僕の書く記号文を完かん璧ぺきに理解してくれる。

　最近、クロハの影えい響きようで普ふ通つうの現代文っぽい文章を書くようになってきていたから、久しぶりに思うぞんぶん記号文を書けて楽しかった。

「君たちはふたりの世界に入ってくれていていいのだ。アタシはテレビでも見るのだ」

　博士がテレビのリモコンを操作すると、壁かべ掛かけの大モニターにライブ中ちゆう継けいが映し出された。

　古めかしい建物が映っているけど、あれは……神社？

　外日本には神社はほぼ現存していないため、ぶんかとっくの映像かなと思ったけど、そうではなかった。アキハバラに出来た、神社を模した結けつ婚こん式しき場らしい。

　政府主しゆ催さいの公開結婚式が行われているようだ。政府は国民の人気取りのため、ときどきこういうイベントを企き画かくする。

　結けつ婚こんするのは、与よ党とう「いもうととう」最高齢（九十九歳）の三次元政治家イトウさんと、二次元美少女の――イラストだ。

「人間の爺じいさんと、ただのイラストの結婚式なのだ。あえて人工知能をもたないイラストと結婚するというのも、古式ゆかしい日本の伝統といえるのだ」

　すでにひととおり式は終わったあとらしく、新しん郎ろう新婦のインタビューが流れている。

　司会のお姉さんが、花はな嫁よめの美少女イラストにマイクを向け、

「結婚の決め手はなんですか？」

　と質問すると、当然のように、シーンという沈ちん黙もくになる。

　それはそうだ。ただのイラストなので喋しやべるわけがない。

「こういうやりとりって、人間とイラストが結婚するときの様式美ですよね」

「兄さま……。二次元キャラとの結婚式って初めて見たのです。ぶんかとっくではあり得ないので、新しん鮮せんで素す敵てきなのです！」

　ぶんかとっくって昔の日本そのものだって言うもんね。二次元イラストと結婚できないなんて、独身率がめちゃくちゃ高そうだ。

「まさに日本の文化だな。――二次元文化は絶やしたくないな？　イモセ君」

　博士はにやけながら僕ぼくを見て、

「そのためにも、さっさと結ばれるのだ」

　博士がクロハと結ばれろと急せかしてくる上に、結婚式の中継を見たせいか、僕はふと、クロハとの結婚生活を想像してしまった。

　僕とクロハはふたりでトウキョウにマンションを借りて生活している。僕は小説家、クロハは翻ほん訳やく家かだ。ふたりとも在宅で仕事をしているため、いつも一緒にいる。基本仲良しなんだけど、しょっちゅう顔をつきあわせているから、いっぱいケンカをしちゃう。クロハが実家に戻もどるとか泣いて、電話してきたお母さんになだめられて……。

　そんなことを考えていると、眉まゆを寄せたアマネコちゃんが、

「……兄さま、なにを考えているのですか？」

「え、それは……」

「あやしい……。まさか、結婚式を見ていたから、結婚について考えていたとかっ!?」

　ど、どきっ。アマネコちゃん鋭するどいなあ。

「結婚。兄さまは恋れん愛あいは三次元派ですよね。……人間の男女が添そい遂とげてるイメージを書くとこうですか……」

　～

　～

「その通りだよ。さすがアマネコちゃんだ」

「アタシには蛇へびとかウナギのカップルにしか見えないのだが……」

　するとアマネコちゃんは、悲しそうに目を伏ふせた。

「……え？　どうしたの、アマネコちゃん？」

「わたしは兄さまの実妹ですから、兄さまと結婚はできません。つまり、わたし以外の誰かとの結婚生活をイメージしていた、ということなのですね……？」

「……」

　図星なので何も言えなかった。

　アマネコちゃんはしょげていたが、いきなり、僕の腕うでをむんずと抱きかかえた。

「わ、ちょっと、なに？」

「兄さま！　わたしは兄さまと結婚はできないのです。だけど、パートナーとして生きていくことはできると思うのです！　わたしと一緒に暮らすと、お金には困らずに済むのですっ」

「あははは。実妹ちゃん、イモセ君を金で釣つる気か」

「使える武器はなんでも使うのですっ！　……兄さま。お爺さまはたくさん、お金を持っているのですけど……亡なくなったら、遺産を半分わたしによこすと言うのです。これってどうですかっ!?」

　アマネコちゃんのお爺さんはかなりの資産家だと聞いているから、一生、生活に困らないほどのお金が手に入るかもしれない。

　でも……。

「お金があるのはいいことだけどそれに頼っちゃ良くないよ。頑張って働かないとね」

「もちろん、遺産にあぐらをかいてニートカップルになろうというわけではないのです。有効に使いたいだけなのです。例えば、『ことばをつくる会』を事業化して、もっと本格的に活動するとか！」

「……アマネコちゃん、まだ中学生だよね……？」

「ビジネスに年ねん齢れいなんて関係ないのですっ」

　ちょっとびっくりしたけど、でも……アマネコちゃんの行動力って本当にビジネス向きかもしれない。将来、やり手の女社長になっていたりして。

　そのことは感心するけど、申し訳ないが僕はお金にはなびかないぞ。

「むむう……。兄さまはお金には執しゆう着ちやくがないのですね……。だったら」

　言うと、アマネコちゃんはテレビに目をやった。

　相変わらず、神社を模した結婚式場と、そこに集まっている人たちが映っている。

　新郎新婦や関係者。一いつ般ぱん公開しているので、遠巻きに眺ながめる観衆たち。

　それと――白と赤の衣装を着た女の子。神社にはつきものの、あの職業だ。式場のスタッフさんかな。

　あの衣装は確か――。

「次の作戦なのです。博士、アレを披ひ露ろうするのですっ」




　数分後――。

「ふふふ、イモセ君、どうなのだ？」

「ふだんとは違う姿で、兄さまを悩のう殺さつなのです」

　研究所の客間に、笑え顔がおの博士とアマネコちゃんがいる。

　ふたりともいつものセーラー服ではない。

　巫み女こさん姿なのだった。

　巫女と言っても、下は現代ふうで、かなり短いスカートである。昔の人が見たらたぶんコスプレと思うだろう。

「もしかして、さっきアマネコちゃんが博士に渡わたしてたおみやげって……」

「そうなのですっ。この衣装なのですっ」

　ぶんかとっくには神社がいくつか現存しており、巫女さんも多いようなので――僕の生みの父親が巫女を見たくてぶんかとっくに渡ったほどだ――衣装も簡単に手にはいったんだろう。
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「あははは。最近、大昔のゲームにはまっていてな。それは巫女なのにナースで」

　なんのことかはよくわかりません。

　ふたりは大はしゃぎで、お互たがいの姿を見せっこしていた。ふたりとも小こ柄がらなせいか、衣装が大きいらしく、そでのところが少しあまっている。そで先からちょこんと出た、ふたりのちいさい手が、またかわいらしい。

「兄さま」「イモセ君」

　ふたりが左右から僕の両りよう腕うでをつかみ、ピースサインをする。

　妹っぽい外見のふたりが巫女さん衣装……。けっこう、いいじゃないか……。

　気分が弾はずんできて、ついつい、直面している深刻な事態も忘れそうだった。

「兄さま知ってますか？　昔は巫女さんって……下着をつけていなかったのです」

「パンツレスってこと？　僕はパンツを愛する、古い感性の持ち主だけど……。昔から流行のパンツレスだったってことは、巫女さんってけっこう先進的だったのかな」

「言っておくがアタシは下にはいているぞ？」

「はい。アマネコちゃんもそうでしょ？」

「…………」

　アマネコちゃん、りんごみたいにほっぺたを赤くする。

　……？

　返事がないので怪け訝げんに思っていると、

「兄さまっ、ちょっとふたりでお話がしたいのですっっっ」

「え、ちょ、ちょっと」

　僕はアマネコちゃんに引っ張られて、研究所の裏庭に連れていかれるのだった。




　建物と建物の合間にある、薄うす暗ぐらい裏庭。

「アマネコちゃんどうしたの？　いきなり……」

「兄さまが、誰かと結婚について考えているなんて……そ、そんなの今までなかったのです！　わ、わぁし……凄すごくショックで……」

　うわ、相当動どう揺ようしているみたいだな。滑かつ舌ぜつが悪くなるという、アマネコちゃん特有の癖くせが出ているぞ。

　アマネコちゃんは必死の表情で、眉を八の字にしながら、吊つり気味の目で僕を見上げ、

「お、お金のチカラでは、兄さまはなびいてくれないのです……。それなら、もうひとつ、わたしは武器を使わないといけないのです……」

「武器って……？」

　アマネコちゃんは意を決したように言う。

「体でしゅ」

「……体……」

「兄さま、このスカートの下は……昔の巫女さんふうなのです」

「……。それを僕に言うということは……」

「もちろん、披露するためなのです」

　――!?

　ごくり、と喉のどが鳴った気がした。

　中学二年生の――実妹の――パンツレスな――そういう部分。

「兄さまは古き良きパンツあり派だそうですが……パンツレスが時代の流れというなら、時代にのることも大切なのでしゅっ」

　アマネコちゃんがスカートの裾すそをつかみ、持ち上げようとする。

　僕は――慌あわててアマネコちゃんの手をぐいっとつかんだ。

「アマネコちゃん……。駄だ目めだよ、そんなふうに安売りしちゃ！」

「……」

「パンチラってのはね――いやまあこの場合はパンチラじゃないけど――見えそうで見えない、でも見えちゃった、見たいなら頭を低くしましょう、匍ほ匐ふく前進する勢いで……そのバランスが魅み力りよくなんだよ。それはさ、確かに現代ではまるだし当たり前だ。全開露ろ出しゆつだ。だけど、そうやって押おしつけがましいパンチラがあふれた結果、カウンターカルチャーとしてパンツレスの潮流が生まれてしまったんだ」

「……。カルチャーの話になってしまうのですね。カルチャー……」

「僕が言いたいのはね。秘ひめてるからこその秘部、恥はずかしいからこその恥ち部ぶ、陰かげに隠かくれているからこその陰いん部ぶということなんだよ」

「教え諭さとすような口調なのにその内容……。さすが兄さま、いやらしすぎなのです。ドキドキするのです……」

「とにかくさ、白昼でさらしたりするのは、アマネコちゃんのためにならない。オオダイラ先生も言っているけど、お日様にまずさらすべきは腋わきの下したなんだ」

　なんとなく支し離り滅めつ裂れつなことを言っているような気もしたけど、とにかく！

「もっと、自分を大事にしてほしい」

　と伝えたかったんだ。

　アマネコちゃんはじっと僕の顔を見ていたが、顔を伏せると、

「わかったのです……」

「わかってくれたかい？」

　なんだかほっとしたので、僕はアマネコちゃんの腕から手を離す。

　するとアマネコちゃんはいたずらっぽく笑って――スカートをまくり上げた。

「えいっ、なのです！」

「あ、アマネコちゃんっ」

　僕は顔をそらしつつ、男の悲しい性で、横目でスカートの中を見てしまう。

　まず目に入ったのは、ほっそりしたふとももだった。シミひとつない肌はだを、付け根のほうにたどっていくと、黒々とした――アンダースコート。

「あれ？」

「くすくす、兄さま、ごめんなさいなのです。ちょっとからかってしまったのです」

　アマネコちゃんがぺろんっと舌を出だす。

　……。

　もう……年上をからかうもんじゃないぞ！

　アマネコちゃんは「ごめんなさい」と謝あやまって、

「兄さま、わたし嬉うれしいのです。兄さまがスカートをまくろうとしたわたしを止めてくれたのって……それだけわたしのことを考えてくれているからですよね？」

「……。そうかもしれないね」

「性欲だけの青あお臭くさい子供なら、よだれをたらして見せろと言ったと思うのです。でも、兄さまはそういう人じゃなかった……素敵なのです。まあ、わたしとしては、兄さまにはなんぼでも見られて構わないのですが……」

　アマネコちゃんは僕のすぐ前にやって来た。体がくっつきそうな至近距きよ離りだ。

　なんだろう、アマネコちゃんのまとう空気が一変している……。

　アマネコちゃんは、芯しんのあるまなざしで僕を見上げ、言った。




「兄さま、好きなのです」




　ふだんのアマネコちゃんと明らかに違っていた。

　真しん摯しだったのだ。とても気持ちがこもっていたのだ。

　だから僕も真しん剣けんに答えなきゃと思った。

　……でも、結論から言うと僕は何も言えなかった。アマネコちゃんの気持ちは嬉しいけど、それに応こたえられるかと自問して、胸の奥おくからあらわれる答えは……。

「……」

「……」

　沈黙が続く。

　アマネコちゃんは眉まゆ根ねに力をこめ僕を見つめ上げていた。たぶん、僕の気持ちを読み取ろうとしている。

　アマネコちゃんを傷つけたくないから、本心は悟さとられたくなかったんだけど、僕は割と感情を直球で顔に出してしまう人間で……。

　アマネコちゃんは僕の気持ちを推おし量はかったんだろう。一いつ瞬しゆんだけ目を伏せると、また僕のほうを見て――笑った。

「……もう！　兄さま、何をそんな深刻な顔をしているのですか!?　わたしが兄さまに好きというなんて、挨あい拶さつみたいなものですよっ!?」

　……。

　アマネコちゃんは笑いながら、好きなんて言葉は挨拶、キスも挨拶、なんならもっと凄いことをしてもいいとか、むしろしたいとか、そんなことをまくしたてた。僕は最初戸と惑まどったけど、ほほ笑えんだ。笑うことが、空気を重苦しくしないようつとめてくれたアマネコちゃんへのマナーだと思ったから。

　アマネコちゃんは喉を鳴らしてからから笑っていたが、不意に真ま面じ目めな顔になった。

「あー……でもですね、兄さま。ひとつだけ、気になることがあるのです。実は、これ前からたまに思っていたことなのですが……。兄さまがなかなかわたしになびいてくれないのって――」

　アマネコちゃんのツリ目に、一瞬だけ、真剣な色が宿る。




「もしかして、わたしが文化特区の人間だからですか？」




「……」

「わたしが外日本の人間だったら、違ったのですか？　あんな古めかしいところで生まれ育った人間だから、自分とは相あい容いれないと思うのですか？」

「……アマネコちゃん、それ本気で言ってる……？　ぶんかとっくだろうと、外日本だろうと、同じ国だよ」

　そりゃ、住民の気き質しつはだいぶ違うし、根付いている文化も異なるけどさ。

　外日本かぶんかとっくか。そんなことで、そんな程度のことで、わかり合えないなんてこと、あるわけないじゃないか！

　それは僕とアマネコちゃんで、じゅうぶん証明できると思う。恋愛関係にはならないとしても、人として、ね。

「……ごめんなさい。失言したのです。兄さまは、むしろ、そういう考え方を嫌きらう人なのです」

「わかってくれた？」

「もちろんなのです。罰ばつとして、わたしにお、おしおきしてくれましゅか？」

「健全なものなら」

「はあ？　健全なおしおきなんてつまらないのですっ。たっぷり開発してくれていいのですっ」

　アマネコ節を全開にして、すっかりいつも通りだ。

　――少なくとも、表面は。

　アマネコちゃん、そうやって君は笑っているけど、表に出ている姿とは裏腹に、心はずぶずぶと落下しているのかもしれない。だとしたら、僕は謝らなきゃならない。ひたむきに僕を思ってくれているのに、僕なんかにはもったいないのに、とっても魅み力りよく的てきな女の子なのに……。

「もうっ、兄さま！　また眉が寄ってますよ？　スマイルなのです、スマイル！　そんなんじゃ、目標を達成できないのですっ」

「……目標？」

「はい！　わたしと兄さまは、一いつ緒しよに未来をつくるのです。新しいことばを生み出すのです！」

　ああ、そのことか。

　アマネコちゃんはパンス党と接せつ触しよくしているけど、記き憶おく操作を受けているため、未来がどうなるか把は握あくしていない。

　アマネコちゃん、あのね。未来では僕の文章がもとになって「○あーしゆ」という新しい言語が誕生し、世界にあまねく広まるんだ。

　君の夢は――かなうんだよ。

「あ」

　そうか……。ふと思った。『正しい歴史』ルートではアマネコちゃんの望んだ未来になるけど、クロハを守るためには、せっかくかなったアマネコちゃんの夢を、ナシにしてしまうことになるのか……。

「それと、兄さま。あらためて伝えておきたいのです。わたしは兄さまの実じつ妹まいなんですから。チカラになれることがあったら、なんでも言ってくださいなのですっ」

「いや、そんな……申し訳ないよ」

　僕の言葉にアマネコちゃんはむーっとして、

「そんな水くさいこと、二度と言わないでくださいなのですっ。こんど言ったら、寝込みを急きゆう襲しゆうしてひーひー言わせちゃいますからね!?」

「それは大変だ。……わかったよ。何かあったら、頼たよりにさせてもらうね」

「本当ですよ、遠えん慮りよしちゃ駄目なのですっ！」

　言うとアマネコちゃんはにっこり笑った。元気のもとを顔中にまぶしたような、明るい笑顔だった。




　アマネコちゃんはお爺じいさんがうるさいからと言って、早めに帰っていった。

　わずかな時間でも僕と会うため、やって来てくれたらしい。

「実妹ちゃんは帰ったし、本題を再開するか」

「ねえ博士。アマネコちゃんと話していて思ったんですけど……未来ってどうしても変えないと駄目ですかね？」

「はあ？　何を言ってるのだ。正気か？　クロちゃんが危ないのだぞ？」

「そう、ですよね……」

「クロちゃんのためにも、パンス党のいない未来をつくるしかないのだ！」

　博士がそう断言すると――。

　アマネコちゃんが帰ったため、ふたたび客間のテーブルの上に出されていたカブゥロさんが、絶ぜつ叫きようした。

《チョット待ってください！　話せばわかる。わかります！　時代は違ちがえど、同どう胞ほうじゃないですかっ。同じ、日本人じゃないですかー―っ！》

　博士は苦く笑しようして、




「なーにが、日本人なのだ。パンストのくせに」




　…………。

《いやあ、いやだああああ。兄あに者じやぁ、助けて。殺されるっ！　消されるっ！》

　カブゥロさんは自らの運命を知って、さんざん泣きわめいた。

《兄者っ、兄者っ………………………………お兄ちゃんっ！》




　日が沈しずむまで博士と話し込んだが、結局、これという打開策は見いだせなかった。

　僕ぼくは研究所を退出し、帰りの電車に乗った。

　少し疲つかれた体をシートにうずめ、ぼうっと窓の外を眺める。

　夜なので外は暗く、窓に映った自分の顔は――やたらと浮うかない表情をしていた。

「早くクロちゃんとハッキリしろ」

　別わかれ際ぎわ、博士にそう急せかされたけど……。そう言われてもね、いろいろ、迷うんですよ……。

　僕は目をつぶり、脳のう裏りに、二色の言葉を思おもい浮かべる。




　――なーにが、日本人なのだ。パンストのくせに。

　――兄者っ、兄者っ………………………………お兄ちゃんっ！




　博士の言葉と、カブゥロさんの叫さけびだ。

　確かにパンス党は僕たちにとっては異形の存在だろう。簡単には相容れない生き物に思える。

　だけど……。

　芽生えるはずだった種を、僕たちの都合で消してしまう。

　それは、正しいことなんだろうか。

　お兄ちゃんと泣なき叫ぶカブゥロさんが、もし僕の妹だったら……？　自分のやろうとしていることが、ひどく酷こく薄はくなことに思えてしまう。

　クロハを守るためには、パンス党を消さなければならない。それは、仕方がないことではあるのだけど……。

《……あ、あの……『偉い大だいなる父』よ……》

　――!?

　物思いにふけっていると、不意に、おずおずとしたカブゥロさんの声が脳内に響ひびいた。

　カブゥロさんはしばらく僕が預かって様子を見ることになっており、ガクセイフクのポケット内に入れてある。博士の元に置くと解かい剖ぼう実験でもされそうだったので、ちょっとかわいそうに思ってしまったのだ。

《……あの、あらためて訊ききたいんですけど……やっぱり、ワタシ、殺されるんでしょおか……》

　…………。

　体を引ひき裂さいたりはしませんよ。ただ、未来が変わると『確定』したときには……。

《存在が消えるということですか》

　そうなるでしょうね。

《…………》

　カブゥロさんはしばらく沈ちん黙もくしたが、

《フシギですね。ワタシ、やりたいこといっぱいあって、ふだんは未来に戻もどったら何しようとか考えてるんですけど、こうなったとき思うのは……》

　カブゥロさんの声に、郷きよう愁しゆうのようなものがこもっていた。

《兄者に会いたいなって思うんです》

　兄きよう妹だい、か……。

　なんとなく、僕はこの異形の未来人と話をしたい気分になった。クロハを狙ねらったとはいえ、このパンス党さんはそんな悪い人には思えないのだ。

　自分にも妹がいて、その妹のことで頭がいっぱいになっているから、兄妹というキーワードに心が反応したのかもしれない。

　だから、僕はこう提案した。

「ちょっとお話ししませんか？　訊いてみたいんです。お兄さんのこと――」




　カブゥロさんのお兄さんはイジィロさんという。

　一度だけ、僕も会ったことがある。

　イジィロさんはカブゥロさんと同じ生産計画によって生産され、誕生時刻は十五分しか違わないらしい。

　三十八世紀の総理大臣で、日本という国への愛情がとても強く、日本の伝統文化をこよなく愛しているという。

《兄者はナショナリストなんです。かなりガチガチの》

　イジィロさんが愛する伝統文化は二次元文化や昔の日本文化ではない。彼かれらにとっての伝統文化である。

　つまり――三十世紀以降に花開いた、パンス党たちの文化だ。

《兄者はパンス党という種にタイヘンな誇ほこりをもっています。なぜなら》

　パンス党が、日本を再生させたかららしい。

　三十世紀の少し前まで、日本は没ぼつ落らくしていた。

　人間中心の社会では人口や資源が国力を左右するため、それらで他国に劣おとる日本は、極東の一小国という立場まで成り下がっていたらしい。

《デスガ、われわれパンス党が社会の中心におさまることで、社会のなりたちそのものが大きく変化し、日本はよみがえったのです》

　復活した日本のものは、どんどん世界に広まったという。

《その象しよう徴ちようが、地球の統一言語――「○あーしゆ」です。ちなみに兄者は、アカデミーで「○あーしゆ」を勉強していたんですよ》

「○あーしゆ」――僕の記号文がきっかけとなって生まれる、未来の言語だ。最終的に地球の統一言語になるようだけど、もともとは日本特有の言語である。日本語が世界の公用語になったというわけだ。

　表現を変えるなら、日本語が――世界を制した。

　それって、イジィロさんにとっては、とても誇らしいことなんだろうなあ……。

《ソウナノデス……。兄者は「○あーしゆ」の信しん奉ぽう者しやです》

　なるほどな……。だんだんイジィロさんの人となり、というかパンストとなり？　がわかってきた。

　――日本を愛している。

　――パンス党を誇りに思っている。

　――地球に広まった日本語「○あーしゆ」を信しん奉ぽうしている。

　そんなパンス党さんだったら、まず確実に――。

《ええ。『正しい歴史』にツヨクこだわります》

　……。

　僕は、胸の底に虫がはいずるような不安を感じた。

　イジィロさんが僕たちを放っておくだろうか？

《イズレやって来ると思います。こういう状じよう況きようになっていることは、兄者も把握していると思うので》

　そうですか……。そのときフレンドリーに対話ができる可能性は低いかもしれませんね……。

　すると、カブゥロさんの声こわ色いろが、懇こん願がんするような響きになった。

《その……『偉大なる父』よ。ひとつ、お願いがあるのです》

　なんです？

《もしかすると、兄者はアナタやイモセ・クロハに害をなそうとするかもしれません。悪く思わないでというのは無理かもしれませんが、できたら、兄者の気持ちも理解してもらえるとありがたいのです。兄者はバカなところもあるけど、ホントウに、この国を愛しているので……》

　その言い方に愛情を感じた。

　そっか、カブゥロさん、お兄さんのこと好きなんですね？

《マ、マア、兄ですから……》

　わっ。否定しないんだ。ブラコンさんって呼んでいいですか？

《ソ、ソンナコトないですよっ。ヤッパリ、兄者のことなんて、別に……》

　ははは、照れてる。カブゥロさんが人間だったら、たぶん、ここで赤面しているんじゃないかな。パンス党さんも僕らとそんなに変わらないんですね。

《モ、モウ。『偉大なる父』よ。アナタは意地悪です……》

　なんだかほほ笑ましいなあ。

　……。

　僕は思うことがあり、ここにはいない博士に、内心で語りかける。

　ねえ博士。あなたはカブゥロさんに向けて「パンストのくせに」と言ってましたよね？

　僕はあのとき何も言わなかったけど、「○○のくせに」って言い方、あまり好きじゃないです。

　だって、凄すごく無理解だから。

　カブゥロさん、見た目はパンストだけど、僕たちとけっこう通じ合えるみたいですよ。お兄さんへの思いをからかったら、照れちゃうようなかわいい女の子ですよ！

　僕は、カブゥロさんと接して、はっきりとわかったことがあった。

　パンス党とは、コミュニケーションがとれる。

　お互たがい相容れない部分があるとしても、対話することで解決できるんじゃないか？

　クロハを守るためには、パンス党を消さなきゃならないと思っていたけど。




　もしかしたら、消さないで済む方法があるんじゃないか……。




《――!?　い、『偉大なる父』よ！　それは……》

　あ、いや……。ごめんなさい。何かいい方法を見つけたとか、そういうわけじゃないし、クロハのことがあるから確約はできませんよ。僕にとって優先するのは、もちろんクロハですから。クロハを狙われたら、徹てつ底てい抗こう戦せんします。

　ただ、あなたたちの未来もどうにかできないものか……模も索さくする気持ちが芽生えてきているのも事実です。

《……おお……さすが『偉大なる父』……。ワタシたちにも……理解を示してくれるのですね……》

　僕は偏へん見けんとか、無理解って嫌いですからね。昔の僕はそういうところありましたけど、いろいろ経験して、変わったんです。

　それに――。

「二十三世紀の人間とパンス党が友達になったっていいでしょ？」




　最も寄より駅で降りた僕は、徒歩で家に向かう。

　時刻は夕方の七時半で、すでに日は沈んでいる。

　宵よい闇やみの住宅街を抜ぬけていく。

　次の曲がり角を曲がれば、家が見える――というところで。

「……？」

　僕は顔をしかめた。

　曲がり角の向こうがやたらとまぶしいのだ。

　火事か？　いや、だとすると輝かがやきが異様に白いし、音もしない。何かが燃えているのだとしたら、もう若じやつ干かん、輝きに赤みがかっているはずだし、ぱちぱちと音がするはずだ。

　なんだあれ……？

《こ、この感じは……っ》

　ポケットの中のカブゥロさんが、驚おどろいたような声を上げる。

　――不安が湧わき上あがってきた。

　たぶんだけど、何か、とんでもないことが起きようとしている。

　良いことではなくて……良くないことが。

「…………」

　僕は焦しよう燥そうにかられながら、足早に角をまがった。

　目に飛び込んできたのは――。

「なあっ……」

　それは、信じられない光景だった。

　道路の真ん中に、光の柱が立っており、その柱の周辺を――。




　螺ら旋せん状じようにパンストたちが舞まい降おりている。




　僕が以前、小説に書いた「大降臨」そのもののシーンだった。

　地面から天に向けて円えん筒とう状じようの光柱がたち、黄金の光に包まれたパンストたちがその周辺をぐるぐると回りながら、地面めがけ降下している。

　一枚、二枚、三枚、四枚、五枚、六枚、七枚……。

　何十枚というパンストの群れ。

　あれがなんなのか？　言うまでもない。パンス党だ。

　圧巻だった。

　神こう々ごうしかった。

　でも――まがまがしくもあった。

　陳ちん腐ぷな例えかもしれないが、無数のパンス党たちの乱らん舞ぶが堕だ天てん使しの降臨のように見えた。

「…………」

　気け圧おされた僕は声も出ず、ただただ、呆ぼう然ぜんとその光景を目に焼き付ける。

　すると――僕のかわりというわけではないだろうけど、ポケットの中にいるカブゥロさんが、こう言葉を吐はき出だした。

《――兄者》





＊






　――二十三世紀、某ぼう日じつ。クロハの部屋。




「クロハ、『ぶんげいっこ』に面おも白しろい記事があった。どれだけオオダイラ先生に近いか、チェックできるんだ。さっそく、試ためしてみよう！」




■特別掲けい載さい　『ぶんげいっこ』２２０２年１０月号

『みんなで試そう　オオダイラ・ガイ度チェック』




《設問Ａ》道を歩いていると前方にちんまりしたかわいい女の子がいます。彼かの女じよは――。

Ⅰ　高校生

Ⅱ　中学生

Ⅲ　小学生

Ⅳ　ようせい




《設問Ｂ》次の古語について、正しい意味を選せん択たくしなさい。『あへなし（敢へ無し）』

Ⅰ　どうしようもない、やりようがない、ということ。

Ⅱ　アヘナ氏という人名のこと。

Ⅲ　アヘ顔がないため、いまいち物足りないということ。

Ⅳ　個人的には蕩とろけ顔くらいがベスト。




《設問Ｃ》妹とつきあっていることが周囲にバレました。あなたならどうしますか？

Ⅰ　妹を連れて遠くに逃にげる。あるいは、周囲の無理解と戦う。

Ⅱ　泣く泣く、妹と別れる。

Ⅲ　両親不在で妹と二人暮らしという、正統派文学のような環かん境きようなので問題がない。

Ⅳ　自らが金きん髪ぱつツインテールの妹キャラ――『自妹』なので問題がない。




《設問Ｄ》実妹と義ぎ妹まいについて、思うことを述べなさい。

Ⅰ　実妹しか認めたくない。実妹以外はクズ。

Ⅱ　実妹のほうが好みだが、義妹も悪くはない。

Ⅲ　義妹のほうがいい。実妹との恋れん愛あいは重い。

Ⅳ　実妹とは脳の見せている幻まぼろしであり、世界には義妹しか存在しない。




《採点》

設問Ａ　Ⅰ・０　Ⅱ・１　Ⅲ・４　Ⅳ・５

設問Ｂ　Ⅰ・１　Ⅱ・０　Ⅲ・３　Ⅳ・５

設問Ｃ　Ⅰ・３　Ⅱ・０　Ⅲ・１　Ⅳ・５

設問Ｄ　Ⅰ・０　Ⅱ・２　Ⅲ・４　Ⅳ・５




《結果一覧》

２０点　　　　あなたはオオダイラ・ガイ本人です。

１５～１９点　Ａ級オオダイラーです。脳内妹との会話だけで一日を終えましょう。

１０～１４点　Ｂ級オオダイラーです。いにしえのランドセルを購こう入にゆうしましょう。

５点～９点　　Ｃ級オオダイラーです。子ども塾じゆくを自主的に警備しましょう。

４点以下　　　オオダイラー未満です。見込みがないので、大人の女性に甘あまえましょう。







第四章　お月さまの思い出







「な、な……」

　ぶるぶると唇くちびるが震ふるえた。

　本能的に感じ取ったのは――恐きよう怖ふ。

　一枚や二枚ならまだしも、何十枚という異形のパンス党が降下し、道路の上に続々と集結している。光に照らされて白く輝いている視界が、黒く塗ぬりつぶされていく。

《兄あに者じや、親衛隊を連れてきたんですね。肉体操作や記き憶おく操作に長たけた精せい鋭えいたちです》

　……そんな物ぶつ騒そうな連中を引き連れてきて、イジィロさんは何をする気なんだ？

　ひるんで動けなくなった僕の前で、何十枚というパンス党たちは――。

　ふっと消えた。

「……えっ？」

　あとかたもなかった。同時に光の柱もなくなっている。

　視界には夜の住宅街が広がる。静まり返っているというほどではないけど、これという物音もなく、さっきまでの光景が現実にあったものなのか疑わしいほどのコントラストだった。

　イジィロさんはどこに行ったんだ？　僕ぼくに用があるんじゃないのか？

《兄者がこのタイミングでこの場所にあらわれたのは、明らかに『偉大なる父』への示じ威い行こう為いだと思いますが……具体的な狙いというと、チョットわからないです……》

　そうですか……。

　ならば考えてみよう。イジィロさんの行き先として可能性が高いのは――。

「…………クロハ！」

　瞬しゆん間かん、爆はぜるような勢いで僕は駆かけ出した。

　畜ちく生しよう、クロハになんかしてみろ！　絶対に許さないからな！

　頼たのむ、クロハ。無事でいてくれ！

　勢いよくドアを開け、家に飛び込む。靴くつをもどかしく脱いで、二階に上がろうとしたところで――僕は、信じられないものを目にしてしまった。

　ある意味、異形の存在といっていいだろう。




　――全ぜん裸らのオオダイラ先生（女の子）である。




「うわあああああああっ」

　あまりの奇き襲しゆう攻こう撃げきに、脳が思考停止しそうだった。

　先生は足あし下もとに落ちていたバスタオルをかがんで手にとると、さっと体に巻いた。

「やあギン君。また遊びに来てしまってね。先にお風ふ呂ろはいただいたよ」

　そ、そうなんですか……。

「もっと見たいかね？　でも見せてあげない。男に裸はだかを見せつける趣しゆ味みはないからねえ」

「……。そう言われると見せていただきたいと思ってしまいますが……」

「ミルちゃんに見てもらう予定なんだよ。そのため、ここで張ってるんだ」

「僭せん越えつながら展開を予測すると、空気、あるいは塵ちりという扱あつかいをされるんじゃないでしょうか。先にミルを叱しかっておきましょう」

　……って、先生と話している場合じゃないだろ！

「失礼しますっ」

　僕は先生に挨あい拶さつをして、二階に駆け上がる。

　クロハの部屋に突とつ進しんすると――。

　クロハはいなかった。

「――！」

　クロハ、どこだ!?

　どうしても嫌いやな展開を頭に浮うかべてしまう。

「くそっ」

　頭を振ふって、その可能性を打ち消す。そんなはずない。クロハは博士の発明品の効果で守られているはずだ。

　焦あせった僕は、自分の部屋のドアを開ける。クロハはここにもいない。

　大おお慌あわてで一階のリビングに行くと、両親とユズさんがテレビを見ていた。

「あのっ、クロハを見なかった？」

「まあギンさんお帰りなさい。クロハさんですか？　お部屋にいたと思いますけど……」

「いないんですよ。どこかに出かけたりとか!?」

「……ごめんなさい。わからないです」

　両親も首を横に振っている。

　じゃあトイレか？

　廊ろう下かを駆けて、トイレのドアをノックするが反応はない。

　あと考えられるのは……。

　そこに視線を向けると、中に人の気配があった。

　僕は、パンス党の大降臨を目にして、すっかり冷静さを欠いていた。

　だから――いきなり脱だつ衣い所のドアを開けるなんていう、非常識なことをしてしまったんだろう。

　そこにいたのは――。




　――全裸のミルだった。




「…………にぃ？」

　一いつ瞬しゆん、空気がかたまる。

　バスタオルで頭をごしごしと拭ふいている最中のミルと、僕の視線が正面衝しよう突とつする。

　ミルは――ごくごくうっすらと頬ほおを染めた。

「ご、ごめんっ」

　僕は慌あわてて、ドアをしめる。

「……見たいならリクエストしろ」

「ああ、僕の裸が見たいならミルもリクエストしろ」
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「わかった」

「ところでクロハを知らないか？」

「ねぇか。ねぇは――」




　一時間後。

　僕の部屋。

「……ということで、先生とミルの全裸を見てしまったぞ」

「そう」

「ふたりとも見事なつるつるぺたぺたでだな……」

「そんなディテールはいいわよ、馬ば鹿か」

「いやでも、きちんと記録しておきたいしな」

　いつものような『かんじよむ　いもうと』執しつ筆ぴつタイム。

　クロハは無事だった。単に、地下書庫に本を取りに行っていたらしい。

　落ち込んで閉じこもっているのかとも思ったが、そういうわけでもなく、純じゆん粋すいに本を探していただけのようだった。

　とにかくホッとした。安あん堵どして、ちょっと涙なみだが出たくらいだ。

　ただし――。

　少しも安らげる状況じゃない。

　だって、イジィロさんたちが、この時代にやって来ているのだから。

　焦るなというほうが無理だ。僕はクロハを見つけたあと、動どう揺ようをなんとか抑おさえながら、博士に電話をした。

「博士、パンス党が大降臨で、ナイロン乱舞で！」

「落ち着け、イモセ君。パンス党の干かん渉しようはガードしている。今すぐ、クロちゃんやイモセ君がどうこうなることはないのだ」

「でもっ。凄い数なんですよ！　あれ、その気になったら、世界を滅ほろぼしたりできるんじゃないですかっ!?」

　すると博士ではなく、ポケットの住人が返事をする。

《ダイジョウブ、兄者はそんなことしません。ダッテ、『正しい歴史』からあまりにも逸いつ脱だつしてしまうので。兄者の狙ねらいは、できるだけ穏おん便びんな方法で歴史を修正することでしょおから》

「イモセ君。焦るのはわかる。だけど、あいつらは姿を消したようだし、こちらからは何もできない。明日、研究所で対策を練ろう。もし、それまでになんとかしたいと思うなら、さっさとクロちゃんと一線を越こえるのだ。そんなことで、と思うかもしれないが、試す価値はあるのだ」

　博士とカブゥロさんは、いきなり深刻な事態にはなることはない、と僕をなだめた。そう言われたからといって、安心できるものでもないけど……。とりあえず、クロハに疑われないよう、できるかぎり平静を保とう。

　下手に口を開くとボロが出るだろうから、極力黙だまっていたんだけど、そのせいでクロハに「どうしたの？　体調悪いの？」と心配され心苦しかった。




　なんとかいつも通り『かんじよむ　いもうと』を書き終えたあと、電気を消してクロハとふたりでベッドに横になった。

「えっとね、あ、あの……別にここで眠ねむる気はないのよ。ちょっと疲つかれたから今は横になっているだけ。あとでちゃんと部屋に戻もどるわ。あ、当たり前でしょ？」

　みえみえの言い訳しやがって。……かわいいじゃないか。

　イモセ家のルールは完全完かん璧ぺきに破っているけど、もうそれどころじゃない。できるなら、二十四時間クロハのそばにいたい。

「ああ、いいよ。ゆっくり、ここで休んでくれ」

「……うん」

　ちなみにカブゥロさんはクローゼットの中だ。《さっき友達とか言ってたでしょお！》と抗こう議ぎされたが、クロハとの時間に割り込んでほしくなかったのだ。

　間ができると、つい、これからどうしようと考えてしまう。

　クロハを守るためには、パンス党のいない未来をつくらなくちゃいけない。

　でも、それは――いろいろなことを、犠ぎ牲せいにする必要がある。

『正しい歴史』における、僕とユズさんの未来。

　カブゥロさんたち、パンス党の未来。

　クロハは守らなきゃいけないけど、そのための犠牲を払はらう覚かく悟ごができていない……。僕はどうすりゃいいんだ。

　悶もん々もんとしていると、僕が起きていると気づいたんだろう。不意にクロハが話しかけてきた。

「ねえお兄ちゃん……。今日、公開結けつ婚こん式しきをテレビでやってたわよね」

「……ああ。クロハも見たのか？」

「ええ。私は物言わぬイラストと結けつ婚こんするなんてどうかと思うけど……でも、あのお爺じいさんにとってはそれが幸せなのよね、きっと」

「だろうな。結婚について、ちょっと考えたよ」

「お兄ちゃんもそうだったんだ……」

「ん？」

　僕はあのとき、クロハとの結婚生活というものを想像していた。

　だとすると、クロハも……。

　顔を傾かたむけて横を見ると、クロハも同じように僕を見ていた。

「……」

「……」

　慌てて、お互たがい天てん井じように視線を逃がす。暗いのでクロハのほうはわからなかったけど、たぶん、ふたりとも顔が火ほ照てっているぞ……。

　クロハと結婚、か……。

　そしたらずっと、それこそどちらかが亡なくなるまで、一いつ緒しよに寝ね起おきするのかな。こうやって一緒に寝ねるのが、当たり前になるのかな。誰だれに咎とがめられるわけでもなく、後ろめたい思いもなく。

　クロハはそういう未来を、望んでいるのかな……。

　胸の中に、すっとクロハの気持ちがしみこんでくる気がした。

　僕は博士の言葉を思い出す。




　――さっさとクロちゃんと一線を越えるのだ。




　気になることはたくさんあるけど、イジィロさんが来てしまっている以上、のんびりはしていられない。クロハの安全を優先するため博士の言葉に従うべきなんだろうか……。

　そう意識すると、とたんに、胸が騒さわがしくなった。

　パジャマ姿のクロハが同じベッドのすぐそばで横になっているから、クロハのいろいろなものが僕の五感を否いや応おうなく刺し激げきする。

　髪かみの毛けとシャンプーのいりまじったにおい。

　掛かけ布ぶ団とんにこもる体のぬくもり。

　ときおり聞こえてくる、何気ない吐と息いき。

　そういうものたちによって、僕の中ちゆう枢すうが高ぶりだしてしまう。当たり前だけど僕はオスでありクロハはメスだと思い知る……。

　僕はなんだか息苦しくなったので、パジャマのボタンを二つくらい外そうと、左手を動かし――うっかり、クロハの手を触さわってしまった。

「っ！」「……！」

　そんなの、ふだんならなんの意識もしない。小さいときに手はたくさん握にぎったし、今だって毎晩背中に触ふれているのだから、手ぐらい、どうってことない。

　しかし……、僕もクロハもやたらびくっとして、手をずらしてしまう。過か敏びんな反応をしてしまうのは、いつも以上にお互いが何かを意識しているということなんだろう……。

「……」

「……」

　僕は、ボタンを二つ外して、左手をベッドの上に置く。

　すると、また僕の手に、クロハの手――ほっそりした指が触れた。僕はびくっとしたが、クロハは、指を離はなそうとはしなかった。

　偶ぐう然ぜん触ふれたのか、それとも――？

　そのまま、数秒がたつ。

　博士の言葉を意識したあとに、クロハと手が触れたことは、驚おどろくほど僕の本能に訴うつたえるものがあったらしい。ますます息苦しくなって、全身が、皮ひ膚ふの下からカーっと熱くなっていく感覚がある。

　僕は雰ふん囲い気きに頭をやられているため、こんなことを考えてしまう。

　――ここで、手でも握ったらどうなるんだろう。

　なしくずし的に、何かが始まっちゃうんじゃないだろうか。

　……。

　それは良くない気がする。決定打を放つときは、きっちり自制して、迷いのない状態で放ちたい。だから僕は目をつぶって、安易に流されないよう自分を抑える。

　理性と本能がせめぎあって、もしかしたら本能が勝ってしまうかもしれないという危あやうい精神状態になったけど、ぎりぎり、理性がもちこたえる。

　やがて――理性と本能の衝突は終わることになる。

　思いもよらない方法によって。




　――かちゃり、とドアが開いた。




「――！」「!?」

　僕とクロハは、はじかれたように上半身を起こした。

　ドアのほうを向くと、廊下の明かりを背に誰かが立たち尽つくしている。

　僕は慌ててベッドから降りると、呆ぼう然ぜんと直立し、その人の名をうめく。

「ユズさん……どうして……」

　おかしい！　鍵かぎはきちんとかけていたはずなのに。部屋の鍵は僕しか持っていないはずなのに。なんでユズさんが！

　ユズさんは「失礼します」と断って、ドアの横にある電気のスイッチを押おす。灯ともった明かりはやたらと目にまぶしくて、僕とクロハを断罪するかのようだった。

　ユズさんの顔を見るのはためらわれた。どんな表情が貼はり付ついているのか、だいたい想像がついたから。だけど、否応なしに、明かりに照らされたユズさんの顔が目に飛び込んでくる。

　ユズさんは――。

　ほほ笑えんでいた。

　……完璧に予想外だった。僕とクロハが同じベッドで寝ている光景なんて、驚くほどでもないのだろうか……。

「いきなり入っちゃってごめんなさい。不思議なんですけど、なぜか、ギンさんの部屋に行かなきゃと思ったんです……」

「なんの前まえ触ぶれもなく、ですか……？」

「はい。ギンさんとクロハさんが大変なことになってるって、ひらめきがあって。それで、部屋の前にきたら、ドアが開いて……」

　……なるほど。

　不自然に、ユズさんが僕の部屋に行かなきゃと思ったり、鍵をかけたはずのドアが勝手に開いたり……普ふ通つうならあり得ないことだけど、誰かが、ちょっとした悪いた戯ずらをしてくれやがったわけだ。その相手に、僕は心当たりがある。

　イジィロさんと、その親衛隊だ。

　彼かれらにとってみれば、ユズさんを精神的にコントロールすることや、現代の鍵を開けることは、造作もないことなんだろう。

　イジィロさんにぜひこう言いたい。

　あなた、やることがせこくないですか!?　時代を超こえてやってきた、未来人のすることですか、これがっ！　クロハと僕が結ばれないよう妨ぼう害がいするにしても、もうちょっとやり方があるでしょう!?

「ユズさん……私、その……」

　ベッドにいるクロハは青ざめてしまい、それ以上の言葉が出ない。

　ユズさんはほほ笑んだままベッドのそばに寄ると、クロハに向けて、

「クロハさん。もう、困っちゃいますよ。わたし、知り合った頃ころに訊きいたじゃないですか。ギンさんのこと、好きなんですかって。どうして言ってくれなかったんですか？」

　確か、二十一世紀でユズさんと知り合った頃のことだ。クロハとユズさんが、ふたりきりで話しているところを盗ぬすみ聞ぎきしてしまったことがある。

　あのときクロハは、僕への好意を否定していた……。

「本当に参ってしまいますね。あのとき、クロハさんがあっさりと本心を言ってくれていたら――」

　……。

　僕はユズさんが笑っていることに違い和わ感かんがあった。もしかして、感情面もパンス党にコントロールされているのかと思った。

　でもそうじゃなかった。

「わたしは……こんなにまでなることはなかったのに…………」

　ユズさんの顔がくしゃりとゆがんだ。

　笑え顔がおの仮面に亀き裂れつがぱりぱりと入ってはがれおちる。虚きよ勢せいではない、本当のユズさんが仮面の下からあらわれる。

　ユズさんの碧あおい目に、涙が浮かんでいく……。

　何か言わなきゃ。何か言わなきゃ。クロハも真っ青になって黙っちゃってるし、僕がどうにかしなきゃ。

　だけど情けないが、僕は呆然とするばかりで、何も言えず……。

　すると、黙って僕とクロハを見つめていたユズさんは、ふらっとした足取りで、ドアのほうに向かう。

「……ごめんなさい。急にやってきて、失礼でしたよね。わたし、ちょっと、気分転てん換かんしてきますね……」

「気分転換……？」

「お外にいって、風にでもあたります。うん、そうします。そうしますから……」

　ユズさんはつぶやきながら僕の部屋から出て、階段のほうに向かっていく。自分の部屋に戻るのではなく、玄げん関かんに向かうらしい。

　このまま行かせていいのか……？

「ユズさん、待って。お願いだから、僕の話を」

「……」

　ユズさんは僕の言葉を無視し、足早に階段を駆け下おりていく。その背中が「ひとりにさせてほしい」と訴えている気がして、僕は追いかけられなかった。

　残された僕とクロハは、無言でユズさんの出て行ったドアを見つめてしまう。

　いきなりの出来事すぎて、嘘うそじゃないかとも思うけど、これは厳然たる現実だ。ユズさんに、クロハとのことがバレてしまった！

　どうしよう。気が動転する。ユズさんに対してどうしよう。クロハに対してどうしよう。ユズさんの口から家族に伝わったとしたら、両親やミルに対してどうしよう。

　冷静にならなきゃと思うけど、頭も心も、熱暴走寸前だ。

　そんな僕ぼくに冷や水を浴びせたのは、クロハの震ふるえた声だった。

「……ねえ、お兄ちゃん。ユズさんが外に行ったのって……」

「なんだ？」

「……まさかとは思うけど……絶望して……」

「……絶望？」

「……」

　クロハの青白い顔と、絶望という単語が引き金になって、ある言葉がフラッシュバックする。

　夏休みの海辺で、クロハが「友達の恋れん愛あい相談」という設定で僕に語ったことだ。お兄さんを好きな妹がいて、お兄さんを好きな友達もいて……。お兄さんと妹がラブな関係になってしまったら、お兄さんのことを好きなお友達は……。




　――絶望のあまり死んじゃうかもしれない。




「……クロハ、頼たのむからそんな馬鹿げたことは言わないでくれ。いくらなんでも、ユズさんがそこまで絶望するはずない」

「私だって考えたくない……。だけど、ユズさんはたったひとりこの時代に来て、お兄ちゃんの婚こん約やく者しやと言われて……ユズさんとしては幸せを感じていたときに、私たちのあんなところを見てしまった……それって……どう思う？」

　僕は首を横に振った。

「それだって、まさか、そんなことは……あり得ない。あり得ないよっ……」

　ユズさんが死ぬなんて！　そんなの駄だ目めだよ！　絶対に駄目だ！

　走そう馬ま灯とうのように、ユズさんとの思い出がよみがえる。二十一世紀で初めて出会って、一緒に二十三世紀にやってきて。笑ってるユズさんがほとんどだけど、泣いているユズさんもいて……。

　くそ、走馬灯って死ぬときに見るものだよな？　縁えん起ぎでもない！

　ふつふつとした衝しよう動どうが湧わき上あがってきて、僕は発ほつ作さ的てきに――部屋を飛び出だしていた。




　家の外に出ると、ユズさんの姿はすでになかった。

　どこに行ったのかまったく見当がつかないので、近所を犬みたいに探しまわる。

　クロハをひとり残してきたことは心配だけど……状じよう況きようが状況だ。ユズさんを早く見つけて、一緒に戻るしかない。

「……ユズさん、どうか早まらないで……」

　ユズさん、僕にとってあなたは大恩人なんです。僕は幼い頃、『おにあか』に希望をもらったわけだけど、その『おにあか』の元になった『あにマジまにあ』はユズさんが書いたのだから。ユズさんの思いに救われたと言っても言い過ぎじゃないんです。

　考えたくもないけど、恩人であるユズさんが僕のせいで命を絶ったとしたら……。

「僕も死のう」

　僕だけのうのうと生きていられない！　あの世で、ユズさんに詫わびよう。

　そんなことを本気で考えつつ、ユズさんを探しもとめた。十分、二十分、三十分――。なかなかユズさんは見つからなかった。

　焦あせって焦って、焦りまくって、やみくもに駆かけずりまわって、たどりついたのが、山を削けずってつくられた高台の公園で――。

「あ……」

　公園に足を踏ふみ入いれた僕は、思わず声を漏もらした。

　空に浮うかぶお月さまの下。街灯に照らされたベンチに、可か憐れんな後ろ姿が見えたからだ。




「ユズさん……良かった……」

「え？　ギンさん……？」

　僕は安堵のあまり涙ぐみつつ、ユズさんに、ずいっと顔を寄せて、

「自殺なんて駄目だ！　何を考えてるんですかっっっ!?」

「自殺……？」

「……あ」

　ユズさんのきょとんとした顔で、自分の軽けい率そつぶりを思い知る。僕は馬鹿だ。ユズさんが自殺しようとしているなんて、勝手な思い込みじゃないか……。

　ユズさんは苦く笑しようして、

「……わたしが自殺すると思ったんですか？　さすがにそこまで絶望はしていませんよ」

「す、すいません。そりゃそうですよね」

　僕は頭をかいて、ユズさんの隣となりに座すわる。

　横目でユズさんの様子をうかがうと、頬ほおに涙なみだのあとがあり、碧い瞳ひとみも真っ赤になっている。ただ、今はもう泣いていないようだ。

　たぶん、ここでいろいろと考え込んでいたに違ちがいない……。

「……」

「……」

　僕はなんと切り出していいか迷ってしまい、なかなか次の言葉をかけられなかった。ユズさんは黙って、高台の下に広がる夜の街に視線を向けている。

　僕とユズさんを、少し涼すずしくなってきた風がなでていく。

　このまま黙っているわけにもいかないな……。

「えっと、その……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　言ってから、自分の口下手ぶりにうんざりした。

「……。ギンさんにそう言わせちゃいましたね……さすがに、なんともない、なんてはとぼけきれないですよね……」

　ユズさんは強がろうとはしなかった。

「あれからここに来て、ひとりで考えていたんです。正直、ショックがなかったと言ったら嘘になりますけど……。でも、冷静になると……わたし、おふたりの恋愛にとやかく言える立場ではないんですよね」

「いや……。いろいろと曖あい昧まいなままにしていた僕が悪いんです」

　確かに恋愛は自由だろう。でも、僕はユズさんに「好き」と告白されていて、両親の考えも知っていたのだから。ユズさんにきちんと返事をしなかったのは、申し訳なかったと思う。

　ユズさんに、深く頭を下げた。

「ごめんなさい」

「ううん。ギンさんは悪くないです。……子作りの邪じや魔まをしてしまって、こちらこそ、本当にごめんなさい」

「子作り!?」

　つい、声が裏返ってしまった。

「……おふたりで、子どもをつくっていたんですよね？」

　僕は慌あわてて否定し、僕たちが何をしていたのかを説明した。

　クロハの提案で、毎晩『にくたいにかきっこ』で小説を創つくっていたこと。ふたりのルールで、みんなには内ない緒しよにしたこと。そのあと、クロハが僕の部屋で眠ることが多く、さっきもその状況だったこと。

「まあ……。わたし、すっかり勘かん違ちがいしていました……」

　ユズさんも自分の勘違いが恥はずかしかったのか、頬を染めていた。

「お父さんやお母さんが、わたしのことをギンさんの婚約者と言い出していましたし、わたしのことでクロハさんもかなり悩なやんだんでしょうね……。周りのことを考えたら、言い出せないのもわかります……」

　ユズさんが遠くを見るような目で言う。たぶん、クロハの気持ちを考えてくれているんだろう。

　ユズさんの沈ちん思しする横顔を見ながら、僕は思う。

　ユズさんは無事で、僕とクロハが子作りしていたという誤解も解いた。それは本当に良かったけど、一件落着したわけではない。

　むしろ、解決しなきゃいけないのは、ここからだ。

　僕とユズさん、そしてクロハ――。




　絡からみ合あった三色の糸は、どう解きほぐせばいい？




　僕たちは、幸か不幸か、それぞれの気持ちをほとんど知ってしまった。だから、答えを出さなきゃいけない。そのことから目を背そむけるわけにはいかない。

　たぶん、ユズさんも同じことを考えているはず……。

　ユズさんの様子をうかがうと、ユズさんはふたたび、視線を眼下に向けていた。つられて、僕も視線を下げる。

　高台の下に広がっているのは、これという特とく徴ちようのない街だ。点々と明かりがついているけど、きれいな夜景というほどではない。本当に平へい凡ぼんな、夜の住宅街にすぎない。

　ユズさん、妙みようにじっくりと街を眺ながめている。何か思うことでもあるんだろうか？　と顔をのぞきこむと、こんな話題を切り出してきた。

「ギンさん。ここが、ギンさんの育った街なんですよね」

「そうですね。十七年間住んでいる街です」

「あ、ううん、違いましたね」

　ユズさんは首を振ふって言い直す。




「――ギンさんとクロハさんの育った街、でした」




　その言葉で僕は追想する。

　サブリミナルみたいに、幼い頃のクロハ――今いる高台で、ぽつんとしている――が脳のう裏りに浮かんだ。

「ギンさんは小さい頃、どんなふうだったんですか？」

　ユズさんがそう言うので、僕は幼よう稚ち園えんの頃の話をした。まだ文学に目覚めておらず、普通の元気な子供だったと話すと、ユズさんは当時の僕を見てみたいと笑った。

「ちなみにその頃のクロハは、前も言いましたけど、問題児でしたね。しょっちゅう周りの子と衝しよう突とつして。今よりもっと頑がん固こだったから、手がつけられませんでした。まあ、兄としては放っておけなかったです」

　僕はいくつかのエピソードを披ひ露ろうした。僕がクロハの好きな近代文学の本に落書きをして大げんかになったことや、クロハがおねしょをしたので、僕がやったと嘘をついてかばったら、お母さんにはバレていたこととか。

　つい口がなめらかになって、話が長くなってしまった。その全部を、ユズさんはにこにことほほ笑みながら聞いていた。

　あれ……なんだか僕ばかり話しているぞ？

「……とまあ、僕らはそんなふうでしたけど。ユズさんはどうでした？　きっと、子供の頃から人気者だったんでしょうね？」

　ユズさんは笑って言う。

「その頃は孤こ立りつしてましたよ」

「……え？」

「幼稚園のときとか、遠巻きに見られていました。ほら、わたし、こうじゃないですか」

　ユズさんは髪かみの毛けと瞳を指さした。白人さんとのハーフだから見た目が少し違う、と言いたいようだ。

「当時、思ったんです。仲間外れにされるのって、わたしが純じゆん粋すいな日本人じゃないからなんだろうなって」

「そんなこと……」

　ない、とは言い切れなかった。外国人の増えた現代ではあり得ない感覚だけど、昔は差別というか区別は今より激しかったらしいから。髪の色だの目の色だので人を判断するなんて、昔の日本は未成熟なところが多々あったんだなと思う。

　そんなの偏へん見けんなのに。そういう考えって、僕はやっぱり好きじゃないな。

「でも、周りのせいにしちゃ駄目だと思ったので……いろいろ考えるようになって……それからは、中身を見てもらえるようになりました」

　そっか。ユズさん、苦労したんだな……。

　なんとか周りに馴な染じむため、人あたりのいい、誰だれからも好かれる人格を育てたんだろう。ユズさんは以前、そのことを他人の顔色をうかがうとかどうとか言っていたけど、それは立派なスキルだと思います。世の中を生き抜ぬいていくための。

　僕が感じ入っていると、ユズさんはそんなことはいいんです、とほほ笑んだ。

「ギンさんの話を聞いていて、しみじみと思いました。わたしはギンさんと知り合ってまだ数すうヶか月げつです。でも、この街には十六年の歳さい月げつがつもっているんですよね」

「……十六年」

　ユズさんは、僕とクロハが重ねてきた月日のことを言っているんだろう。

「そういう街なんですよね。ギンさんがもらわれてきて、クロハさんが生まれて――ある意味、おふたりが出会った街で。いろいろなことがあって、ギンさんが『おにあか』を読んで、夢を見つけた街でもあって」

　ユズさんが妙に甘あま酸ずっぱい言い方をするので、胸の奥おくがほのかに熱くなった。

　夢を見つけた街、か……。

「確かに『おにあか』を初めて読んだのは家なので、そういう表現もできますね……」

「ギンさんにとって『おにあか』のホミュラさんはとても大きな存在ですよね？」

「はい。今の僕があるのは、全すべてホミュラのおかげです」

「……」

　ユズさんは一いつ瞬しゆん、真ま面じ目めな顔になったが、すぐにほほ笑んで言葉を続ける。

「不思議ですよね。『おにあか』が歴史を変えたけど、その『おにあか』はいくつものささいな偶ぐう然ぜんが重なって誕生したんですから。もし、どこかで誰かが違う選せん択たくをしていたら、まったく違う世界になっていたわけですもんね」

「そうですね。そう思うと、本当に不思議だと思います」

「だったら、これから先のことも――ちょっとした選択で、決まっていくのかもしれませんね」

「運命の選択というやつですか」

「そうですね。本当にそう。だから――」

　ユズさんは一度目をつぶると、僕をまっすぐ見てきた。

　どきんとした。ユズさんの碧い瞳が、決意の色をたたえていたのだ。ユズさんは何かを口にするだろう。そしてそれは、とても大きいことのような気がした。

　僕は居住まいを正す気分で、ユズさんの瞳を見返す。

　何を言う気ですか？　ユズさん……。

　僕たちの間をすうっと夜風がふきぬけていったあと、ユズさんははっきりと言った。




「ギンさん、私を抱だきしめてください」




　……。

　どういう意図なのか、真意を完かん璧ぺきに理解することはできないけど。

　たぶん、ユズさんは――はっきりしろと、僕に問うているのだと感じた。

　ユズさんなりに、決着をつけようとしているんだ。

　ああそうですね。答えを、出さなきゃいけないですね……。

　――抱きしめて。

　ここで僕がユズさんを抱きしめたら――未来が『確定』するんだろうか。僕とユズさんの未来になるんだろうか。

　ユズさんの隣に、ずっと僕がいるんだろうか。

　あらためてユズさんのことを思う。

　明るくて、穏おだやかで、誰からも好かれるユズさん。太陽のようなユズさん。

　その社交性や順応性は、生まれつきのものではなく、ユズさんが生きていくために身につけた武器だ。

　そういうものを身につけなきゃいけないほど、いろいろ辛い思いをしたんだと思う。両親に冷れい遇ぐうされたり、周囲の偏見と闘たたかったり……。

　心の底から、幸せになってほしいと思う。

　だけど、こうも思ってしまう。

　少なくとも、ユズさんは武器を持っている。

　そして、世の中には悲しいくらい、その手の武器を持っていない人間もいる。

　うまく人と接することができず、すぐ自分の世界に閉じこもってしまう……。




　――僕の妹クロハだ。




「……」

　ユズさんは黙だまってじっと僕の顔を見ていたが、ふふっと笑うと空を見上げた。

　黄こ金がね色いろのお月さまが僕たちを見下ろしている。

　ユズさんは顔を空に向けたまま、つぶやく。

「……うん。ギンさん、わたしはっきりとわかりました」

　何かを悟さとったような、諦あきらめたようなその声こわ色いろと表情で、僕は、ユズさんが答えを出したんだと気づいた。

「これは……長期戦ですね」

「長期戦？」

「はい。今は数ヶ月と十六年でも、百年たったら百年対百十六年です。大した差じゃなくなりますから。その間にいろいろと研究して、攻こう略りやくしちゃいます」

「……」

　さすがに百年うんぬんは冗じよう談だんだろう。ただ、ユズさんは僕と今すぐどうこうなろうという気持ちは、押おし殺ころしたようだった。

　絡み合った三色の糸のうち、一本がひゅるりと離はなれていった気がした。

　切ないけど、僕に何かを言う資格はない。だって、そうさせたのは他ほかならぬ僕なのだから。

「ユズさん、その……」

　ごめんなさいと言いかけたけど、謝あやまるほうがひどいと思ったから、そこで言葉を切った。

　するとユズさんは淡あわい笑えみを浮かべて、

「いいんですよ。少なくとも今は、ギンさんはホミュラさんのものだと実感しましたから」

　え？　僕はホミュラのもの？

　ホミュラの容姿モデルはユズさんですよね？

　それに、ホミュラの思いもユズさんのもの…………ですよね？

　ホミュラのものってことは、わたしのものってことですか？　でも他の人のものみたいな口ぶりですけど……。

「どういう意味でしょう……？」

「……本人に言うなと口止めされたので、言いません」

　？？？

　ユズさんはふたたび空を見上げて、独り言のように言う。

「長期戦に備えて、何か目的を持ちたいです。この時代で生きていく目的」

　その言葉には、前向きな力がこもっていた。

　僕は恥ずかしくなった。ユズさんが絶望して自殺だなんて、失礼なことを思ったもんだ。ユズさんはそんな弱っちい女の子じゃなかった。

　僕よりも、クロハよりも、強い人だ。

　ユズさん。あなたを抱きしめられなくてごめんなさい。

　ただ、僕にできることがあれば、力になります。この時代で生きていくことを、全力でサポートします。

　だから、抱きしめることはできなかったけど――。

　僕ぼくはユズさんに腕うでを差し出した。

「まあ。ギンさん、なんですか？」

「握あく手しゆしましょう、ユズさん」

　ユズさんは僕の差し出した手をまじまじと見つめていたが、くすりと笑うと、そっと握にぎってくれた。

　そして――ぐいっと僕のことを引っ張った。僕は体勢を崩くずしてしまい、顔がぐぐっとユズさんのほうに寄っていく。

「……えっ？」

　戸と惑まどいつつユズさんの顔を見ると、

「クロハさん、ごめんなさい。どうか許してください。もうこんな悪いことは、しませんから。ちょっとだけ、思い出をつくらせてください」

　ユズさんはそう言って――。

　僕の頬に唇くちびるを押し当あてたのだった。
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　僕とユズさんは、そのあとすぐに帰宅した。

　帰り道。

「ねえギンさん。わたし、ギンさんとクロハさんのことは誰にも言わないですから『かんじよむ　いもうと』をクロハさんと創ることは続けてください」

　ユズさんはそう言ってくれた。

　クロハとどうするかは別として、ユズさんの思いやりが身に染しみた。なんて器が大きいんだ。

　さっき、ユズさんを抱きしめられなかった僕は愚おろかだろう。でも、何かを決断するのって、理り屈くつだけじゃないからなあ……。

「ギンさん、あらためて、これからもよろしくお願いしますね」

　もちろんです。僕はこんなヤツですけど、こちらこそよろしくお願いします。

　家に着くと、ユズさんは自分の部屋に戻もどったため、僕もいったん自分の部屋に戻る。

　クロハの姿はなかった。

　念のためクローゼットの中を確かく認にんすると、《ぐうー……》と眠ねむっているカブゥロさんがいるだけで、クロハはいない。

　自分の部屋に戻ったのかと思い、クロハの部屋に行くと……ここにもいない。

「しまった……」

　激しい後こう悔かいの念が沸わく。ユズさんを放っておけなかったとはいえ、クロハから目を離しすぎた。クロハも一いつ緒しよに行動するべきだったんだ……。

　とにかくクロハと合流しないといけない。クロハが向かいそうなところはユズさんの部屋か？　ユズさんが帰ってくるのを待っていたとか？

　激しく焦あせりながら、クロハの部屋を出ようとして――。

「なっ……」

　僕は凍こおりついてしまった。




　――部屋の中央に、浮ふ遊ゆうするパンストが出現していた。




《お久しぶりデス。『偉い大だいなる父』よ》

　聞き覚えのある、男性ボイス。

「……イジィロ、さん……」

《もう二度と会うことはないと思ったデスし、そうあるべきだったのデスがね》

　イジィロさんの声が硬かった。明らかに、親しくしようという声色じゃない。

《ミロクイン・ユズをぶつけたのは、効果がないどころか、むしろ逆効果になったようデスね。マア、さすがに本気でどうこうなるとは思ってませんでしたデスが》

「……やっぱり、あなたの仕し業わざだったんですね……」

《そうデス》

　以前はそこまで思わなかったけど、空中に浮うかぶパンストという絵面は、凄すさまじく異形っぽい。僕たち人間とは明らかに別種の生命体だと実感し、おののきそうになる。

　だけど――彼かれらとはコミュニケーションがとれる。

「イジィロさん、聞いてください。僕はあなたがたを消さない未来を選択したいと考えているんです。話し合いましょう」

《……》

　イジィロさんは黙ったまま、ふよふよと僕に近づいてきた。

《何か良い案でもあると言うのですか？　『偉大なる父』よ》

「……」

　結論から言うと、ない。

　考えればありそうな気もするけど、そのことをじっくり考える余よ裕ゆうがなかった。

《……。話になりませんデス。ならば、ワタシたちの記き憶おく操作を受け入れ、何もかもリセットし、『正しい歴史』を歩むべきデス》

「それは……」

　うんとは言えない。

　僕はもう事情を知りすぎてしまった。知らなければ、ただ流されても良かったかもしれないが、知った今は、自分の手で未来を選択したい。

《その反応……。答えは否いなということデスか。どうやら手て遅おくれのようデスね。ならば、こちらも考えがあるのデス》

　イジィロさんは、すうっと舞まい上あがり、くるんと旋せん回かいして、宣告した。




《イモセ・クロハを消しましたデス》




「なっ……!?」

　とっさに言葉が出ず、口を半開きにしてしまう。

　そんな僕の前で、イジィロさんは――姿を消した。

　……。

　残された僕の脳内を、イジィロさんの言葉がぐるぐるとまわる。

　クロハを消すだって？　できるはずがない。

　僕たちは博士の発明品の力で守られているのだから。パンス党の干かん渉しようをガードすることはすでに実証済みで、もし、彼らの特とく殊しゆ能力が効くのなら、真っ先にクロハの精神をコントロールしようとするだろう。そうしないのは手を出せないからに違ちがいない。

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、と自分に言い聞かせる。絶対、ただの脅おどしだ。

　だけど……言いようのない不安が首をもたげる。

　相手は人知を越こえた未来の存在だ。予想もできない力をもっているかもしれない。こうしている間にもクロハが……。

「クロハ！」

「きゃっ」

　……。

　……え？

「ちょ、ちょっと。お兄ちゃん、夜中よ!?　声大きい」

　背中から耳慣れた声がするので振り向むくと、いつものブラウスにスカートを着たクロハが立っていた。

　クロハ！　無事だったか！

　ほっとしたものの、まだ安心はできない。

　僕はクロハの肩かたをつかんで、

「おい！　何かおかしなことはないか!?」

「も、もうなんなのよ。おかしなことなんてないわよ……」

　僕は、クロハが精神をいじられていないか確かめるため、矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせた。クロハは質問全てにしっかり答えてくれたし、体にも変わったところはないようだった。

「……驚おどろかせやがって」

　まったく、何がイモセ・クロハを消しましたデス、だ。こっちには博士の発明品があるから、クロハを消すなんてできっこないんだ。また何かしてくるっていうなら、してみろ。何をしようと、僕が絶対にクロハを守るからな！

　僕は内心で燃えさかったものの、事情を知らないクロハは、

「そんなことより、お兄ちゃんどうしよう……。ユズさん見つからないのよ……」

　僕が部屋を飛び出だしたあと、クロハも外に出てずっとユズさんを探していたらしい。いくら探しても見つからないので家に戻ってきたんだそうだ。

「それならもう安心だ。ユズさんは部屋に戻ってるよ。僕が見つけて、話をしたんだ」

「……え？」

　かいつまんで顛てん末まつを話すと、クロハは、心の底からほっとしたようだった。みるみる目に涙なみだが浮かんでいく。

「……良かった……私、ユズさんに何かあったらどうしようって……」

　クロハがユズさんに謝りに行くと言うので、慌あわてて止めた。話すにしても、今夜はもうやめたほうがいいだろう。

　とりあえず……ユズさんは無事で、クロハも無事だ。イジィロさんのことは気になるが、さすがにひと息つけるかな。

　そう思ったのだけど……甘あまかったようだ。

　涙ぐんでいたクロハが小さくうなずくと、僕を真正面から見み据すえてきた。最近では、いちばん力強いまなざしだった。




「……お兄ちゃん、この一ヶか月げつありがとう」




　不意打ちだったので、反応が遅おくれた。

「…………。どういうことだよ？」

「もう、全部、やめましょう。今回のことは私の責任よ。私がもっと理性的だったら、ユズさんにダメージを与あたえることもなかった。ユズさんに見つかった以上、あんなことを続けるわけにはいかない。さすがに私もそこまで馬ば鹿かじゃないから」

　クロハは、ふたりで『かんじよむ　いもうと』を書くのは終わりにしよう、と言いたいようだ。

　クロハの性格を考えると、今回の一件でこう決断するのは当然と言えた。確かに、ユズさんの気持ちを考えればこそこそ続けるのは良くないだろう。

　でも……全部投げ出すことはないんじゃないか？

「隠かくれて『にくたいにかきっこ』をするのはやめるにしても、一緒に『かんじよむ　いもうと』は創つくろうよ。それくらいはいいだろ？　ユズさんも、それは続けてほしいと言ってくれてたんだ」

「……。駄だ目め、けじめなのよ」

　そう言うけどさ、僕のなかでは『かんじよむ　いもうと』への意識はすっかり変化してるんだよ。もう、ひとりで書いていた身辺録ではないんだよ。

「あれは僕とクロハの作品だと思う。言うなればふたりの子供だぞ」

「子供って……やめてよ。馬鹿……」

　クロハは頬ほおを染めて目を伏ふせる。

　ここでクロハが「そうね、私はお兄ちゃんが好き！　楽しく一緒に小説創りましょう」とか言う性格だったら、簡単にことはおさまる。しかし、我わが妹はそう単純な脳内構造をしていないので、眉まゆ尻じりを下げこんなことを言ってくる。

「お兄ちゃんにも迷めい惑わくかけたわよね。本当にごめんなさい……」

　こらっ。お兄ちゃんが聞きたいのはそんな言葉じゃないぞ！

　今さらやっぱりナシなんて、そんなの許さないんだからな。僕はお前と、小説を創りたいんだ。

　なんとか説得しようとまた口を開きかけたとき――背後の階段から足音が聞こえた。

　振り向くと、ネコミミベレーをぴこぴこ揺らしながら階段を上ってくるミルの姿が見えた。機嫌が悪いらしく、やたらと硬い顔つきをしている。

「ミル……うるさくて起きちゃったのよね？　ごめんなさい」

「……」

　クロハのお詫びに対し、ミルは視線を返そうとすらしなかった。いくら怒っているとはいえ、クロハを完全に無視するなんて珍しいな。

「ミル。ずいぶん怒っているようだけど、怒るなら僕に怒りなさい。騒いだのは僕だ」

「怒ってるんじゃない」

「怒ってない？　……あ、わかった。僕たちがケンカしてるって心配したんだな？　ケンカなんてしてないから安心しろ。僕たちは仲良しだぞ」

「……。それも違う」

「……じゃあなんだ？」

　僕がそう言うと、ミルは腕をすっと上げクロハを指さした。

　そしてやや不ふ審しんそうな声色で、驚くべきことを口にしたのだった。




「――にぃ。そのおんな、誰だれだ？」





＊






　――二十三世紀、某ぼう日じつ。クロハの部屋。




「クロハ、ユズさん。オオダイラ・ガイアワーの時間です！」




■特別収録　『オオダイラ・ガイアワー』　２２０２年９月８日放送回




　ゲスト　ハルカ・ハルカ（作家）


イモセ・ミル（小学生／イラストレーター）






『リスナーからのお便り紹介コーナー』




◆『厨二な日本』

　いまでこそ日本は『萌もえ』――二次元美少女の文化が盛んになりましたが、学者が言うには『厨二』文化になっていた可能性もあると言います。もし日本が厨二文化となっていた場合、どのような世の中だったのでしょうか？


（クマモトけん　れきし☆ろまん　１２さい）
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オオダイラ「ハルカ君、ちょっと実演してあげようじゃないか。厨二といってもいろいろあるけど、わかりやすいアレで」

ハルカ「けっこうですぞ」

オオダイラ「――『黒衣の宰相』の二つ名を持つ総理大臣・皇スメラギ燐昰リンゼは紫紺の双眸に焰を宿らせて、国会議事堂――エデン・パルテノンに降臨した」

ハルカ「皇スメラギは、腰に帯びていた銀刃の長刀《村ムラ正マサ》を頭上に掲げ――」

オオダイラ「粛然と宣告する。『消費税率を一パーセントアップします』」

ミル「なんで台せり詞ふは普通なんだ」

ハルカ「その様子を幽鬼のような面差しで物陰から見つめる野党『ダンテ機関』の首しゆ魁かい、『隻眼』ヴェルゼル・狼ろう牙が・ビオネイト」

オオダイラ「ヴェルゼルは苦吟しながら隻眼を開く。その刹那――皇スメラギへの宿怨を具現化した炎、《幻魔炎フアントムフレア》が発動した」

ハルカ「《幻魔炎フアントムフレア》が空気を焦がす。ヴェルゼルの意志、いや野党『ダンテ機関』の伏魔殿ネオ・カテドラルの地下に鎮座する、知性をもつ水晶・『黒邪ルシフアー晶クリスタル』の意志をエデン・パルテノンの内壁に文字として刻んでゆく――『消費税アップをする前に、景気の回復を目指すべきです』」

ミル「いつまで続くんだ、これ」







第五章　ひとつ







　クロハが消された。

　みんなの、記憶から！

　ミル。

「おまえ誰だ？　にぃに馴なれ馴れしくするな。殺すぞ」

　ユズさん。

「ギンさん。おはようございます。…………！　あ、あの、そちらはどちら様ですか？　え？　……妹……？　お、お母さん、お父さん！　ギンさんがおかしく――」

　オオダイラ先生。

「ギン君。君はミルちゃんという唯ゆい一いつ絶対の妹がいるというのに、そんなアダルトすぎる妹までいると主張するのかね？」

　アマネコちゃん。

「兄さま、お電話ありがとうなのです！　……へ？　……クロハを知ってるか？　もう兄さまったら……。わたしは下着も水着も黒派だって知ってるくせに……」

　クロハを消すと宣言したイジィロさんの狙ねらいは、クロハ本人ではなかった。

　博士の発明品でガードしているから、クロハには手を出せない。それはイジィロさんたちもわかっていたらしく、彼らが狙ったのはクロハの周りにいる人たちだった。

　両親、ユズさん、ミル、オオダイラ先生、クラスメイト、学校の先生、アマネコちゃん、アマネコちゃんのお爺じいさん……。

　みんなの記憶から、クロハが消された。

　しかしだ。僕は慌てなかった。こちらには博士の発明品がある。記憶を戻すため、博士のパンツを先生にかぶってもらった。僕のときは、これで記憶が戻ったんだけど……。

　先生の記憶は戻らなかった。

「どうして……？」

《……兄者も対応してきたのですよ。通常のものより強い記憶操作をかけて、簡単には解けないようになっています》

　……やられた。

　そうか……。親衛隊を連れてきたのは、イジィロさんだけでは発揮できないような、強い能力を使うためか……。

　なぜ、イジィロさんはこんなことをしたのか？

《……兄者は……交こう渉しよう材料に使うつもりかもしれないです……》

　――周囲の記憶を戻してほしければ、言うことを聞け。

　いずれ僕に接せつ触しよくし、そう提案してくるだろうとカブゥロさんは言う。

　ならば、このままイジィロさんが接触してくるのを待つか？　おとなしくイジィロさんの提案をのむ？

　それも頭をよぎった。イジィロさんの記憶操作を受け入れて、『正しい歴史』を歩む。本来の「ルート」に戻るのだから、間ま違ちがった選せん択たくとは言い切れないだろう。

　でも……。

「嫌いやだよ、そんな押おしつけは！」

　僕だけならまだしもクロハの未来まで決められてしまう。いや、僕とクロハだけじゃない。僕の周囲みんなと言ってもいい。

　自分たちのことは自分たちで選択したいんだ。

　だから僕たち兄きよう妹だいは、残された希望に会いに行く。

　彼かの女じよは僕たちと同様に干渉をガードしているから、クロハを忘れることはない。今朝、電話で話したときもそれは確認している。

「なるほどな……。連中はそんな手を使ってきたか。イモセ君、緊きん急きゆう事態だし学校なんて行ってる場合じゃないのだ。一緒に対策を練ろう。クロちゃんを連れて早くアタシの研究所に来るのだ！」




　トウキョウ行きの電車にクロハとふたり乗り込んだ。

　ボックスシートの向かい側にクロハがいて、窓の外にちらっとフジサンが見えたけど、高速で視界から流れていって――。

　このシチュエーション、なんだか既き視し感かんがあった。いつだったか、クロハとふたり電車に乗ってトウキョウに向かったことがあったよな。あのときと違って空は曇くもっているけど、ほとんど同じシーンだ。えーと、あれは確か……。

「あ、そうか、オオダイラ先生に、初めて会いに行ったときだな」

「…………あったわね、そんなこと」

　僕ぼくはつとめて明るく言い、ボックスシートの向かい側に座すわるクロハに目を移した。

　クロハはうつむきかげんで、生気がない。

　そりゃそうだ。自分のことを周りのみんなが忘れているんだから、元気でいられるはずがない。

　ゆうべから今朝にかけて、事態が明らかになるにつれ、クロハは激しく動どう揺ようした。

「…………お兄ちゃん、どういう、ことなの？　何が起きてるの……？」

　全身を震ふるわせて、呆ぼう然ぜんとつぶやくクロハが痛ましかった。

　よっぽどクロハに全すべての事情を話そうかと思ったけど、結局――僕は言わないことを選択した。

　全てを明かせば、クロハは確実に、『正しい歴史』を歩もうと言い出すだろう。イジィロさんの言いなりになることを選ぶだろう。それは避さけたかったのだ。

　僕たちにはまだ博士という切り札がある。博士と協力すれば、どうにかできるかもしれない。クロハには悪いけど、真相を明かさないまま事態を解決したい。

　家族の目もあって、家にとどまりづらかったため、僕は手短に荷物をまとめ、クロハを連れて家を飛び出た。預金通帳はしっかり持ったし、いざというときのサバイバルキットも準備している。

「にぃ、どこ行く気だ？」

「ギンさん、あの……その人、凄すごくきれいな人ですけど……ギンさんとどういう仲なんですか？　一緒にどこか行かれるんですか？」

　準備をしている最中、ミルやユズさんからそんなふうに声をかけられた。まともに話をしている余裕はないし、したとしても信じてもらえるわけもない。僕は「友達と観光に行く」と置き手紙を残し、強ごう引いんに家を出るしかなかった。

　まるで、兄と妹の――逃とう避ひ行こうだった。

　正統派文学では周囲――家族が多い――の反対にあった兄妹が、手に手をとって逃にげるという展開がよくある。ある意味、今の僕たちもそれかもしれない。

　僕たちが逃げる相手は――『正しい歴史』だけど。

　クロハは電車に乗ったあと、ほとんど口をきかず、何か考えているふうだった。何度か明るく振る舞って話しかけたが、反応はかんばしくなかった。

　無理もない。トウキョウまで静かにしているか……。

　そう思ってふたたび、窓の外に広がる曇った空を見たときだった。

「ねえお兄ちゃん……」

　クロハが細い声で話しかけてきた。

「ん？」

「みんなに忘れられるなんて、きっと天てん罰ばつよね」

「天罰？」

「あんなこと、してたから」

「……小説を創っていただけだろ」

　なんで罰ばつを受けなきゃならない？

「……」

　クロハはそれきり黙だまって、物もの憂うげに窓の外を見た。

　……。

　小説を創っていただけ、か……。

　確かに僕たちは、小説を一いつ緒しよに創っていただけの兄と妹だ。どう見たって、ただの兄妹じゃない雰ふん囲い気きがあったとしても、毎晩兄が妹の肌はだに触ふれていたとしても……お互たがい、はっきりした意思表示はしなかった。

　でも、僕はもう無む邪じや気きに「（二次元の）義ぎ妹まいっていいよな」なんては言えない。その台詞が、クロハの心をかき乱していたんだろうと気づいてしまったから。

　いまだ最後の一押しがないとはいえ、僕たちの関係は、初めてオオダイラ先生に会いに行ったあのときとは怖こわいくらいに変化しているんだよな……。

　僕がそんなことを思いながらクロハの端たん整せいな顔を見つめていると、クロハは不意に目をつぶった。

「お兄ちゃん……私、少し眠ねむりたい。トウキョウについたら起こしてくれる？」

「ああ、わかったよ」

　ゆうべから一いつ睡すいもしていないので、相当疲つかれがたまっているよな。すぐトウキョウついちゃうけど、それまで休んでるといい。

　クロハはふう、と疲ひ労ろうのにじんだ息を吐はくと、シートに深く身を沈しずめた。

　そして、目を閉じたまま――僕の心臓をえぐる一言を発したのだった。

「……お兄ちゃん。私に何か隠してない？」




《……心中、お察しします》

　わかってくれますか？　カブゥロさん。

　クロハの鋭するどい一言には焦あせったけど、「何も隠してないよ」と答えると、クロハはそれ以上は何も言わず、すぐに寝ね息いきをたてはじめた。

　クロハが眠ると、カブゥロさんがポケットの中から声をかけてきた。

《アナタの考えるとおり、イモセ・クロハに全てを明かせば、『正しい歴史』を歩むと言うでしょおね。短い時間観察しただけですけど、そぉいう性格だってわかります》

　ですよね。……でも、あなたにとっては、僕が『正しい歴史』を歩んだほうが都合がいいんじゃないですか？

《マア、ソレはそうなんですけどね。でも、アナタはワタシたちを消したくないと言ってくれてますし……。できたら、アナタもワレワレも、お互いが望ましい着地点を見つけられたらと思います》

　僕の中で、パンス党を消したくないという思いは、だんだん強くなってきている。

　こうやってカブゥロさんとやりとりをしていると、人間とパンス党は通じ合えると実感するからだ。

　みんなで話し合えば、うまい方法を見つけられそうな気もするんだけど……。

　最大のネックが――イジィロさんだ。

　イジィロさんはとにかく『正しい歴史』にこだわっている。

《兄者があそこまでこだわる理由は、ヤッパリ――「○あーしゆ」でしょおね》

　日本語は大陸から伝来した漢字によって生み出され、そこからどんどん独自の発展をした。最終的には、漢字という古きくびきから解き放たれて「○あーしゆ」となり、よりビジュアル的な言語である「○あーしゆ」は世界を席せつ巻けんする。

《他国の影えい響きようを脱だつしてオリジナルを生み出し、そのオリジナルが世界に認められる。ナショナリストの兄者が心しん酔すいするにはじゅうぶんなストーリーなんですよ》

　イジィロさんにとって「○あーしゆ」はただの言語ではない。

　国の象しよう徴ちようであり、文化の象徴であり、パンス党という種の象徴でもある。

《一言でいうなら――文明の象徴ですかねえ》

　だから、漢字から「○あーしゆ」へと至る歴史を死守しようとする。

　文学が文化を生み、文明へと育つ、その流れを大切にしようとする。

　イジィロさんには、イジィロさんの思いがある……。

《そのきっかけはアナタですよ、『偉い大だいなる父』よ。アナタのつむいだ物語が、ワレワレや「○あーしゆ」を生んだのですから》

　はは、いまだに信じられないですけどね。

　僕は妹との関係にあたふたする、ただの男子高校生ですから。

　僕の物語が、未来をつくったなんて――。

　…………。

　……ん？　僕の物語が未来をつくる……。

　…………。

《ドウシマシタ？》

　ねえカブゥロさん。思ったんですけど……。未来をつくったのは、僕ではなくて僕の物語なんですよね？

《ソウデス》

　だとしたら……僕自身は『正しい歴史』を歩まなくてもいいんじゃないんですか？　僕がどんな人生を過ごしても、「○あーしゆ」やあなたたちが生まれる未来ができれば、それでいいんじゃないですか!?

《……。兄者はともかく、ワタシはそれでじゅうぶんです。ただ、結局、アナタの物語はアナタ自身とは切きり離はなせないと思いますが……》

　クロハが狙われているのは、僕が誰と結ばれるという極きわめて個人的なことと、未来へ至る歴史という巨きよ大だいなことが、リンクしてしまっているからだ。

　そこをうまく、切り離すことができれば――。

　……。

　何かをひらめきそうなんだけど、一ひと押おし足りない。だったら、アレをしよう。

　ねえカブゥロさん、僕、考え事するとき、たまにすることあるんですよ。それをしてもいいですか？

《ナンデスカ？》

　パンストをかぶるんです。

　僕はポケットの中のカブゥロさんを引っ張り出だして、かぶった。

《なっ、えっ、ちょ、そんな!?　それってワタシたちにとっては――》

　カブゥロさんを僕に装着したとたん、頭のなかに何かが流れ込んでくる感覚があった。　たぶん、僕の頭と、カブゥロさんの精神のどこかが同調したんだろう。

　脳のう裏りに、映像が浮うかぶ。

　カブゥロさんが何かを読んでいる。現代では見慣れないけど、僕にとっては異和感のない文字列――。




　[image: ]




　――「○あーしゆ」だ。

　僕の記号文がもとになって生まれる、未来の文章だ。

　イジィロさんにとっては、僕の小説がクロハの影響を受けて、「○あーしゆ」のもとになる記号文を書かなくなったり、主人公がパンストではなくなったりすることが問題なんだ。

　ならば、僕が何を書いても、そういう物語が誕生すればいいんじゃないか？　今、脳裏に広がっている「○あーしゆ」が生まれる土台さえあれば……。




　何かひらめきそうな、そのときだった。

《い、『偉大なる父』よ……。に、人間がワタシたちをかぶる。そ、それがどういう意味かおわかりですか……？》

　カブゥロさんが、必死に何かをこらえているような、くぐもった声をかけてきた。

　かぶる意味と言われても……僕にとっては日常的な行こう為いなのでわからないですが……。

《そ、そうですか。じゃあ、お、教えましょお……》

　カブゥロさんはいったん言葉を切ると、声を弾はずませる。

《性せい行こう為いにゃん！》

　……。

　…………え？　にゃん？

《もお、ホント、ギンギン、強引なんだからあ……でも、それがいい。ああん、ワタシ、いっちゃうよぉ……》

　く、口調ががらっと変わってるぞ！

　僕は驚おどろき、慌あわててカブゥロさんを脱ぬぐ。

《もうビックリ。突とつ然ぜんなんだもん……。……でも、情熱的でステキだった……。いろいろ漏もれちゃったじゃない……》

　確かに、カブゥロさんの体から僕の頭に漏れ出でたものはありましたけど……。

《ヤッパリ、ワタシ思うの。生命と生命のコミュニケーションって、行き着くところはふれあいだって。性行為って、究極のコミュニケーションでしょお？》

　お子様の僕にはよくわからないぞ……。

　ひとつ質問したいんですが、なんでそんなにしゃべり方が変化してるんですか？

《そぉいうことしたんだから親しいカンジになるのは当然でしょお？》

　それにしたって変わりすぎな気が……。

《ナイロンって燃えやすいから、パンス党は一気に燃え上がるの！》

　……。

　と、とりあえずカブゥロさんのことは置いておくとして。

　これからどうするか、博士にいろいろ相談してみよう。博士と話していれば、ひらめきかけたアイディアも形になるかもしれない。

　僕は、静かに眠るクロハの寝ね顔がおに目をやる。

　――何があっても、お前を守るからな。

　僕は自らを鼓こ舞ぶする。心を押しつぶしそうな不安感を、かろうじて飲み込む。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　博士がなんとかしてくれる。

　博士と一緒なら、打開策を見いだせる。

　博士は天才だ。僕なんかと違ちがって、正しよう真しん正しよう銘めいの天才なんだ。

　そう、博士なら……。

　――。




「――こちらの美少女は、誰だれなのだ？」

　悪あく魔まは先回りしていた。




　チョウマバヤシ博士の研究所。

　扉とびらから顔を出した、博士の放った一言が、それだった。

　僕の後ろにいるクロハが、息をのんでいるのがわかる。僕は呆然として、博士の童顔を凝ぎよう視ししてしまう。

　ん？　と大きなまなこを輝かがやかせて、屈くつ託たくなく僕を見上げる博士。

　嘘うそだろ、どうして!?　博士は僕たちと同じく、パンス党の干かん渉しようをガードしていたはずじゃないか！　朝、電話をしたときはちゃんと記き憶おくがあったのに！

《……ギンギン、あのね、記憶操作や肉体操作は、対象と接触した状態で行うことで、最大限のパワーを発揮できるの。タブン、ソレでチョウマバヤシ・メグリのガードをつき破ったんだと思う……》

　でも……。それなら僕たちにも同じことを仕し掛かけてくるんじゃ？

《それだけではガードの効果は破れない。もうひとつ、条件があるの。対象の精神がいちじるしく不安定になっていること》

　……博士は極きよく端たんに情じよう緒ちよ不安定になることがあって、そのスキをつかれたと？

「博士、今日、何か極端に落ち込んだこととかあります？」

　すると博士は、よくぞ聞いてくれたのだ、と大げさに嘆なげき、

「買おうと思っていたゲームの予約が締しめ切られていたのだ。予約特典が手に入らないのだ。泣くしかないのだ……」

　……。

　スキをつかれた原因は、それですか。

　博士は立たち尽つくすクロハを興味深そうに見て、「すごい美人なのだ」と感かん嘆たんしている。くそっ。完全に、忘れ去っているようだ……。

「……博士、ひとつ聞きます。パンス党って知ってます？」

「パンスト？　もちろん知ってるのだ」

「パンストじゃなくて、パンス党です」

「あのなあ、くだらないダジャレはよすのだ。面おも白しろくないぞ？」

　……なんてことだ。クロハのことだけじゃなくて、パンス党のことも記憶から消し去られている……。

　僕は唇くちびるを噛かみ、拳こぶしを握にぎりしめた。

　博士は、せっかく遊びに来たんだし、アニメでも観みるか？　平成時代の古典をアーカイブから引っ張りだしたのだ。エンディングの女の子ふたりがまたセクシーで……などと言っていた。

　僕の頭には、もうまともに博士の言葉が入ってこなかった。

　そのとき僕の目に映っていたのは、重っ苦しく曇ったトウキョウの空と――。

　死にそうな顔をしたクロハだった。




　ぽつぽつと降ふっていた雨は、いきなり、土ど砂しや降ぶりになった。

　雨具を持っていなかった僕とクロハは、いいように雨の餌え食じきとなる。

　慌てて雑居ビルの軒のき先さきに向かったが、ふたりとも頭からつま先まで濡ぬれねずみだ。

「傘かさを買っておけば良かったな。しばらく、ここで雨宿りするか？」

「そうね……。そういえば、お母さんに送ったメール、返事きた……？」

「ああ。とりあえず僕を信じるから定期的にメールしろって。それと……びっくりするくらいきれいなお嬢じようさんだったけど、絶対、早まったことするなだって」

「……反応に困るわね……」

　お母さんからのメールで、みんながまだクロハを思い出していないことがわかる。

「次、どこ行こうか？　そろそろいい時間だし、夕ご飯でも食べるか？　トウキョウならではのご飯ってなんだろうな？」

「……。ごめんなさい。特にリクエストは思いつかないわ……」

《ギンギン、ワタシ、次はシブヤに行ってみたい！》

　カブゥロさんすいません。妹と話しているときはちょっと黙っててもらえませんか。

《もうわかったわよ。ギンギンのばか》

「クロハ、行きたいところは？」

「……」

　クロハは困った様子だった。この状じよう況きようで行きたいところと言われても、気が乗らないのは当然だろう。

　博士という拠より所どころを失った僕たちは、カブゥロさんの《こうなったらヤケよギンギン。トウキョウ観光しよう》という提案に従い、ふらふらとトウキョウの街に繰くり出した。

　もちろん、そんな気分ではないし、なんとかしなきゃという焦りはあった。だけど、手の打ちようがないし、じっとしていると気が変になりそうだったのだ。

　僕たちは『トウキョウタワーねくしあ』にのぼったり、アキハバラで二次元総理ニャモちゃんのグッズを買ったり、『メグロしょくしゅかん』に行ったりした。

　以前、オオダイラ先生に案内してもらった博物館にも行った。あのときと同じ「へいせいてん」が催もよおされていて、平成期の大衆文化が紹しよう介かいされていた。

　庶しよ民みんの生活を再現した等身大の模型があって、「お兄ちゃんの童どう貞ていは私で捨てるべきよね」という、前と同じゲーム画面の文章を目にした。相変わらず、僕には読めなかった。

「あの文章って……なんだっけ？　確かドウテイとかどうとか言ってたよな？　ドウテイってどういう意味なんだ？」

「言いたくないわ……」

　以前この話になったとき、クロハは顔を赤くして妙みように慌てていたけど、今回はうつろな反応だった。同じものを話題にしても、精神状態によってこうも違う。

　どう考えても、楽しい会話ができる状況じゃない……。僕ぼくはクロハとの会話を打ち切り、雨空を見上げる。




　僕たちは追おい詰つめられていた。




『正しい歴史』からは、逃げられないのか。

　正統派文学では兄と妹の逃避行はハッピーエンドで終わることも多いけど、現実では、巨大な力に阻はばまれるというのか。

　イジィロさんは、いまだ接せつ触しよくしてこない。

　僕たちをいたぶって、あざ笑って……パンス党にはかなわないということを、思い知らせようとしているのかもしれない。

　博士という切り札を失ったいま、僕にできることは、ひとつをのぞいて、ない。

「……お兄ちゃん。行きたい場所のことなんだけど」

「ん？」

「わがまま言っていいなら、私……ちょっと、休みたい」

　クロハが寒そうに自分の肩かたを押おさえている。ずぶ濡れになって、冷えてしまっているんだろう。

　クロハは、雨に濡れた髪かみが頬ほおに貼はり付つき、長い睫まつげもわずかに濡れそぼっている。細い首筋をぬぐいわすれた雨あま粒つぶがつたう。視線を下げると、白いブラウスが体にくっついていて、透すけた地じ肌はだとブラジャーが――。

「……っ」

　僕は慌てて目をそらした。本能的なうずきを感じてしまったから。

　そうだ。パンス党に対たい抗こうする手段のなかで、まだ試ためしていないことがある。

　博士が再三、急せかしていた方法だ。

　クロハは参っている。

　打開策もない。

　こうなったら最後の手段に出るしかないのか。しかし、そうすると……。

《ええー―っ。ギンギン、ひどい！　ソレって……》

　パンス党を消すことになる。

　ためらってしまう。未来を『確定』させるべきか、どうか……。カブゥロさんとの約束は守りたい。でも、もうイジィロさんに対抗する手段がない……。

「お兄ちゃん。その……お風ふ呂ろに入って、横になれるところに行きたい。これからのことは、そこで考えましょう？」

　クロハが僕のななめ後ろを見ている。どこに行くか当たりをつけたうえで話しているらしい。

「……わかった。じゃあ、そのへんでご飯でも買っていくか」

「うん……」

　クロハは妙に緊きん張ちようした様子でうなずく。気になったので、クロハの視線を追う。

　それが視界に入ったため、たちまち、僕の胸が騒さわぎはじめた。

「……あ、あの。とにかく、すぐ近くで休めるところがいいと思うのよ。ベ、ベッドとお風呂があればいいだけだから」

　僕とクロハの視線の先に――巨大なハートマークと二次元美少女が外がい壁へきに描えがかれた、一軒けんのホテルがあった。




　大きめのダブルベッドに、僕とクロハが並んで横になっている。

　服はふたりとも、ホテルの部屋そなえつけの浴衣ゆかたみたいな寝ね間ま着ぎだ。

　カブゥロさんは、ワードローブの中で就しゆう寝しん中（のはず）。

　人生とは本当に不思議だ。

　妹とこういうホテル――昔ふうの表現をするならラブホテルとかファッションホテル、オオダイラ先生ふうだとイヤラ・Ｃホテル――に入ることになるなんて、な……。

　部屋の内装は意外とシンプルで、なんていうかもっとこう扇せん情じよう的てきなものだろうと思っていたから、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。ピンク色の間接照明には、ちょっとドキッとしたけど。

　ホテルにチェックインした僕たちは、シャワーを浴び、ご飯を食べて、今後どうするか話しあったけど結論がでず、とりあえず寝ねることにした。

「…………」

「…………」

　物音は聞こえないが、気配でクロハが起きていることはわかった。

　かなり疲れているだろうけど、状況が状況だから、目が冴さえているのかもな……。

「お兄ちゃん、起きてるわよね？」

「…………。ああ」

　クロハから話しかけてきた。

　薄うす暗ぐらい天てん井じようを並んで見上げたまま、兄きよう妹だいの会話が始まる。

「ねえ……。結局、様子を見ようってことになったけど……お兄ちゃんは、何かこの状況について知ってるの？」

「言ったように、僕もわからないよ」

　罪悪感で胸がじくりとする。

「そうよね。……私もずっと考えてるんだけど今回のことは、さすがにお手上げだわ……」

「名めい探たん偵ていクロハでも、無理か？」

「二十一世紀にいったときも不思議な体験だったけど……原因は理り屈くつで説明できることだったでしょう？　今回のことは、説明できない。原因がわからない」

　……いや、原因はあるんだよ。僕が知らせてないだけで。

「……なんなのかしら。世界の終わりとか」

「まさか、大げさすぎるよ……」

「…………」

　クロハが黙だまった。

　ここまで来たら、徹てつ底ていしてクロハに余計なことは伝えずに、全部終わらせようと思う。

　選せん択たく肢しはふたつある。

　ひとつは、イジィロさんが接触してくるのを待つ。

　もうひとつは、クロハと、博士の言っていたようなことをする。

　僕は隣となりのクロハを横目でちらっと見た。

　きれいな横顔にどきっとしつつ、こう思う。

　――クロハは、何も思わないんだろうか？

　何もっていうのは……ホテルのベッドに、僕とふたりきりという、この状況についてだ。

　僕は正直……意識してしまっている。心臓バクバクというほどではないけど、胸はざわつきはじめている。

　クロハは意外と冷静なようだけど……心中はどうなんだ？

「……終わった、と思ったけど」

「……え？」

　かなり間があいていたため、話のつながりがわからなかった。




「終わったはずなのに……なんでお兄ちゃんと同じベッドで寝ているのよ……」




「……それは……お前が休もうって言うから」

「そういうことじゃなくて」

　言葉の裏を読むなら……ユズさんに見つかって全部終わりになるはずだったのに、どうしてまた僕とふたりきりでこんな状況になっているのか、と言いたいのだろう。

　クロハは痛切な顔つきになって、

「ねえ。お兄ちゃん、ユズさんは大丈夫なの？　ユズさんを放っておいていいの？」

「……ショックは受けていた。でも、昨夜話したとき、最後は前向きだったよ。長期戦だとか言ってたしね」

「……そう。ユズさん、強いのね……」

「それに今はクロハのことを忘れているんだから、クロハがらみのことはごっそり忘れてるんじゃないかな……」

「ある意味、ユズさんにとってはそのほうが幸せかもしれないわね」

　……。そんなことないと言いたかったけど、言えなかった。

「……まったく、お兄ちゃんは馬ば鹿かよ。どうして私のそばにいるの？」

「どうしてって……」

「普ふ通つう、どう考えてもユズさんのそばにいると思う。ユズさんみたいに明るくて、みんなから好かれて……あんな女の子、いないじゃない」

「確かにユズさんはいい子だ。でも、クロハだっていい子だよ。そんなに卑ひ下げすることない。それに、状況が状況だろ？　この状況ならクロハのそばにいるほうが普通だと思う」

「……」

　クロハは目を伏ふせ、

「やっぱり、私はあんな提案はしてはいけなかったのよ。お兄ちゃんは……みんなと楽しく笑っているべきだった。こそこそしようとした私にだけ天てん罰ばつが下って、みんなから忘れ去られてひとり反省するべきだった。ねえ、それなのに、どうしてよ。どうして――」

　クロハの声が震ふるえる。




「お兄ちゃんだけが私を覚えてくれているのよ……」




「……」

　僕がクロハを覚えているのは、パンス党が僕に手出だしできないからだけど……それを伝えるわけにはいかない……。

　僕が黙っていると、クロハはぽつりと言う。

「お兄ちゃんが悪いんだから」

「え……？」

「私、頭おかしくなりそうなのよ。みんなに忘れられて……」

「ああ、それはおかしくなりかけても仕方ないよ」

　クロハはううん、と顔を振ふり、

「違う。おかしくなりそうなのは……そんななのにお兄ちゃんだけは忘れなかったから、こんなにも私とお兄ちゃんは特別なんだって、思ってしまっていること」

　クロハは感情が高ぶってきたらしく、目め尻じりにうっすらと涙なみだが浮うかんだ。

「ユズさんに見つかって、全部終わった、でもこれで良かった、お兄ちゃんはあるべき人のそばに行く……本格的に始まる前で良かった、そう思っていたのに……」

　ああそうだな。ここまで来ても、僕たちは始まってないよな。

　呆あきれるばかりだよな……。

「お兄ちゃんは今も私のそばにいる。諦あきらめられないじゃない……。自分からこんなとこに入ろうなんて言っちゃってるじゃない。どうしてくれるのよ」

「……」

　クロハは自分の言葉に煽あおられたようで、どんどん、感情的になっていく……。

「私、このままじゃ狂くるっちゃう。お兄ちゃんがいなくちゃ生きていけない駄だ目め女になっちゃう。そうなったらお兄ちゃんのせいなんだから。お兄ちゃんがそばにいるんだもん！」
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「お前は駄目女なんかじゃないって」

　クロハは、僕の平へい凡ぼんすぎる言葉を無視する。

「ただでさえ、最近はお兄ちゃんのことしか考えられなかったのに……私、もう駄目。完全に駄目……。わからない。本当にどうしていいかわからない。お兄ちゃんのばか！」

　クロハが激情をぶつけてくる。僕は受け止めるのにせいいっぱいで、気のきいた切り返しなんかはとてもできない。だけど何か言わなきゃいけない。僕は何を言えばいい？

　答えを手た繰ぐりよせようと内心であがいていると、

「ばか」

　クロハは言って――僕にしがみついてきた。

　いきなりだったので戸と惑まどったが、なんとかクロハの体を受け止める。

　クロハは僕の胸に頬を寄せて、

「お兄ちゃんのばか」

「お兄ちゃんのばか」

「お兄ちゃんのばか」

　クロハは繰り返かえす。

「お兄ちゃんのばか」

「お兄ちゃんのばか」

「お兄ちゃんのばか」

　クロハは繰り返……さなかった。




「お兄ちゃん――――好き」




「――！」

　瞬しゆん間かん、世界が輝いた。

　あるいは、世界が壊こわれた。

　僕はほうけたように、クロハの顔を見つめた。

　……言われた……。ついに、はっきりと……言われた……。

　いや、実はもう言われてはいた。でも、あのときはカブゥロさんの乱入で、うやむやになってしまい、クロハの中では伝わらなかったことになっている。

　でも、今度は違う。

　クロハは、僕とふれあいながら、はっきりと言った。

　邪じや魔まもない。勘かん違ちがいとか、聞きき間ま違ちがいということもない。

「……クロハ」

　感かん極きわまった声で名前を呼ぶと、クロハははっとなった。顔中に唖あ然ぜんとした表情が広がっていく。

「私……言っちゃった……」

「聞いちゃったぞ……」

　クロハは我に返ったようだ。

「お兄ちゃん。あの」

「僕ははっきり聞いた。やっぱり今のなし、なんて許さないぞ」

　クロハは口を半開きにして、唇を震わせて、

「…………。き、気持ち悪いわよね。ずっと一いつ緒しよに暮らしている家族が昔からそんな目で自分を見てるって思ったら、ふ、普通引くわよね……変態とかさんざんなじっておいて、よっぽど私のほうが変態よね……」

「昔って、いつから？」

「……えっ？　たぶんだけど、その、しょ、小学生の頃ころとか……」

「そ、そうなんだ……」

「あ、呆れた？」

　クロハの声がちっちゃかった。

「そんなことないよ。ただ、ずいぶん前からなんだなって」

「私、ストーカー気き質しつなのかも……好きになって、ごめんなさい」

　なんで我わが妹はこうなんだろう。好きと一緒に出てくる言葉がごめんなさいなんだろう。そういう態度をとられると、無む性しように抱だきしめたくなってしまうのはなんでだろう。

「お兄ちゃん……」

　クロハは僕の顔を不安そうに見上げている。

「クロハ……ありがとう」

「え？」

　だって、これで僕たちは――次の段階へ進めるじゃないか。

「……」

「……」

　無言で見つめ合う。

　心臓が高鳴っているのがわかる。

　僕の鼓こ動どうはもちろん、密着しているからクロハの鼓動も感じる。

　どくん、どくん、どくん、どくん、どくん……。

　ふたりの心音に聞き入っていると、頭が麻ま痺ひしそうになる。

　何度も博士が急かしていた方法を思い出す。




　そのときが、やってきたんだ。




　クロハは僕の雰ふん囲い気きを感じ取ったらしく、顔を火ほ照てらせて押し黙った。

　いままで決心がつかず踏ふみとどまってきたけど、結局、こういうのって、最後は理屈じゃなかったようだ。流されるのは良くない、決定打を放つのは自制したうえで――。そんなふうにかっこつけていたけど、結局、内面から湧わき出でる衝しよう動どうにかなわなかった。

　僕は、よりクロハに体を寄せた。すると、足の甲こうと足の甲がふれあう。

　当たり前だけどクロハは黒ストをはいておらず、素す足あしだ。

「……」

　ふと、ワードローブの中にいるカブゥロさんのことが頭をよぎった。

　未来を『確定』したら、カブゥロさんは消えてしまうかもしれない。約束を破ることになってしまう。

　だけど……自分でも最低だと思うけど、クロハの気持ちに貫つらぬかれて、僕は頭の中がクロハで占しめられてしまっていた。正直、クロハを守るために博士の言っていた方法をとろうというのではなく、単純に、本能がクロハを求めていた。理性は全部どろどろに溶とけて、耳からこぼれ落ちていたのだ。

　クロハのことしか考えられなかった。

　僕はクロハの背中にまわした手に力をこめた。それは、僕がどうしたいのかという意思表示だ。

「……」

　クロハは恥はずかしそうに視線をそらした。

　拒こばまれた？　と一いつ瞬しゆん不安になったけど、ためらいがちな表情とは裏腹に、クロハの両りよう腕うでは僕の背中に絡からみついてきた。

「お兄ちゃん……」

　クロハがグイと僕を抱き寄よせる。

　クロハの胸が、僕の胸むな板いたでぐにゃりとつぶれる。その柔やわらかい感かん触しよくに、ますます頭に血がのぼってしまう。

　眼前にクロハの唇くちびるがあった。ちょっと薄うすめの、桜色をした、形のいい唇だ。僕は自分の唇をそこに近づける。

　唇と唇がふれあったら――僕とクロハは未知の領域に進んでいく。そのための進路は、開けている。

　文学じゃない。

　現実で。

　僕は、妹と――。

　ひとつになるんだ。




　翌朝。

　いにしえからのパターンらしいのだが、雀すずめがチュンチュンとないて、朝日がカーテンの隙すき間まから差し込んでいるという情景。

　僕は隣で眠ねむるクロハより先に起きた。

　僕の寝ね相ぞうが悪かったのか、羽う毛もう布ぶ団とんが床ゆかにずり落ちていて、横を向いて眠る、クロハのまるいお尻しりが目に入った。寝間着に包まれているけど、形がはっきりわかる。

「……」

　つい、ゆうべのことを思い出して、鼻の奥おくあたりがカッと熱くなる。

　あ、朝から考えることじゃないよな……。

　僕ぼくは布ふ団とんを拾いクロハの体にかけると、そのままベッドを離はなれてワードローブを開ける。

　ゆうべこの中にカブゥロさんをしまったのだけど、はたして、カブゥロさんは――。




《ギンギン、おはよぉ……もう、またこんなとこに閉じ込めてぇ……》




　消えていなかった。

《ワタシがまだ存在してるってことは……合体に失敗したのね。そうに違ちがいないわ》

　合体って……。生々しいんですよ、もう。

　それに、誰だれも失敗したなんて言ってませんよ。

《うそっ。失敗してないの？　気になる、教えて！　教えてくれないと泣いちゃう！》

　好きにしてください。秘密ですから。

　パンス党が存在しているということは、未来は変わっていないんだろう。

　カブゥロさんが消えていないから、というだけではなく、他にもパンス党が健在だと判断できることがあったのだ。

　僕は部屋の壁かべに張られた、一枚の紙に目をやる――。




　ぶんかのとう　おくじょうに　こい

　イジィロより




　……。

　こそこそと兄妹の寝ね床どこにもぐりこむなんて、趣しゆ味みが悪いですよ、イジィロさん！

《うそ……。兄者が来ていたの？　ワタシも眠っていて気づかなかった……。ぶんかのとうに来いって……どうするの？　ギンギン……》

　僕はふと、ベッドで眠るクロハの、無防備な寝ね顔がおを見た。

　クロハを守るためにも、クロハと一緒に小説を創つくるためにも、イジィロさんとは決着をつけなきゃならないだろう。だから――。

「行きます」

《でも……》

　確かに、僕たちは圧あつ倒とう的てきに不利だ。イジィロさんの要求を聞かされて、受け入れて終わりということになるかもしれない。

　だけど、僕もただ無む謀ぼうに乗り込もうというわけじゃない。

　ゆうべ、眠る直前に、あるアイディアが浮かんだのだ。

　その提案を、イジィロさんが受け入れてくれれば、あるいは……。

《アイディア？　なんなの？》

　それはですね――。





＊






　――二十三世紀、某ぼう日じつ。クロハの部屋。




「クロハ、ユズさん。今週もオオダイラ・ガイアワーの時間がきました！」




■特別収録　『オオダイラ・ガイアワー』　２２０２年９月１日放送回




　ゲスト　ハルカ・ハルカ（作家）


イモセ・ミル（小学生／イラストレーター）






『リスナーからのお便り紹しよう介かいコーナー』







◆『二次元キャラとの恋れん愛あいについて』

　私は某ぼう県けんの職員です。所属している部署は、男性は、私と嘱しよく託たくの方のふたり。女性は、人間がふたりと二次元キャラが五人。女性の多い職場です。

　二次元キャラの職員は、みな高度な人工知能を有しているのですが、その中のひとりに告白され交際することになりました。しかし、私はいままで人間の女性としかつきあったことがないため、二次元女性との恋愛の仕方がよくわかりません。特に気をつけるポイントを教えていただけると、幸いです。


（ナガノけん　まだまだ☆げんえき　５９さい）









オオダイラ「県の職員か。公務員って、二次元キャラとの恋愛が多いんだよねえ」

ハルカ「人工知能レベルの高い二次元キャラは公務員に多いので自然なことなのですぞ」

オオダイラ「わたくしのように古い男は、人工知能をもたない紙っぺら一枚に描えがかれたイラストと結けつ婚こんするほうが、二次婚こん（訳者注　二次元キャラとの結婚のこと）という気がして燃えるがね」

ハルカ「それはいいから、アドバイスしてあげるのですぞ」

オオダイラ「二次元の女性も、三次元の女性も大きくは変わらないね。ちょっとくらいのわがままや、気になることがあっても怒おこらないように。大切なのはなんでも許すような、包容力なんだよ」

ハルカ「大切なのは包容力――。珍めずらしくまともなことを言うのでずぞ。……って、あれ、お便りの文章に続きがあるのですぞ。『ちなみに彼かの女じよがつきあう男性は私で三人め……』」

オオダイラ「……」

ハルカ「……」

オオダイラ・ハルカ「アウト！　捨てなさいそんな腐れビッチ」

ミル「お前らの包容力はパンツより薄い」







第六章　子供たち







　ぶんかのとう。

　外日本とぶんかとっく友好の証あかしとして建てられた塔とうで、ありあけブリッジの中ほどに、潮風を受けてそびえたっている。

　この塔は言うなれば――最終決戦の場だ。

　僕たちは、イジィロさんの誘さそいにのり、ぶんかのとうにやって来ていた。クロハにはもちろんメモのことは言わず、トウキョウ観光の続きということにしてある。

　緊きん張ちよう感を押おし殺ころし、平静を装よそおって内部（博物館になっている）を見学し――。

「クロハ、ちょっとトイレいってくるから。お前はいろいろ見学しててくれ」

　僕はお腹なかの調子が悪いので、かなり長くなるかも、と念を押した。

「そんなに調子悪いの？　平気……？」

　クロハが不安そうにしている。できるだけ時間はかけず、用件を手早く済ませて、クロハの元に戻りたい。

　でもそれは――相手次し第だいってとこだろう。




「――ですよね、イジィロさん？」




《ほう。ひとりで来たのデスか……。『偉い大だいなる父』よ》

《兄者！　ワタシもいますよっ》

　殺風景なぶんかのとう屋上――。

　僕はクロハを塔の中に残し、ひとり屋上におもむいた。

　イジィロさんは男らしくひとり、というか一枚で待ち構えていた。他に人はいないし、パンス党の姿も見えない。

　僕とイジィロさんが、強こわ張ばった空気で包まれる。仕方ない。僕とイジィロさんは、望む結果が違うのだから。

　でも――。

「イジィロさん。どうか僕の言葉に耳を傾かたむけてください。僕にあるアイディアがあるんです」

　僕は対話をこころみた。人間とパンス党はコミュニケーションをとれる。意思の疎通ができる。カブゥロさんが言うには性せい行こう為いまでできる。わかり合える存在のはずなんだ。

　しかし、イジィロさんは――。

《『偉大なる父』イモセ・ギンよ。もういちど、単刀直入に言うのデス。ワタシの記き憶おく操作を受け入れて、元の生活に戻もどるのデス》

《兄者、『偉大なる父』の言葉を聞くのです！》

《黙るのデス、不出来な妹よ！　任務に失敗したどころか、籠絡までされるとは！　兄として、恥ずかしいのデス！》

《兄者！》

《お前なんて妹ではないのデス！》

《そ、そんな……》

　…………。

《『偉大なる父』よ、アナタがワレワレに反発する気持ちもわかるのデス。ただ、どうか個人的な感情ではなく、大きな視点でものを見てくださいデス》

「大きな視点？」

《この国のためデス》

　イジィロさんは、とうとうと僕に自らの信念を語った。

　一度は没ぼつ落らくした祖国を、よみがえらせたものはなにか。

　世界に国威を示し、国の誇ほこりを取り戻したものはなんなのか。

　それはパンス党たちデニール人や、その文明の象しよう徴ちようである言語「○あーしゆ」だ。

　自分はそれを守りたい。それがこの国のためになるから――。

《一個人の感情よりも、大切なものなのデス》

「……あなたほどこの国を愛している総理大臣は、歴代でも滅多にいないでしょうね」

《そういう自負はあるのデス》

　とても立派だと思う。一介の男子高校生である僕なんかより、はるかに大勢の人のことを考えている。ただ……申し訳ないけど、僕は諸手を挙げてうなずくことはできない。あなたに、完全な同意はできない。だって……。

　僕の瞳ひとみの色で、イジィロさんは僕の心中を察したらしい。

《……ソウデスカ。『偉大なる父』よ。ワタシは、とてもがっくりきているのデス。以前、あなたは「文学か妹か」という問いに、妹だ、と答えた。あのときは嘘うそであってほしいと思いましたが、アナタのとっている行動は、それを実証するようなものなのデス》

　ああ……。思い出だしました。夏休みホテルで会ったとき、僕はそんなこと言いましたね、確か。興奮して「文学より妹をとる」と言った記憶がありますよ。

《なぜ、そのような小さなことにこだわり、大きいものを放棄しようとするのデスか。個人など、大義の前ではとるにたらないことのはずデス》

　なるほど……。言っていることは、理にかなっているかもしれない。

　だけど、僕はこう問いたい。

「イジィロさん、個人なんてって言いますけど、あなたはひとりでなんでもできるんですか？」

《は？》

「文学――いや、文学だけじゃない。ものづくりならなんでもいい。僕はまだただの高校生ですが……うちの親とか、周りの人とかを見ていて、確信していることがあるんです」

《なんデス？》




「ひとりでは何も生み出せません」




《……青あお臭くさい理想論をぶつけようというのデスか？》

「理想論じゃない。なんの変哲もない、陳ちん腐ぷな普遍論ですよ。それをわざわざ言って聞かせなきゃいけないなんて、三十八世紀の総理大臣も、大したことないんじゃないですか？」

《……》

「だってそうでしょ？　僕の小説が未来をつくるとして！　じゃあその小説はどうやって書くか？　小説は今まで見聞きしたものが血肉になって書けるんです。支えがあって、形になるんです。どんなに偉大な文豪も――絶対、絶対、ひとりきりじゃ、ものはつくれなかったはずだ！」

　イジィロさんは黙だまっている。

「お父さんは言語学者なんですけどね。よく言ってますよ。お母さんがいなかったら、今の自分はないって。たぶん、死ぬときによりそれを実感するんだろうなって」

《何を言いたいのデスか？》

「あなたには大切な人はいないのかってことですよ！」

　妹のカブゥロさんに、あんな暴言を吐はきやがって！　腹立ったんだ、僕は！

「妹の大切さもわからないような人に、大義だのなんだの言われたくない！」

《………………》

《ギンギン……それ以上、兄者をいじめないであげて。兄者も、ちょっとは思うことあるだろうから》

「……。カブゥロさんがそう言うなら……」

　僕が怒気をおさめると、あべこべに、イジィロさんが強い怒気を放つ。

《黙って聞いていれば、くだらないことを……！　アナタは『正しい歴史』を歩まなくてはならないのデス。この国のために》

　イジィロさんの声が低くなった。

　まずい。対話して歩み寄るつもりだったのに、エキサイトしてイジィロさんをなじってしまった。北風ではなく太陽にならないといけないというのに。

　嫌いやな予感がする……。

　と、そのときだった。

　背後でチン、とエレベーターが到着する物音がした。

　え、と思って振ふり返ると、ぞろぞろと見慣れた顔がエレベーターから姿をあらわす。

「兄さま！」「ギンさん！」

「……みんな、どうして……？」

　アマネコちゃん、ユズさん……。ミルやオオダイラ先生、博士もいる……。

「いやあギン君。なぜかわたくし、みんなを誘って、ここに来なきゃという気分になったんだよねえ」

　女の子姿の先生が、快活に笑って告げる。

　……なるほど、先生をコントロールしたのか。

　みんなはまず僕を見て、そのあと、イジィロさんを見た。

「――!?」

　ふよふよとパンストが浮うかんでいるわけだから……当然、大騒さわぎになる。

「な、なんなのだ、アレは!?　パンストが浮いているのだ！」

「にぃ、いくらパンスト好きでも、芸達者すぎだ」

　…………。

　僕はイジィロさんを睨みつけ、うめくように言う。

「……何が狙ねらいなんですか？」

《……サテ、誰からいきましょうデスか？》

「だから！　どういうことかって」




《アナタが選んでもいいデスよ？　消していく順番を》




「――っ!?」

　そういうことか……。

　実にわかりやすい脅迫だった。

《兄者、お願い！　お願いだから話を聞いてください！》

《黙れデス。低能が》

　僕は拳こぶしを握りしめる。

　悔しい。悔しくて、頭に血が上りそうだ。

　だけど、僕のこだわりとみんなの命、とうてい引き替えにできるものじゃない……。

　ふと、ここにはいないクロハの、ちょっと照れたような顔を思おもい浮かべる。これで……もうクロハとの未来は見られないのか。一いつ緒しよに小説を創っていくことはできないのか……。そんなの嫌だ。……嫌だけど……。

　僕は歯がみしながら、イジィロさんに告げる。

「わかり、ましたよ……。言うことを聞いてあなたの記憶操作を……」




「その必要はないのだ」




《――!?》

「えっ!?」

　僕とイジィロさんが同時に息をのむ。

　気づいたときには、発明品のパンツを手にした博士が、イジィロさんのそばに迫せまっていて――。

「捕つかまえたのだ！」

　パンツをばさりと、イジィロさんにかぶせる！

《し、しまった。たばかったのデスね！　ぎゃあああああっ》

　パンツをかぶせられたイジィロさんはわさわさともがいていたものの、力を封ふうじられたらしく、まっすぐ地面に落下した。

　一いつ瞬しゆん、目の前で起きたことが信じられなくて、目をぱちぱちさせてしまう。

「どういう、こと……？」

　呆気にとられている僕に対し、博士がにんまりと笑って言う。

「あはは、イモセ君。騙していてすまなかったのだ」

「博士……もしかして記憶を操作されていなかったんですか……？」

「そうなのだ。記憶操作にかかったふりをしていただけなのだ！」

「特典つきのゲームを買いのがしてショックっていうのは？」

「そりゃショックだったけどな。特典だけオークションで買えばいいのだ！」

「……」

　博士のガードは破られていなかった。パンス党が記憶操作を仕し掛かけてきたと知り、それを逆手にとって、ずっと演技していたらしい。パンス党を油断させて、イジィロさんに接近するのが目的だったという。

「あなたは本当に策師ですよ、博士……」

　なんだか全身から力が抜ぬけていきそうだった。

　博士は動けなくなったイジィロさんをつまみあげ、不敵に笑う。

「一巻の終わりなのだ」

《ヤメロ、やめるのですっ！　ワタシは未来の首相デスよっ！》

　……。

　全すべてが解決したわけではないけど、最大の危機は、去ったのかもしれない。




　イジィロさんを捕らえたとはいえ、おびただしい数の親衛隊は健在だ。

　彼かれらは姿をひそめて僕たちを見守っていたようで、僕は警けい戒かいを緩めなかったが――こうなると交こう渉しようはこちらが有利だった。

「聞こえるか！　総理大臣をびりびりに破られたくなければ、みんなの記憶を元に戻すのだ！」

　博士がイジィロさんを突き上げて、そう一喝すると、周囲で何かがうごめくような気配があった。

　わずかの間をおいて、博士と僕ぼく以外のみんなが、一瞬、光を放つ。

「……アマネコちゃん、クロハって知ってる？」

「もちろん知っているのです。義ぎ妹まいサブヒロインなのですっ！」

「先生、僕の妹はミルともうひとり誰だれでしょう？」

「物質界に限定するならクロハ君だよねえ。精神世界までは知らんがね」

　……良かった。みんな、記憶が元に戻ったようだ。

　カブゥロさんが言うには、お父さんやお母さん、その他の人たちの記憶も、親衛隊が戻しに向かったという。ほどなく、全てが元通りになるだろう。

　そのあとは、みんなで動けなくなったイジィロさんを取り囲み、つついたり、いじったりして、珍獣鑑賞会みたいになった。

《や、やめるのデス。無礼ものー――っ。ワタシを誰だと思うデスかー―っ》

《兄者……》

　カブゥロさんがイジィロさんのことを気にしていたので、僕はポケットの中からカブゥロさんを出して、イジィロさんの横に並べた。兄きよう妹だいは一緒にいるほうがいい。

　ちなみにイジィロさんは、パンツで能力を封じられたため発声できなくなったが、全員が直接触ふれたため、みんなに対して「ふれあい会話」の力が発動した。近くにいる限り脳内に直接声が響ひびく。

《触るな、伸のびるのデス。こ、こらっ！》

「ミルちゃん、喋しやべるパンストさんだよ。夢かと思うから、ちょっとわたくしの頬ほおをつねってくれないかね」

「ほれ」

「!?　ぎゃー―――――っ。本気すぎて痛いけど、ミルちゃんだからわたくし嬉うれしいー―――っ。漏もれるっ」

　さっきまでの緊張感が嘘のような、ほほ笑えましい光景だった。




　僕はみんなから少し離はなれて、ひとりごちる。

「これで……終わったのかな……？」

「いいや。終わっていないのだ」

　いつの間にか、険しい顔をした博士がそばにいた。

「なあイモセ君。どうしてまだあいつらがいるのだ？　……クロちゃんと決定的なことをしてないということだな？　さっさと、未来を決めてしまえ、なのだ」

「いや、その……した、んですけど……」

「え、したのか!?　ど、どうだった？」

　いきなり好こう奇き心しんまるだしになる博士。

「……外しました」

「……？　うまくいかなかったってことか？　どういうふうに？」

　そ、それはいいじゃないですか。

　僕たちの話を聞いていたのか、イジィロさんが声を荒げる。

《ううう、にっくきチョウマバヤシ・メグリ！　この国は『正しい歴史』を歩まなければならないというのに……。日本の豊穣な伝統文化はどうなるのデスか!?　「○あーしゆ」は!?　日本そのものは!?　アナタは同じ日本人としてそれでいいというのデスか!?》

「あはは、パンストはやたらと日本だの日本人だの言うのだな。辟易するのだ。パンストはパンストらしく、脱ぎ捨てられていればいいのだ」

　博士はイジィロさんの話に聞く耳をもとうとしなかった。パンス党たちを、自分とは違うものと決めているようだった。イジィロさんが熱くこの国について語ることを「ヘンだ」とすら言った。

　すると――。




《ねえ、ギンギン……。ギンギンは、ワタシたちのことヘンだって思う……？》




　カブゥロさんが、辛そうに僕を呼ぶ。

　……。

　ええ、わかってますよ。

　僕が対話をしなきゃいけない相手はイジィロさんだけじゃないらしい。

「博士、僕の話を聞いてください」

「ん……？　なんなのだ？　あらたまって」




「僕は……彼らを消さない未来を選せん択たくしたいと思います」




　すると博士は「は？」と眉まゆをひそめて、

「なぜなのだ？　こいつらのせいで二次元文化が滅ぶのだぞ？」

　あっさりと納得はせず、僕に反論してきた。

　博士は自分がいかに二次元文化を愛しているかを語った。クロハと同じように、小さいときあまり友達のいなかった博士は、アニメやゲームが心の癒やしだったらしい。

　科学者になった理由が二次元に移動したいからというくらいだから、二次元文化への思い入れは相当なものがあるようだった。

「そういう、素す晴ばらしい日本の伝統が消えてしまうなんて、アタシは残念なのだ」

「その気持ちはわかりますけど……。でも、日本の文化は二次元文化だけではありません。例えば、彼らの文化だって、未来の人びとにとっては立派な伝統文化です」

「そう言うけどな……。パンストなんだぞ？」

「パンストの何がいけないんですか？　彼らは僕らの子孫なんですよ？」

「な……」

　博士は口を半開きにして絶句していた。

　しかし、すぐに険しい顔に戻る。

「あのな……。アタシもこの目ではっきり確かく認にんしたわけではないので、あえて言わなかったのだがな。こいつらのせいで――人類そのものが滅ぶのだぞ？」

「――!?」

　なんだって……？　人類が……滅ぶ？

「原因はな、パンス党が散布しているクリーナーなのだ」

　夏のホテルで、イジィロさんが誇らしげに言っていた。未来では有害とされる植物を、日本が発明したクリーナーで駆除していると。

　クリーナーは生態系に影響を与えてはいるけど、種が滅ぶことはないと言っていたのに……。

《ギンギン、ごめんね。すぐには滅んだりしないけど……クリーナーの影響で人間の生殖能力がほんのチョットずつ低下しているようだから、何千年かたったら、たぶん……》

　知っていたんですね？　そのことを。

《ごめんなさい……》

　……。

　パンス党のいる未来を選ぶということは、遠い遠い未来で、人類が滅ぶことになる。その選択を――僕がする。

「イモセ君。豊穣な二次元文化がなくなるのは、アタシとしてはつらい。人類の存亡についてはそこまで思い入れはないが、まあ生き残ったほうがいいのではないかと思うのだがな」

「……」

「それにだ。アタシとしてはな、そんなふうに愛するものが消えていってしまうとしたら……ものをつくることはなんなのかと、虚しくなってしまうのだ」

「ものをつくる？」

　博士はイジィロさんをつついて笑っているオオダイラ先生を見て、

「例えば、オオダイラ先生の文学」

　つづいてその様子をほほ笑んで見ているユズさんを指さし、

「例えば、君の愛する『おにいちゃんのあかちゃんうみたい』」

　そして最後は、自分の胸を指さす。

「例えば、アタシの発明。……そういったものは、何もかも、残らないのか？　消えていくしかないのか？　ものをつくっても、結局、時代のあだ花にすぎないのか？　アタシらは、そういう、消えていくものをつくることに、懸命になっているのか？」

「…………」

「アタシは残したいと思うのだ。そうでも思わないと、ものなんてつくってられないのだ」

　……。

　博士の思いはわかる。

　誰だって、自分の好きなものがなくなっていくのは寂しいし、「お前のつくったものは消えます」そんなふうに宣告されたら、ものをつくる人間としてむなしさを感じても仕方がない。

　しかし。無残なほど古いものは消えてゆく。

　一例をあげるなら――。




　イジィロさんのこだわる「○あーしゆ」ですら、いつか消える。




　僕はカブゥロさんから、こういう話を聞いた。

　パンス党は「ふれあい会話」というコミュニケーション能力を持っているから、いずれ、それを使った、文字のない社会がやってくると――。




　凄すごい昔　言語というものがない

　かなり昔　象形文字とか

　いま　英語　日本語など種類多数

　未来　○あーしゆ

　ちょっと先　言語はなくなる




　こうやって並べると、「○あーしゆ」は象形文字に少し似ている。

　地球上の言語は、視覚的な象形文字などから発展し、無数の種に枝分かれし、ふたたび原始的な姿に収束されたと言えるだろう。では、その次はどうなる？

《ギンギン、言葉も生き物なの》

　例えば人間も、赤ちゃんのときは個体差が少なく、大人になるにつれ個体差が広がる。年老いるにつれてふたたび個体差が小さくなり、やがて死ぬ。

「○あーしゆ」とは老熟した言語で――言語というものの最後の姿なんだろう。その先は、消えてなくなるのみだ。

　その話を聞いてはっきりとわかったのは、世の中は古いものから順番に消えていく定めだということだ。

　日本で使われている言葉を例にとると、まずは漢字が消え、未来ではひらがなやカタカナも消える。そして、いつか記号文も消え――言葉そのものがなくなるのだ。

　それは少しもおかしなことではない。ごく当たり前の時代の流れなんだ。

「だとしたら――」

　僕は思い至る。

　二次元文化が消えることも、人類そのものが消えていくことも、ごく自然なことだと。

　もちろん文学もなくなる。言葉が消えていくのだから、いずれ文字でつづる物語はなくなるはずだ。パンス党さんたちが保全はしていくようだけど、新しく文字を使って物語をつむぐものはいずれいなくなるだろう。

　全ては消えてゆく……。




　――アタシは残したいと思うのだ。そうでも思わないと、ものなんてつくってられないのだ。




　じゃあ、僕たちのやっていることは……意味のないことなんだろうか？　僕が一文字、一文字、文章を書くことは、ただただ刹せつ那な的なことなのか？

　文学はあだ花なのか？

　――意味のあることなのか？

　大きな瞳ひとみを僕に向け、博士はそう問うている。

　なら、答えよう。

　――意味はありますよ、博士。

　だって、消えるもののかわりに、生まれるものがいるのだから！

　僕はポケットの中にいるカブゥロさんのことを思う。このパンス党さんは――僕たちの子孫だ。

　僕の筆が生んだ、愛すべき子供だ。

　それこそ、文学の力だろう。

　今あるものを、そのまま残すことだけが全てとは思わない。何かを生み出だす――それが場合によっては、今あるものを破壊するものだとしても――素晴らしいことだと、僕は思う。




「博士。消えていくとしても意味はあります。僕たちを受け継ぐものがいますから」

「受け継ぐ……。パンストが何を受け継いでいるというのだ？　未来の世界は一変しているのだぞ？」

「イジィロさんはこの国を愛しているし、妹のカブゥロさんはそんなイジィロさんに対して愛情がある。とても人間くさいじゃないですか？　それでじゅうぶんですよ」

「……」

「博士。古きはおとなしく退場して、新しきに席を譲るべきです。エゴで未来をゆがめちゃいけない。それじゃ、あのときの寝ね癖ぐせさん――博士のお兄さんと同じになってしまう」

　博士ははっとした顔になり、口をつぐんだ。

「……。それが君の答えなのだな」

「はい」

「…………」

　博士はしばらく、難しい顔をしていたが、

「うーん。アニキと一緒というのは、かなり嫌いやなのだ……」

　ぼそりと言うと、一転、からりと笑った。

「わかったのだ。君が言うなら、言うことを聞こう。だいたい、アタシはしょせん、一介の科学者で小娘なのだ。真ま面じ目めぶってると、なんかかゆくなってしまうのだ。あはははは」

《……ギンギン……》

　感激した様子の、カブゥロさん。

「ただし……クロちゃんの安全は、約束させないとな！」

「はい！」

　博士が笑って、叫ぶように言った。

　とてもでっかい声で……。

　それが、まずかったのだ。




「私の安全って、何……？」




　――！

　僕と博士は揃って横を見る。

　いつの間にか、クロハが屋上に来ていた。

　くそっ。話に夢中で気づかなかった……。

　クロハは青ざめた顔でつかつかと僕に歩み寄り、

「ねえお兄ちゃん、なんなのこれ!?　何が起きているのよ!?」

　声を荒げて、みんなやイジィロさんを指さす。みんなは突如あらわれたクロハに呆あつ気けにとられて、揃ってこちらに視線を向けている。

「…………なんだかおかしいと思っていたけど。やっぱり何か隠かくしていたのね？」

「クロハ……その……」

　僕は馬ば鹿かだ。しらばっくれれば良かったのに、できなかった。

　クロハは僕の眼前に詰め寄って、

「どうして？　どうして私に黙っていたの？　……もしかして、私が何かの原因になってるってこと!?」

「……」

「その様子じゃ図星みたいね……」

「クロちゃん、アタシがイモセ君を口止めしたのだ。そもそも、アタシが軽率なことをしなければこんなことにはならなかったのだ。責めるならイモセ君ではなくアタシを責めるのだ……」

　クロハは博士の言葉を無視し、僕から離れるとみんなが取り囲んでいるイジィロさんを拾いあげる。

「なんなのよ、このパンスト？」

　すると、クロハに対して「ふれあい会話」が発動される――。

《どうもデス》

「――!?」

　驚おどろいて、イジィロさんを放り投げるクロハ。

「な、なに……これ？　頭に声が響いたけど……」

《ワタシの「ふれあい会話」能力デス》

　クロハは呆ぼう然ぜんとして、

「……。あなた、なにものなの……？」

　クロハは記き憶おく封じを解いていないので、パンス党のことを覚えていない。

《端たん的てきに言えば未来人デス。三十八世紀からやって来たのデス》

「三十八世紀……」

　クロハははっとした顔で博士を見る。博士が以前、三十八世紀を見てきた、パンス党がどうこう言っていたから、そのことを思い出したんだろう。

　クロハは警戒心たっぷりのようだが、イジィロさんに対しこう声をかけてしまう。

「……今回のことと関係あるのね？　何か知ってるの……？」

　まずい。

　クロハ駄だ目めだ！　イジィロさんの言葉を聞いちゃいけない！

《はい。あなたのせいで、『正しい歴史』がゆがもうとしているのデス。「○あーしゆ」が生まれず、ワタシたちも誕生せず、日本も没ぼつ落らくしたままになりそうなのデス。ああ、なんて、ひどいことデスか》

　博士がイジィロさんに「やめるのだ！」と鋭するどい声を浴びせるが、イジィロさんの言葉は止まらなかった。




《……あなたはそこにいるミロクイン・ユズの幸せを奪い取るのデス。『正しい歴史』ではミロクイン・ユズが『偉い大だいなる父』イモセ・ギンと結ばれるというのに》




「えっ」「まあ!?」

　クロハとユズさんが向き合う。

「それって……」「……」

　ふたりの表情がみるみる変わっていく。

　なんてことだ……。

　クロハとユズさんが――全すべてを悟さとってしまった。

「お兄ちゃん、知ってたのね……？　もしかして、博士も……？」

　バツの悪い顔になる、僕ぼくと博士。

「そっか、そういうことだったんだ……」

　クロハの顔が、ゆがんでいく……。

「どうしてお兄ちゃんはそんなに馬鹿なのよ。私なんてほっといて、ユズさんのそばにいなさいよ！　あーあ、バカらしい、本っっっ当にバカらしい」

　クロハの目に涙なみだが浮うかんでいく。

「そっかあ……。お兄ちゃん、やっぱりユズさんとなんだ。それが『正しい歴史』なのね……」

　クロハは喉のどを震ふるわせて、

「お父さん、お母さんが反対するから。ユズさんの幸せを奪っちゃうから。それだけじゃなくて、歴史すら、私とお兄ちゃんに反対してるってわけね……それなら、仕方ないわよね……誰だれがどう見たって、ユズさんのほうがいいものね……」

「クロハ待てよ！　『正しい歴史』に左右されることはない。これからのことはこれからの僕たち次し第だいだよ」

　しかしクロハの耳にはもう僕の言葉が入らない。

　クロハは泣きながらきっとユズさんを見据え、

「ユズさんもユズさんよ、さっさとお兄ちゃんのこと、つかまえなさいよ！」

「く、クロハさん……」

　ユズさんはクロハの剣幕に気圧されていたが、

「クロハさん。わたしは確かにギンさんのことが好きです。つかまえられるならつかまえたいです。でも……ずっと、気になっていることがあるんです。クロハさん、あのことをギンさんに言わなくていいんですか？」

　……あのこと？　なんのことだ？

「ギンさんは勘かん違ちがいしたままです。そんなギンさんをつかまえられたとしても、わたし、すっきりしないです……」

「もういい。構わないわ……」

　クロハはつかつかとアマネコちゃんのそばに歩み寄った。

「ねえ、ぶんかとっくってどんなところ？」

　アマネコちゃんは呆然と成り行きを見守っていたが、はっとなって、

「え？　……保守的で、排他的で、嫌なところなのですが……」

「そう……。でも、私みたいな、頭の固い女には、ちょうどいいかも」

「どういうことなのです？」

「家、出るわ。ぶんかとっくででも、ひとり暮らしする」

「――!?　クロハ！」「クロハさん！」

　僕とユズさんが、クロハの名を叫ぶ。

「ユズさん、お父さんのこととか、お母さんのこととか、ミルのこととか……お兄ちゃんのこととか……よろしくね……。心配かけるってわかるんだけど、私、ちょっと、あの家にいるの、無理。……ごめんなさい…………」

　ユズさんへの言葉というより、虚空への独白だった。

　クロハは僕たちを無視し、ひとりでエレベーターに向かおうとする。しかし、足取りがおぼつかなくて、何歩か歩いたところで、しゃがみこんでしまう。

　クロハをひとりで行かせちゃいけない！

　僕がクロハのそばによろうとした――そのときだった。




《いまなのデス！》




　イジィロさんが突如叫ぶ。するとクロハの身につけている黒ストが強い閃光を放った。

　え、と思った次の瞬しゆん間かんには――。




　クロハの体が消えていた。




　あとに残ったのは、ふわふわ浮かぶ、一枚の黒スト……。

　まばたきを二度、三度としてしまう。

　クロハがいるべきところに、クロハがいない。

　目の前の現実を、受け入れられない……。

《ギンギン、あれは親衛隊の女じよ傑けつ・タベェロ氏よ……》

　親衛隊……。

《タベェロ氏がイモセ・クロハの黒ストに擬態していたの。イモセ・クロハの情じよう緒ちよがいちじるしく乱れたスキをついて……》

　密着のうえ、肉体操作を仕掛けた。博士に同様のことを仕掛けたときは、博士がそこまで落ち込んでいなかったから効かなかったけど、クロハには、見事に成功してしまった……。

《タベェロ氏は親衛隊でもいちばん、力があるから……》

《あははは、過去のイモセ家の人間に働きかけて、「黒ストの掟」をつくっていた甲斐があったのデス！》

　そんなことはどうでもいい！　それよりも……。

　呆然とする。

　クロハが物理的に――消失してしまった？

　……。

《タベェロ、よくやったデス。さあ、イモセ・ギンよ。イモセ・クロハを元に戻もどしてほしかったらワタシの言うことを聞くのデス》

「このパンストめ……。イモセ君、やっぱりこんな連中は……」

　博士がイジィロさんをひっつかんで破ろうとするが、

《ワタシを殺したら、イモセ・クロハは消えたままデスよ？》

「くう……」

《兄者、冷静になって！　ギンギンにはアイディアがあるんです！》

《うるさいデス。信じられるか、デス》

　そのとき、おそるおそる横から割って入る声があった。

《……あの、イジィロ首相》

　ハスキーな女性の声だった。カブゥロさんの言った、タベェロ氏とやらだろう。

《なんデス？》

《……やはり、ガードを破ることに無茶があったようで……イモセ・クロハとのひもづけがうまくいきませんでした》

《……なに？》




《イモセ・クロハをこの次元に戻せなくなりました》




　――意識が空白になった。

　一いつ瞬しゆん、視界にクロハの顔が浮かび、すぐに消えた。

　……こいつら、今、なんと言った？

　クロハを戻せなくなった――？

　頭がぐらぐらした。心臓が激しく鼓こ動どうを打ちはじめた。ひざが激しく震えた。

　クロハが……。僕の妹が……。もう……戻らない……。

「……嘘うそ……だ……」

　狂う、ということが実際にあるとしたら。

　今こそ狂いたいと思った。わけのわからないものに意識をゆだねて、何も考えなくて済むようになりたかった。でも、僕の意識は僕の体にとどまっていて、視聴覚から現実を脳内に送り込んでくる。

「嘘だ……嘘だ、嘘だ……嘘だ……嘘だ！」

《ギンギン。待って。冷静になって！》

「クロハ……」

《肉体操作は、完全に消しているんじゃないの。別の次元に、一時的にとばしているだけなのよ》

「でも、戻せないって……」

《肉体操作の原理はね……。かつて、ある科学者が、自らの夢のために、二次元に行こうと研究していて……その研究が後世に伝わり、完成した技術なのよ》

　ある科学者？　二次元？　それって……。

「……なるほどな。なら、まだ望みがあるのだ」

　博士の技術か！

　博士は自嘲的に、

「まったく……こんな形でアタシのつくったものが残るなんて、やれやれなのだ」

「博士！　望みがあるって！　どういうことですか!?　教えてください！」

「あのな。アタシはまだ二次元へ移動できてはいないがな、次元移動するための最大のファクターが何かは、もうわかっているのだ」

「なんです？」

「決まっているだろう？　――愛なのだ」

「愛……」

「もし、連中の肉体操作がワタシの研究を元にしたものなら……異次元の果てに飛ばされたクロちゃんとつながることができるかもしれないのだ――愛の力でな」

「――！」

　クロハを戻せる！

《兄者、タベェロ氏に、ギンギンの気持ちをイモセ・クロハに届ける媒介となるよう命令するのです》

《し、しかし……。イモセ・クロハが戻ってしまったら……》

《つべこべ言うな！》

　カブゥロさんがイジィロさんを押し切り、イジィロさんの命を受けたタベェロさんがふわふわと近づいてきて、僕の肩かたに止まった。

「イモセ君。クロちゃんを――想うのだ。うまくつながることができれば、クロちゃんは戻ってくる」

「わかりました！」

　僕は目をつぶり、クロハの姿をまぶたの裏に浮かべた。

　幼よう稚ち園えん児のクロハ。小学生のクロハ。中学生のクロハ。高校生のクロハ。水着姿のクロハ。パジャマ姿のクロハ。お風ふ呂ろ上がりのクロハ。僕のベッドの中にいるクロハ。僕と抱だき合っているクロハ――。

　祈った。クロハの姿を浮かべながら、僕は虚空へと祈った。

　すると頭の中に、真っ暗な空間があらわれる。

　クロハの飛ばされた、異次元とやらのイメージ映像か？　果てしない暗闇で、何も存在しない。

　どこだ？　クロハはどこにいる？

　必死にクロハを思うが――暗闇に変化はない。

　クロハは見つからない。

「そんな、どうして……」

　僕の思いが足りないっていうのか？　そんなことないだろう！

「イモセ君。君のクロちゃんへの愛は普ふ通つうに見ればじゅうぶんなものなのだ。しかし……おそらくクロちゃんが君を思う気持ちと、君がクロちゃんを思う気持ちのバランスがとれていないのだ……。そのせいで見つからない……」

　バランスって……。今この瞬間、僕はこんなにもクロハのことを思っているのに、クロハのことだけを考えているのに……それでも届かないっていうのか!?

「ねぇ、どんだけにぃを愛してるんだ……」

「素す晴ばらしいことなんだけど、こんなところで裏目に出てしまうとはね……」

　さすがにミルと先生も沈痛に顔をしかめている。

　くそっ。深すぎるよクロハ。お前の愛は深すぎるって！　なんで僕なんかのことをそんなに愛してくれてるんだよ!?

　お前は馬鹿だよ……クロハ……。

《兄者。イモセ・クロハを戻せるリミットは？》

《……あと、三、四分というところデス……》

　三、四分!?

　そ、そんな……。

　それならなんとしても、リミット内にクロハを――!!

「ギンさん……」

　そのとき、僕の肩に手を触れる人がいた。

　はっとなって横を見ると、ユズさんだった。

　ユズさんはぼろぼろに泣きながら、イジィロさんを強く非難する。

「こんなの、おかしいじゃないですか……？　だって……ギンさんが『偉大なる父』なら、クロハさんは『偉大なる母』です！　『おにあか』にこもった思いについて、あなたたちは知っているんじゃないですか!?」

《…………》

「……ユズさん、どういうことです？」

　ユズさんはキッと僕を見て、

「ねえギンさん。ギンさんは――『おにあか』にこもっている思いを……わたしのものだと思ってますよね？　でも、それは違ちがうんです。あの作品にこもっている思いは――クロハさんのものです」

「……え？」

　ユズさんは涙ながらに語った。

『おにあか』の元になった『あにマジまにあ』。文章を書いたのはユズさんだが、あの作品にこめられた――兄への思いは、クロハのものがほとんどだったということを。

「ホミュラって、見た目のモデルは私ですけど、中身はほとんど……クロハさんですよ」

「――!?」

　僕が驚いていると、

「……ギン君、気づいてなかったのかね？」

　いつの間にか先生が後ろにいた。

「先生は気づいていたんですか……？」

「わたくし、二十三世紀に戻ってたとき、ギン君にこう言ったじゃないか？　『兄を想う一いち途ずな気持ちも、形を変えて相手に届いていたようだしね』」

　それじゃあホミュラの思いは……クロハの、僕への思いなのか!?

「気づかなかったのはにぃだけだ」

「まあ、ギン君だけ漢字が読めなかったからね。読解できないのも仕方がないねえ」

　そうですね。あのとき漢字が読めなかったのは僕だけで――。

　……。

　先生の言葉で、そういえば、と思うことがあった。

　あのとき漢字が読めないのは僕だけだった。僕は現代人なのだから、漢字なんて読めなくて当然だ。そのことをいままで生きてきて疑問に思ったことは一度もなかった。でも、あらためて考えてみると不思議じゃないか。

　――なぜ僕だけ漢字が読めないんだ？

　僕の周りには、こんなにも漢字を読める人があふれているのに……。

《……ギンギン、それは考えないほうがいい……》

　……ポケットのカブゥロさん。その様子じゃ、もしかして僕が漢字を読めないのって、何か理由があるんですか？　そしてそれは、未来に伝わっていたりするんですか？

《……ウン》

　なんですか？

《……言えない》

　それだったら意味深に声かけないでください。死ぬまで気になっちゃいますよ。教えてください！

《…………。ギンギンの妹たちは漢字が読める。ギンギンはそのことを、血筋による特長のようなものと思っているみたいだけど、それは違うの。漢字なんて、本気で勉強すれば誰だって読めるのよ。あなたの妹たちは、言語に長たけたイモセ家という環かん境きようで育つから、読解するスキルを後天的に身につけているだけなの》

　でも、僕はイモセ家の環境にいても読めないし、平成時代に時間移動したときけっこう勉強したんですけど、ほとんど読めませんでしたが……。

《……》

　誰でも可能なことが可能じゃない。それじゃまるで……。

　――！

　思いつくことがあった。

　そうか……。そういうことなのか……。

　以前、サダメさんが僕に言っていた「――お前が読めないのだよ」。

　夏のホテルで、イジィロさんとカブゥロさんが言っていた、僕が、記号文を生み出だした「理由」。

　僕は、人とは異なる発想を先天的に持っているかわりに……普通の人よりちょっと欠けているところがあるのかもしれない……。

《そんなギンギンが、生きやすい世の中をつくってくれたのは……》




　――僕は全てに気づいた。




　オオダイラ先生が、以前、『ぶんげいっこ』のインタビューで現代の日本語はバリアフリーな言語だと言っていた。まさに――僕にとってはバリアフリーな世の中じゃないか。

　そんな世の中をつくったのは、『おにあか』だ。

　そして、その『おにあか』の元になったのは『あにマジまにあ』で、『あにマジまにあ』にこもっていたものは、クロハの、僕への思いだという。

　だったら。

　僕は、僕は――。




　ずっとクロハの愛に包まれていたんだ……。




　クロハは、僕が生きやすい世界を創ってくれていた。それはもちろん、意図的じゃなくて偶ぐう然ぜんだし、クロハだけの力でもないけど。でも、クロハの思いが、僕のための世界を創造したのは事実で……。

　僕は幼い頃ころに『おにあか』で、もらわれた子供という心の傷を癒やした。

　作家になろうという夢をもった。

　生きる希望をもったと言っていい。

　もし、世界が違っていたら、僕は夢をもつことすらできなかったんだ。生きづらい世の中で、身をちぢこめているしかなかったんだ。

　でも、クロハが――僕の妹が！　僕が羽ばたける世界を、つくってくれていたんだ！

　世界を、僕のための世界を……！

　そうか、クロハ。わかったよ。




『おにいちゃんのあかちゃんうみたい』




　それってさ僕が、子供たちを――作品とか、後世の文化を――生み出せるような世界をつくりたいってことなんだろ？

　そうだろ！　そうなんだろ、クロハ！

　答えてくれよ、クロハ！

　クロハへの愛しさで気が変になりそうだった。イモセ・クロハという一個人に魂たましいを縫いつけられたと思った。

　自分の全すべてをクロハに捧げることに、なんの、迷いもない。

　だから。

　だから、だから。

　僕ぼくの腕うでの中に、戻ってきてくれ！

　僕はぎゅうっと目をつぶった。相変わらずの暗闇が広がっている。

　いない。クロハがいない……。

　僕は――お前がいないと、何も生み出せないよ！　お兄ちゃんは駄だ目めなお兄ちゃんだから、しっかりした妹がそばにいてくれないと、なんにもできないんだよ！　そばにいて、僕がちょっとマシなお兄ちゃんになるのを、見守ってくれよ！

　決めたよ！　これから小説はお前のために書く。誰だれかを幸せにするんじゃない！　お前を幸せにするために書く。そのためだけに書く。結果として誰かを救うことはあるかもしれないけど、僕はお前のために書く。

　僕は悟さとったんだ。文学も、文化も、文明も……この世界を形づくってきた原動力は――愛だ。愛がなきゃ何もつくれやしない。愛する人がいなかったら、どうにもならない。

　だから、戻ってこい。いや。お願いです。どうか戻ってきてください。

　あなたを愛させてください！




　――クロハ！




　そのときだった。

　はるか遠くに、光が見えた。

　暗黒の空間を照らすように、淡くきらきらと明滅している。

　向こうに行かなきゃ、と思った。

　意識を向けると、光のほうに推進していく感覚があった。

　光がどんどん近づいてくる。

　僕は手を伸ばし、光を手でつかむようなイメージを浮うかべた。

　すると――ひゅん、と音がした。

　あれ、なんかあたたかいぞ？

　そう思ってまぶたを開けると――腕の中に、細い体があった。

　長くつややかな黒髪かみ。くっきりした目と、シャープなあごのライン。ほどよく膨らんだ胸――。




　僕は妹を抱いていた。




　僕は両りよう腕うでにぐっと力を入れて、その体温をふたたび感じ取った。それは、とても幸せな瞬しゆん間かんだった。

「お兄、ちゃん……？」

「……ハ」

　名前を呼んだつもりだったけど、かすれた声が出ただけだった。かっこ悪いからやり直そう。僕は大きく息を吸い込んで、絶ぜつ叫きようした。

「クロハ、クロハ、クロハ、クロハ、クロハ、クロハ――クロハ！」

「ちょ、ちょっと、お兄ちゃん……。痛いわよ……」

「クロハぁ……」

　涙なみだと鼻水があふれてくる。汚い顔でごめん。でも、でもさあ……。

　クロハは自分が消されていたことを理解していないのか、呆気にとられていたが、ふっとほほ笑えむ。

「ひどい顔ね」

「……ようやく見つけた……戻ってきてくれた……」

「……。よくわからないけど……もしかして私……」

「ああ、消えてたんだ」

　賢いクロハは、自分の身に何があったかを、それとなく理解したようだった。

　僕はクロハを離さないよう、両腕に力を入れた。

　未来では言葉はなくなるという。そのことに、ちょっとだけ納得した。だって、こうやってくっついているだけで、どんどん、クロハと通じ合える感覚があるのだから。

　クロハが僕の腕の中で笑っている。風に髪をなびかせて、ほほ笑んでいる。目に焼き付けておこう。これから、何十万時間を共にするとしても、あざやかな思い出として、この瞬間は忘れたくないから。

「ねえ、お兄ちゃん……」

「ん？」

「あれってなんだったのかしら。お兄ちゃんが、その……私に必死で気持ちを伝えているような気がしたんだけど……」

「なんだったのって、それは現実だ」

　クロハはちょっとはにかんで、

「で、でも、その内容が……あ、愛とか……だったんだけど……」

「それも現実だ」

「そ、そう……。もしかして、私が消えたけど戻ってこられたのって……お兄ちゃんのおかげ……？」

「……」

　そうだ、と言うのは恥はずかしいので黙だまってしまった。

　しかし、クロハは僕の態度で全てを悟ったらしく、こんなことを言う。
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「はあ……終わりね」

「え？」

「信じられない。完全に終わりよ……」

　クロハは参ったというふうに首を振る。終わりだなんて不穏な言葉だけど、腕は僕の背中にまわされる。

「どういう意味だよ？」

　クロハはほほ笑んで、

「完全終了。イモセ・クロハはお兄ちゃんのものになりました。お兄ちゃんのことしか考えられない生き物に、なっちゃいました……」

「……」

「だけど、それは私の事情だから。お兄ちゃんが決めることだから」

「何を？」

　クロハは一転、思い募るような表情で言う。




「お兄ちゃん……私がそばにいていいの……？」




　…………。

　お前、この期に及んでまだそういうことを言うのかっ!?

　ぶんかとっくに行くなんて言っていたけど、そんなこと絶対にさせないんだからな。

　お前はお兄ちゃんのものなんだからな！

「……お兄ちゃん？」

　クロハは、僕が言葉を失ったことを、返事を迷っていると勘かん違ちがいしたらしい。たちまち眉まゆ尻じりを下げ、不安そうな顔になった。

　まったく。こういう妹には態度で示さないと駄目だぞ。

「クロハ、目をつぶれ」

「……え？」

　僕はあることをしようと決意した。

　ホテルでうまくいかなかったアレの再挑戦である。

　あのとき、クロハと唇くちびるが触れる寸前――僕は不慣れなせいかうっかり照準を外して、クロハのあごに唇を命中させてしまった。

　瞬間、微び妙みような間があって、ふたりとも吹ふき出し、そういう空気じゃなくなってしまって……。だから、僕たちはまだ何もしていなかったのだ。

　じっとクロハを見つめると、クロハは僕の意思をくんだのか、まぶたを閉じて軽くあごを上げた。

　……客観視するなら、人によっては不快な行こう為いだろう。でも、衝しよう動どうに勝てなかった。そうしたくて、たまらなかったんだ。二人の世界に入りやがってとかなじられても仕方がないけど、しょうがないでしょ、この状じよう況きようじゃ！　ここでしなくていつするんだって感じだったし。

　僕はクロハの唇に狙ねらいを定めて――。




　もう照準は外さなかった。





＊






　＊＊＊――※■◎□２３★☆▼▼――＊＊＊




　ぐすっ……。

　ギンギン、良かったね。ワタシ、泣いちゃう。

　……デモ。

　あんなに見せつけられたら、チョット、妬いちゃうな……。

　いきずりのワタシですらそうなんだから。

　あの子とかあの子はどうなのかな……。

　☆□♭♀∞◆▼▼





＊






　抱き合うギンとクロハを、皆が遠巻きに見守っている。

　オオダイラ、ミル、メグリはほっとした様子で、ユズはますます涙が激しくなり、アマネコもさすがに泣いていた。

　アマネコが涙をぬぐいながら、ユズを見上げる。

「……ねえ、おっぱいの人……」

「なんですか？」

「……これで良かったのですか？」

「…………」

　アマネコの意味深な問いに、ユズは答えなかった。

　すると、いきなりメグリがずさりと地面にひざをつく。

「ユズっち、この通りなのだ」

　メグリは頭を下げて――土下座をする。

「アタシがクロちゃんをたきつけたせいで……こうなったのだ」

「こうなった？」

「運命が変わった。ユズっちの幸せを奪ってしまったのだ」

「……」

「だからせめて……アタシにつぐないをさせてほしいのだ」

　メグリは顔を上げると、ふところから、あるものを取り出した。

　マシュマロである。

「もう使わないと決めていたのだが……ご覧のように、まだ時間移動マシュマロがあるのだ。もし、ユズっちにその気があるのなら……生きているお兄さんをこっちに連れてくるのだ。この時代の医療なら、お兄さんを救えるかもしれないのだ」

「…………」

「こんなことでお詫びになるとは思わない。でも、ユズっちには今より幸せになってくれと思うのだ……」

　ユズはわずかに迷ったようだが、マシュマロを大事そうに受け取る。

「わかりました。これは有意義に、使わせてもらいますね……」

「そうか、受け取ってくれるのだな……」

　メグリはホッと息をはく。

　そんなメグリを見下ろしながら、ユズは気丈に笑った。

「でも、博士。ひとつ間ま違ちがいがあります。わたしの幸せは、終わってないです。これっぽっちも、諦める気はないですから」

「え、そうなのか？」

　メグリはぽかんとした様子で立ち上がった。

　すると近くにいたミルが、

「ユズ。なんでばか正直にあのこと言った？」

「……『おにあか』のことギンさんに伝えなければクロハさんは戻もどってこなかったかもしれません。ギンさんとわたしの関係も違ちがったものになったかもしれないですけど……。でも、そしたらわたしが一生、負い目に思っちゃいます。そんな重いものを抱かかえて生きていくなんて、辛すぎて無理ですよ」

「確かに。七十まで生きたわたくしが、完全に同意するよ。重いものは妹の詰まったランドセルでじゅうぶんだ」

　オオダイラが笑ってうなずくと、ユズは笑え顔がおでこんなことを言う。

「それならよっぽど……クロハさんと仲良しのギンさんを、どう奪うか考えているほうが楽しいです」

「うわ、おっぱいの人意外と黒いのです……!?」

「なんだユズ君、なかなかたくましいじゃないかね。クロハ君も、義ぎ妹まいという地位にあぐらをかいて安心していると……これはわからないかもしれないねえ」

「ふふふ」

「うーむ、なんか楽しそうだな。アタシも三次元の恋こいというものを真しん剣けんに検討してみるか……」

「検討とか堅苦しいことを言ってる時点で駄目なのです」

　アマネコはメグリに突っこんでから、えいっと手をつきあげる。

「わたしも負けないのです。最後に勝つのは――実じつ妹まいのチカラ、なのですっ！」





＊






　＊＊＊――※■◎□２３★☆▼▼――＊＊＊




　ギンギンの周りの子って、前向きね。ワタシも見習いましょお！




　――え？　なんですか、兄者。

　ワレワレはこれでおしまいだって？

　じゃあ……ドーシテ――。




　ワタシたち、消えていないのですか？




　確かにギンギンは、イモセ・クロハのために小説を書き、『正しい歴史』とは違う歴史を歩むでしょお。生み出す作品もまったく違うものになるでしょおね。

　でも……それを未来的な作品に翻ほん訳やくしてもらえばいいんですよ。

　マコト・アマネコに、ね。

　もう、兄者ったらそんなにオドロイて。結果的には、兄者の企みが功を奏しましたね。

　彼かの女じよは祖父の残したお金で「ことばをつくる会」を企業化して、本の一冊や二冊は出してくれるんじゃないでしょおか。

　ギンギンは、マコト・アマネコを利用するようで申し訳ないと気にしていたけど、タブン、彼女は喜んでギンギンの作品を翻訳――というか意訳してくれるはずです。

　文章を未来的にするのはもちろん、人間の主人公をパンストにするくらいもするでしょお。

　未来を創つくるために、ね。




　……トイウコトデ兄者、もうヨケーな干かん渉しようはやめにしませんか？

　そのうちまた遊びに来たいですけど、ワタシ、そろそろ観察者をやめて未来に戻りたくなってきました。

　なぜかって？




　あんなこと言う兄者には、もう一度妹の大切さを思い知らせなきゃ駄目だって思ったからでしょお！

　☆□♭♀∞◆▼▼





＊






　全てが終わって――。ぶんかのとう屋上。

　博士の力で特とく殊しゆ能力が復活したイジィロさんとカブゥロさんが、仲良さそうに並んでふわふわと浮いている。

　僕がイジィロさんに伝えようとしたアイディア――「アマネコちゃんに小説を意訳してもらう」ということは、カブゥロさんがイジィロさんに伝えてくれたらしい。

　実現するかはわからないけど、彼かれらが存在しつづけていることが、ひとつの答えなんじゃないかと思う。

　イジィロさんはとりあえず納得し、もうクロハを狙うことはないと約束してくれた。

《ギンギン……。またこんど、ゼーッタイ、遊びにくるね》

「ええ、お待ちしてます」

　彼らは、未来に戻るという。

《『偉い大だいなる父』よ――。あなたとのことは忘れないのデス》

「僕も忘れませんよ。また遊びに来てください、イジィロさん。ちなみに、時間移動ってお得な回数券とかってあるんですか？」

《……。ワタシは遊びに来たのではないのデスが……》

「おみやげ期待してますから！」

《……》

　やがて、イジィロさんとカブゥロさんの周りに、どこからともなく、無数のパンス党が集まってきた。親衛隊の皆さんだろう。

　イジィロさんとカブゥロさんが対になって、メリーゴーランドのようにまわりだし、上昇を始めた。そのあとを親衛隊が追っていく。

　と――。

　ぶんかのとうの屋上に、光の柱が出現した。これはパンス党が集団で時間移動をするときにあらわれる、ゲートのようなものらしい。

　イジィロさんたちは、光の柱を螺旋上にめぐりながら、吸い上げられるように天空へとのぼっていく――。

　ふと思う。

　ぶんかのとうの外がい壁へきには、歴代の日本文化が描えがかれている。

　石器時代から始まり、中世を経て、現代へとたどる。

　過去から現代まで描かれた塔とうから彼らは――未来へと向かう。

「未来は、託しましたよ」

　……なんて言ってみたけど、あんまり脈絡ないよな。

「お兄ちゃん、かっこつけすぎ……」

「そうなのです。兄さまってけっこう、キザなのです」

　さっそく妹たちに突っこまれる。

　僕たちの眼前で、続々とパンス党たちが天へと上昇していく。

　過去、現代、未来、か……。

　僕は光の柱が閉じ、最後の一体が消えるまで彼らを見送っていた――。
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二十一世紀のみなさまへ







　本書は二十三世紀に発行された「かんじよむ　いもうと５」（イモセ・ギン著）を改題、意訳したものです。

　訳出するにあたり、原文を逐語的に訳すのではなく、二十一世紀の読者にも読みやすい文章となるよう工夫を施しました。

　最も腐心したのは漢字の使用です。

　本書は漢字を読解できない主人公が叙述する一人称の小説でありながら、文章に漢字が多用されております。これらは全すべて私の意訳によるものです。原文にはごく限られた箇所をのぞき、漢字は使用されておりません。

　なお、本書の作成には筆者であるイモセ・ギン氏をはじめ、関係者各位に多大なるご協力をいただきました。厚くお礼を申し上げます。


訳者






　運命とは不思議である。

　ほんの数すうヶか月げつ前までは、考えられなかったことが現実になっていたりする。

　今回の一件で、僕ぼくとクロハの関係は決定的に変化した。具体的にどうなったかは――想像にお任せしよう。

　ひとつだけ言えるのは、僕はより女の子について詳しくなったということだ。

　クロハは、なんだか怖こわいぐらいのモチベーションで、僕を絶対にデビューさせて人気作家にすると息巻いている。アマネコちゃんが未来に僕の本を翻訳して伝えるとしても、まずは僕が面おも白しろい物語を生み出すのが大事だと、何度も言う。

　それについては心配していない。僕のやる気もかつてないほどに膨れあがっているし、何より、クロハがそばにいてくれるのだから。

　僕は物語をつむぎ、その物語は未来へと届く。口にすると夢みたいな話だけど、きっと実現させてみせる。

　さらにだ。




　僕の物語が越えて届くのは、未来だけではないかもしれない。




　あの一件が終わって、ぶんかのとうから帰るとき、みんなで話したことがあった。冗じよう談だんっぽくではあったけど……でも、もしかしたら、あのとき話したことは単なる冗談では終わらないかもしれないと思う。

　いつか、あの話が実現したら、本当に面白い。

　どんな反響があるか興味深いし、それに、とても夢のあることだと思うから――。




　……――。

　ぶんかのとうでパンス党の皆さんを見送った、その帰り道。

　僕たちはトウキョウ駅方面に向かって、ありあけブリッジの歩道をぞろぞろと歩いていた。

　ぶんかのとうからトウキョウ駅まではかなり距きよ離りがあるので、普ふ通つうなら近代モノレール「ありあけライナー」に乗るんだけど、

「ひと仕事終えたあとは、みんな並んで歩くものではないかね。夕暮れ空の下を、男女が並んで歩く……。青春っぽくていいねえ」

　という先生の提案に従ったのだ。

　ちなみにアマネコちゃんだけ帰る方向が逆だけど、僕たちを見送ってくれるらしい。

　空は夕暮れで、橋の下にはトウキョウ湾。夕日を映した水面が、ゆらゆらとたゆたっている。

　橋の下からふきつける潮風が心ここ地ち良かった。先生の言うように、ちょっと青春感があるかもしれない。

　一件落着して、全員をほっとした空気が包んでいた。

　みんなで話しながら歩いていたのだけど、話題の中心はやっぱりパンス党のことだった。未来人と遭遇して、それが喋しやべるパンストだったのだから、全員、相当な衝撃を受けていたようだった。

　しかし、博士だけは冷静で、

「あーあ、人類滅亡だぞ、イモセ君。いいのか、あの選せん択たくで」

　言葉の内容は非難がましかったけど、口元はほほ笑えんでいた。

「いずれ人類が滅んで、パンス党が地球の主となることは、現代人にはなかなか受け入れられないことかもしれません。でも……例えば、僕たちにとっては素す晴ばらしい二次元文化も、昔の人はなかなか理解できないでしょう？　それと同じことですよ」

「昔の人は理解できない、か……」

　僕の言葉にひっかかることがあったのか、博士は何か考えるそぶりをしたあと、

「試せたら面白いのだがな」

「試ためす？」

「ああ。例えばだな。この時代の本を、翻訳して、昔の人間に読ませるのだ」

　……。

「そんなことを言うってことは、時間移動マシュマロってまだあるんですか？　使わないから捨てたって言ってませんでしたっけ？」

「いや、ないのだ」

　博士がちらっとユズさんを見た気がした。

　また博士の冗談が始まったようだけど、先生やユズさんが妙みように乗り気になったため、話に花が咲く。

　単に小説を翻訳して昔の人ひとりふたりに読ませるだけではつまらない。大勢の人の感想を聞くため、どうせなら本として出版したい。

「そんな簡単に出版なんてできないでしょう？」

　クロハがもっともなことを言う。

「まあな。だけど、いい方法がある。当時の新人賞に応おう募ぼして、賞をとるんだよ」

「無理でしょ。現代の物語を応募しても、わけがわからないと言われて落とされるだけじゃないの？　さっきお兄ちゃんが言ったように、昔の人が理解できると思わないわ」

「う……。そう言われると……」

　僕が言葉に詰まると、オオダイラ先生がにこっと笑って、

「そうだねえ。現代の変わりぶりは、昔の人びとの理解を超こえているかもしれない。だけど、本来なら目にすることのない未来の作品を目にすることで、未来に思いを馳せるきっかけくらいにはなるだろう。わたくし、それだけでも素晴らしいことだと思うがね」

「じじいがまともだ。天変地異が起こる」

「先生…………。感動しました！」

　そうですよね。たとえ理解できなくとも、何かを考えるきっかけにはなるかもしれない。それだけでも、昔の人に現代の本を読んでもらう価値はあると思う！

　ちなみに、博士は、翻訳する作品は僕の『かんじよむ　いもうと』はどうか、と言う。僕の視点だけでなく、寝ね癖ぐせさんやカブゥロさんの視点も盛り込んで物語に厚みを出すというアイディアまで提案してくれた。その熱意はありがたいですけど、

「……あれはただの身辺録で、本になる予定もないですから」

「いやいや、絶対、それがいいのだ。あははは」

　この話、実現したら凄すごく面白いと思うけど、時間移動マシュマロはもうないと言うから、あくまで冗談だ。

　僕はそう割り切ったうえでこの話題を楽しんでいたけど、ひとり、やたら熱心に「賛成です。絶対実現させましょう」と言う人がいた。

　ユズさんである。

「夢のある話ですね。そうだ、もし昔の人向けに翻訳するときは、わたしがやります！」

「むむう。やろうと思ったらわたしもできますけど……ここはおっぱいの人に譲るのです……」とアマネコちゃん。

「わたし、絶対やります。そのために、今からいろいろ勉強します！」

　ユズさんは、まるでこの話が実現できるかのような口ぶりだった。




「決めました。わたし、それをこの時代で生きる目的にします」




　ユズさんの言葉はとても力強かった。ユズさんは『あにマジまにあ』を書きあげた実績があって、クロハや先生が言うにはけっこう文章力があるようなので、翻ほん訳やく家かになるのも夢ではないだろう。

　もしこの話が冗談で終わらず、本当のことになるとしたら……僕の小説をアマネコちゃんが未来に、ユズさんが過去に伝えてくれるということか。

　想像するとわくわくして、執しつ筆ぴつ意欲が高まっていく。

　未来と、過去――。物語が、無限に広がっていきそうだ。

　……でも、そのためには、『現在』である僕たちが、頑がん張ばって小説を創らなきゃいけないよな。

　僕はかたわらにいるクロハの横顔を見つめる。

　口にするとちょっとだけ恥ずかしいことを、心の中で言う。

　なあ、クロハ。お前がこの世界を創ってくれたから、お前が一緒にいてくれるから……僕は小説を創れるんだ。僕にとって、お前が創造の源なんだ。

　イジィロさんが以前「文学か妹か」と問うてきたけど、今の僕にとってそのふたつは切り分けられるものじゃなくなった。だから、今ならこう答えたい。

　――妹こそが文学だ。

　そう言い切れるのはお前のおかげだよ。

　僕はきっと、世界でいちばん幸せなお兄ちゃんだぞ。

　そんなことを考えていると、クロハが、

「でも、さすがに『かんじよむ　いもうと』じゃ、近代文の小説タイトルとしては違い和わ感かんが大きいんじゃないの？」

　相変わらず、無粋な突っこみを入れる。

「じゃあ翻訳予定者のユズさん。『かんじよむ　いもうと』を近代文っぽくすると、どういうタイトルになります？」

「『かんじよむ　いもうと』って、ギンさんから見たクロハさんのことですよね？」

「はい」

　ユズさんは、そうですね、と小首をかしげる。

　すると、

「兄さま、わたし、こういうのはどうかと思うのですが」とアマネコちゃん。

「私も思いついたのがあるわ。自分のことなので、照れるけど」とクロハ。

「わたしも思いつきましたよ」とユズさん。

　三人は声を揃えて、あるタイトルを口にした。

　なんと、偶ぐう然ぜんにも全員、同じタイトルだった。

　恐ろしいほどのシンクロだけど、きっと、未来と現在と過去の神さまがいたずらしたんだろう。

　三人の唱和は心地良い音色のようだった。
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「――『僕の妹は漢字が読める』」


（おわり）









あとがき







　お久しぶりです。かじいです。

　あとがきから読む方もいらっしゃるかと思いますが、今回のあとがきはぜひ本編をお読みになられてから目を通すようお願いします。

　凄いネタバレを書く気なのか？　……えーと、それに近いかな。なので、まだ本編をお読みになっていない方はここで引き返してくださいね。





＊






　……よろしいでしょうか？

　では――はい、ということで、『僕の妹は漢字が読める』完結です。ここまでおつきあいくださいまして、本当にありがとうございました！

　予定していたストーリーを、大幅にはしょることも、無理に引き伸ばすこともなく、書きたいことの九割は書くことができました。残りの一割が何かというと、くどい下ネタをたくさん盛り込みたかった………ではなくて、ヒロインたちの心情をもっと掘り下げたかったということです。

　ちなみに僕は男ですが、主人公よりヒロインのほうに感情移入するところがありまして、筆がのってくると、気持ちが恋する女の子になります。いい年した男が「恋する女の子」なんて最高に気持ち悪いのですが事実だから仕方ない。シリーズの後半は恋愛色が強くなりましたけど、僕自身がナチュラルな気持ちで書くと恋愛色が強くなるようです。…………僕の実生活は恋愛色なんて皆無ですけどね！

　と、強引にオチをつけたところで、恒例の謝辞に参ります。

　イラストの皆村先生。月並みな言葉ですが、可愛らしいイラスト、本当にありがとうございました。皆村先生のお気に入りはミルかオオダイラ（女の子状態）かと思っていたので、チョウマバヤシ博士がお好きというのは意外でした。

　担当編集Ｈさん。面倒くさい書き手で本当にごめんなさい……。あなたのご指導がなければ、自分はここまでやりきれなかったと思います。

　コミカライズを担当してくださっている日辻ハコ先生。自分の考えた話がコミックになるという感動を与えてくださり、ありがとうございます。いち読者として、応援させていただきます。

　その他、この作品に携わっていただいたすべての人、家族や友人たちに最大級の感謝を。そうそう、ファンレターを下さった読者の皆さまにも、あらためてお礼を述べたいと思います。

　小説はこれでひと区切りですが、コミックダンガンで連載しているコミカライズ版はまだまだ続きますので（先日コミック第一巻が発売されました。めでたい）、こちらのほうは今後もぜひよろしくお願いします。

　まだまだ書きたい作品が、やる気ゲージを振り切りそうなくらいにありますので、いずれ必ず皆さまの前に戻ってきたいと思います。新シリーズでまた皆さまとお会いできることを願いつつ……ご愛読、ありがとうございました！





二〇一二年七月　かじいたかし









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


かじいたかし先生／皆村春樹先生
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